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　そう。それは町のはずれの黒い森。〝魔女の森〟と町の者は呼び、誰もが魔女に呪いをかけられることを恐れて近寄らない場所。

　そんな深い森の奥に、幼いハーモマイアはいま、たったひとりでやって来ている。

　もう夕暮れも近い薄うす闇やみの時刻。まさに逢おう魔まが刻とき──。

　森の奥に、突然古びた城が現れた。

（魔女の城だわ……！）

　近づこうとしたハーモマイアに、くぐもった声がかかる。

「近づくな！　ここは禁じられた森、禁じられた城──生きとし生けるものを、死者へと変える場所だ……!!」

　黒いマントで足先まですっぽりと包み込んだ長身の人物が、低く恫どう喝かつする。

　青銀の長い髪が背を覆い、目元は冷たい輝きの鋼こう鉄てつの仮面で覆われている。手には金色に光る長い杖つえ。男女の判別もつけにくい。

（でもここは魔女の森なのだから、この人が、魔女……よね）

「あ……の。私、魔女のおばあさんに願いを叶えてほしくて、来たの……。あなたが、この森に棲すむ魔女なんでしょう？」

「私は森の魔女じゃない」

　胸の前で手を組んで懸けん命めいに訴えるハーモマイアに、相手は冷淡に告げた。

「でも、魔女の杖を持ってるわ。こんな恐ろしげなお城に住んでる。魔女じゃ……ないの？」

「私は魔王だ。〝時〟を司つかさどる王……」

（魔王？　王様なのに、なんでこんな所にひとりでいるの？）

　首をかしげたハーモマイアは、〝魔王〟の胸に血が滲にじんでいるのを見つけた。

「ねぇ、どうしたの？　ケガをしてるの？」

「私に関わるな。〝刻限〟が近づいているだけだ……ッ！」

「ご、ごめんなさい……。あなたが言うこと、むずかしくて……よくわからないわ。ただ、あなたのケガが痛そうなのはわかる。早く、手当てをしなくっちゃ……」

　怪我をして、手当てもされず亡くなった者たちを、ハーモマイアは街で何人も見てきた。

「血を……血をとめないと……」

　ハーモマイアは黒いマントに手を伸ばす。捲まくり上げると、白いシャツの左胸が、滲み出す血液で染まっている。その下に透けて見える赤い傷口。

「いやだ!!　傷がひらいてしまってる。そ、そうだわ、私が……針と糸で、ぬ、縫ぬってあげる！　大丈夫。私、しょうらいはお針子になるんですもの。お裁縫は得意なはずよ」

「やめろっ……!!　ここにいてはだめだ。時の鎖がおまえに気づいた。早く……逃げろ……喰われてしまうぞ!!」

　暗い城の窓の奥で何かが蠢うごめく。蛇のように細長く、自在に動くそれは窓を突き抜け、ハーモマイアに迫ってくる。金の鎖くさりだ。恐ろしさに足がすくむ。

「──い……や！　や…めて、来ないで……」

　その時、黒いマントが立ち上がり、ハーモマイアを襲いかかる無数の鎖から守った。ハーモマイアは、防ぎきれなかった一本の鎖に弾かれ地面に転がる。

（かばってくれた……？　あの人、ケガしてるのに！）

〝時の魔王〟の手足に絡みついた鎖は、彼をまるで罪人のように吊るし上げ、引きずっていく。鎖に殴おう打だされ、彼の目元を覆っていた仮面がはずれて落ちた。恐怖で体が動かないハーモマイアが見つめるなか、青年は胸から血を流したまま、城の塔の窓の中へと連れ戻されていく。

（あの人は、お城に閉じ込められているんだ……）

　一瞬覗のぞいた、彼の天使のように美しい横顔が、ハーモマイアの心に焼きついて離れない。

（私……あなたをきっと助けにくる。もっと、おとなになって……もっと、お裁縫もうまくなって……胸のケガもなおしてあげるわ……きっと…！）

　青年の姿が影となり、ふたたび古城が静せい寂じやくに包まれたと思ったその時。

　哀しくも美しいメロディーが、流れてきたのだ──。
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　ハーモマイアは鏡の中の上客に、柔らかで張りのあるシルクシャンタンのリボンを結んでやって、微笑ほほえんだ。

「できましたわ。マリアンヌお嬢様」

　貴族の館では欠かせない丁てい寧ねいな言葉。それにもだいぶ慣れた。

「本当に素敵です。お嬢様」

　着付けを手伝っていたメイド頭のカーライル夫人も絶賛する。

　貴族の館の豪華な装飾。天てん井じようから下がる金のシャンデリア。十六歳の貴族の令嬢、マリアンヌが中央に映るドレッサーの鏡の縁にも金の蔓つる草くさが絡まり花を咲かせている。

「ハーモマイア。あなたはまだ若いのに素晴らしい腕をお持ちよ。マーガレットおば様のご推薦通りね。これからも、ずっとおつきあいしてちょうだいね」

　マリアンヌが、ハーモマイアに向き直って両手で手を握ってくる。

「ありがとうございます。そんなお言葉、もったいないですわ」

「そんなことないわ。こんなに優雅で綺麗なドレス、私は初めて見たくらいだわ」

（そう。誰もが絶賛してくれるのは、私自身ではなく、いつも私の作ったドレス……それだって十分嬉しいことだけど）

　本当は、誰かが作ってくれた素敵なドレスを身につけて、豪華な鏡の中で微笑みたい。そして素敵で優しい男性に褒ほめられたい。

　本当に欲しい賞賛はただ一つ。

〝綺麗だね。ハーモマイア……〟

　──まあ、私のこの容姿じゃあ無理だろうけど。




　ここはハーモマイアの幼おさな馴染なじみのカリストルが育った白亜の館。白鳥のたわむれる美しい湖、広大な敷地を誇るアーカイン家の数ある邸宅のうちの一つ、グリーンスノウ館。

　白い砂の敷き詰められた広大な庭園では、緑のつげが刈り込まれて白地に美しい文様を描く。

　噴水が音を立てて水すい盤ばんを叩く。水を吐いているのはポセイドンとイルカの彫像。

　心地よい水音は、総部屋数が百にも及ぶかという豪華な館の室内にも、窓を開けると響いてくる。

「もう帰ってしまうの？　ハーモマイア」

　鏡の中の自分を誇らしげに見つめていたマリアンヌが、金の縦たてロールの髪をくるんと回して振り返る。今さっき、ハーモマイアが届けて着付けた真新しいブルーのドレスが翻ひるがえる。

　そのまばゆさにハーモマイアは軽く目を細めた。

（綺麗……すごく……）

「あの、ええ。私はもう」

「ではね、お茶を一緒にいかが？」

「お話はとてもありがたいのですけど……ちょっと用が」

「あら、そうなの。残念だわ」

　残念そうに眉を下げて言うマリアンヌには済まないが、今日は、これから本当に用事もある。

　ハーモマイアはいそいそと、続きの間へと裁縫箱を取りにいく。今日はドレスメーカーであり、ハーモマイアの主人であり、叔お母ばであるレスマイアの付き添いで来るはずだったのだが、彼女は別のお屋敷のお茶会へと出向いてしまい、ハーモマイア一人でできあがったドレスを届けに来たのだ。

　そんなハーモマイアの周辺で、同じく館のお客人に仕えているメイドたちは、続きの間にいるお嬢様を見て囁ささやき合う。

「本当に、マリアンヌ様は美しくてお優しくて、上品で、非の打ちどころのないお嬢様ね」

「ここに招待されたのも、避暑で郊外にいらしたお館やかた様のリチャード様に気に入られたからという話よ」

「まあ、あの気難しくて、時計のコレクションにしか興味のないような方のお気に召すなんて、最高に幸運なお嬢様ね。マリアンヌ様は」

　扉の向こうに集まって、マリアンヌの新しいドレスを見つめては溜息をつくメイドたち。

「リチャード様は、マリアンヌ様とカリストル様とをご婚約させるのではない？　だって、マリアンヌ様はまだしばらくこのスワン別館に逗とう留りゆうされるんでしょ？　ただのお客が二週間もお住まいになるのは珍しいわ。カリストル様がお留守だからお待ちになっているのよ」

「あちらのお父様が、社会勉強と花嫁修業のために都会に出したって話よ。こちらは地方よりパーティーも多いから、資産家の殿方に目を留めてもらうのが目的で来たんじゃないかしら」

「おやめなさいあなた達、はしたない」

　カーライル夫人が口さがないメイドたちをたしなめた。

　マリアンヌ・スイズル嬢は二週間前にこのグリーンスノウにやってきた、ハワーズ領地のお姫様だ。

　見事な金髪を凝こった縦ロールにして肩に揺らし、青せい灰かいの目でいつも誰をもまっすぐに見つめる。勝ち気そうな眉。美しく整った顔立ち。すっきりとした体格ながら広く開いたデコルテのドレスの胸もとはふくよか。

　十六歳にして、女性の誰もが憧れるすべてのものを持っている。

　そう。きっと皆が彼女のことをうらやんでいる。うらやまない女の子は、この世界中探してもいないのではと思われるほどだ。

「では、今日はわざわざありがとう。ハーモマイア」

　帰り支度を終えたハーモマイアの手を取ってマリアンヌは微笑んだ。

　思わず見とれる、白しら魚うおのような手だ。労働をしたことのない手。

「また是非よろしくね。私が田舎いなかから持参してきたドレスは、ここで着るにはどれも流行遅れ。社交界に出るにはちょっと不安だったの。でもあなたの縫ぬってくれたドレスなら平気ね。華やかでいて上品で、でも流は行やりのもので、私によく似合う形やお色で、とても頼りになるわ」

「いえ、そんな。ドレスのデザインはアトリエのマダムがやっていますから」

　表向き、お客様に対しては、そういうことになっている。そう言わないと叩かれる。

「そうなの？　でもあなたが縫ってくれているのでしょ？　とくにこの青いドレスの細かなタックは素敵だわ。もう一着のレモン色のもとても大人っぽいし。私、このままマーガレット様に見せてくるわね。ハーモマイアさんが着付けまで手伝ってくれたから、助かったわ」

　今、彼女と二人で並んでいると、鏡に映った姿が嫌でも目に飛び込んでくる。

　自分は赤毛で、白い肌にそばかすもあって、背丈も胸も小さくて、お嬢様の真新しい絹のブルードレスに比べたら、とてもやぼったく見えるエプロンドレスを着た少女。

「私、ここの街のこと、まだ何も知らないでしょ。マーガレット様にあなたのことを聞いて本当によかったわ。今日がだめなら、今度、夕食をご一緒にいかが？」

　マーガレットというのはカリストルの母親、つまりこのグリーンスノウの現当主・クリスの奥方。レスマイアのお得意様の一人だ。

「貴族のお嬢様とお針子が、一緒にお食事だなんて恐れ多いです」

「あらそんな。レスマイアさんはよくお食事に呼ばれていくようよ？」

「マダムは、それも仕事ですから。私がそんなことをしたら、叱られてしまいます」

「あら、そうなの」

　美しく、だが気さくなマリアンヌは、残念そうにハーモマイアの手を離した。

　店に戻れば、ハーモマイアの生活の場でもある屋根裏部屋で、山ほど仕事が待っている。

　社交家のレスマイアが、貴族の食事会に呼ばれる機会が増えるほど、裏方のハーモマイアの仕事もどんどん増えるのだ。

　それでいつの間にか、服地の調達から、ドレスのデザイン、採寸、裁断、縫ほう製せいまですべての工程がこなせるようになってしまった。

（でも今日は少しだけ寄り道してから帰ろう。カリストルがもう何日かしたら帰ってくるはず。明日が彼の誕生日だもの。なにかささやかなものでも買って贈りたい）

　両親が死んで、三歳で孤児になったハーモマイアが叔母のもとでほぼ無給で働かされて、十年以上。やっとハンカチくらいは買えるお金が貯まった。

　本当は、カリストルの大切にしている懐中時計につける鎖アルバートをプレゼントしたいなと思ったが、金の鎖は高くてとても手が出せない。

「おや、お帰りなの？　ハーモマイア」

　メイドのヘレンが、裁縫箱を抱えて階段下のホールに立ったハーモマイアに声をかける。

「え？　ええ」

　ヘレンはアーカイン家の長男であるカリストルの世話をずっとしていたので、ハーモマイアとも幼い頃から顔見知りだ。

　ゆったりと大柄な彼女は、牛のように大きな胸を揺すって豪快に笑った。

「あなた、レスマイアのところではろくなもの食べさせてもらってないでしょう？　がりがりなおちびちゃん。さ、これを持っておいきなさい」

　ヘレンは、焼きたてのアップルパイとミートパイを籐とうの籠かごに入れて差し出してくれる。

「あ、ありがとう」

　それはとても魅力的だった。こんなに立派なものを気軽に分けてくれるなんて、庶民と貴族では生活のレベルが天と地ほど違う。

「あなたももう十五歳でしょう？　自分の腕をもっと信じて、夜会やお茶会にドレスを売り込みに行くようにしなくちゃね。今のままじゃ、レスマイアの下でいいようにこき使われるだけよ。それにはそのおどおど口調も治さなくちゃ」

「そうね……。ありがと」

　ハーモマイアは裁縫箱を抱え、貰った籐かごを手に館を出る。

「夜会にお茶会なんて、とても無理……。私は、賑やかなところが苦手だし、ドレスも宝石も持っていないもの……」

　生地なら店に山とある。自分用のドレスだってこっそり作れそうなほどだが、高い生地は当然、ばれるから使えない。時間だって、全然ない。仕事以外の縫い物なんてしたらレスマイアに殺される。

（マリアンヌ様はリチャード様のお気に入り……かあ……）

　豊かな緑の庭園を歩くうち、さっきのメイドたちの話が気になってくる。

　リチャード公爵は気難しく頑固で、めったに他人を寄せつけない老人だ。

　数年前に身体をこわし、膝ひざが不自由になってから、車椅子や杖の生活で、それまでの短気に拍車がかかった。その冷酷さから〝魔王〟と呼ばれているほどの老公爵だ。

（マリアンヌ様は、メイドたちの噂どおり、カリストルの花嫁候補なの？）

〝魔王〟リチャードが決めたなら、それは他の誰が反対しても実現してしまうのだ。

　そしてそんな話がレスマイアに伝わったら、彼女は自分の店に花嫁衣裳の注文が来るに違いないと大喜びするだろう。

「私、どうしてお針子なんかになったんだろう。お金持ちのご夫人や令嬢が美しくなるお手伝いをすればするほど、自分が惨めになる、因果な仕事なのに。赤毛やそばかすや質素な服が目立って、悲しくなるだけなのに……」

　育った家の生せい業ぎようだけれど、本気でいやなら家を飛び出て、パン屋かどこかに住み込んだっていいはずなのに。

「何か、理由があったような気もするのよね。何か……誰かと昔、約束をしたような……」

　手入れの行き届いた芝が広がり、緑の木々の茂る美しい庭を歩き、白鳥の泳ぐ静かな湖の傍かたわらを過ぎ、ようやく聳そびえる正門が見えた頃、ハーモマイアに声がかかった。

「ハーモマイア！」

　前方を見ると、ちょうど馬車が門前に到着し、窓の中から身を乗り出すようにして青年が手を振っているのが見える。この館の〝お坊ちゃま〟。今年十八歳になろうという爽さわやかな美青年、カリストルだ。

「カリストル！　今日帰りだったのね。お帰りなさい」

　さらりと落ちる金の髪。鼻が高く、引き締まった眉と口元。すっきりとした顔立ちながら、人情深そうな翡ひ翠すい色いろの目が印象的だ。

　ひと月前、シニアスクールを卒業して、父であるクリス・アーカイン伯爵の旅行に同行していたカリストル・アーカイン。数週間後には父の仕事を手伝いながらカレッジに進む予定の前途洋々たる一人息子だ。

「ハーモマイア。館に来てたんだね。母上がまた君のところにドレスを頼んだの？」

　カリストルは、黒光りする豪華な箱形馬車から降りて、駆け寄ったハーモマイアの手を取った。

　彼は、ハーモマイアの子供の頃からの幼馴染で、引っ込み思案なハーモマイアにとっては、唯一思ったことを楽に話せる男友達だ。

「違うの。今日はマーガレット様のドレスじゃなくて、別館に来ているお嬢様からの頼まれものだったの」

「へえ。君の叔お母ばさんは若い女の子のドレスも得意なんだ。センスがあるね。まあきっと本当は、デザインも型紙起こしも別の人がやっているんだろうけど」

　レスマイアは社交的で口上手だから、顧客を増やすことは大の得意だが、手先はそれほど器用ではない。人気のドレス店「シャインドリーム」に山ほど依頼されるドレスのすべてはハーモマイアと雇われている街娘のレイとで縫い上げている。カリストルはそれを知っているのだ。

「そういえば、迎えに来てくれたチューダーから聞いたよ。おじいさまの遠縁のお嬢さんが来ているんだったね。マリアンヌ嬢と言ってたっけ。君よりひとつかふたつ年上で、すごく綺麗だとかなんとか？　早く会うように言われてるんだけど」

「そう……」

　そう微笑みを返すが、ハーモマイアは今一瞬、自分の中に不愉快な感覚が揺らいだことに戸惑った。

（なぜだろう。カリストルが他の女の子のことを話したから？　でもそんなことは今までだってあったのに……あのリチャード様の気に入りのマリアンヌさんだから？）

「ねえカリストル、お父様とのお仕事はもう済んだの？」

「ああ。ようやく館でゆっくり出来そうだよ」

「そう、よかった。それじゃあ……」

　今ならきっと、卒業と誕生日のお祝いに何が欲しいか聞けるかもしれない。

　そう口にしようと思ったら、ちょうど彼も同じタイミングで口を開く。

「ね、ハーモマイア。ちょっとつきあってくれないか。今日、君にどうしても見せたいものがあるんだ」

「え？　何を？　どこに？」

　あまり時間は取れない。店に戻ればお茶会から戻ったレスマイアがイライラしながらハーモマイアの帰りを待っているに違いないし、仕事はいつだって山積みだ。

　そう思ったが、カリストルはハーモマイアの手を取り、もう馬車に乗り込もうとしている。

「じゃあ……ちょっとだけ」

　カリストルがこれほど熱心に自分を誘ってくれるなんて珍しい。ちょっとくらいレスマイアに雷を落とされても、鞭むちで手を叩かれても、こちらを優先するべきだろう。

「これからちょうど〝いい感じ〟になる時間だ」

「いい感じにって……何がなの？」

　馬車の中には、グリーンスノウ館で執事見習いをしているチューダーも乗っていた。二人が乗り込むと馬車はゆっくりと走り出す。

　浅黒い肌。栗色のうねる髪をうなじで結ゆわえ、大きな黒いリボンでまとめたチューダーは、まだ二は十た歳ちそこそこの若さにしては大変に落ち着きのある、忠義に厚そうな青年だ。

　元々、彼の叔父がアーカイン家に長く仕えていた縁で、チューダーも数年前からカリストルのそばで、執事見習いとして働いている。

　ハーモマイアが乗り込むと、チューダーは軽く会え釈しやくしてきた。カリストルは窓の外の御者に声をかける。

「町はずれの〝灰色橋〟の向こうに森があるだろ。あの手前まで行ったら降ろしてくれ」

「カリストル様。あの森になんて、どのような用事で？　早くお館に戻られておじいさまやマリアンヌ嬢にご挨あい拶さつをされたほうがいいのでは？　お二人ともあなた様のお帰りを首を長くしてお待ちです」

「館に戻れば、いやでも夕食時か何かに会えるだろ。それより今この時間があそこはいいんだ。夕日の感じがちょうどいいはず」

　チューダーは、腑ふに落ちないという表情をしながらも、前方の御者に伝える。

「カリストル。〝灰色橋〟の向こうの森って、〝帰らずの森〟？　〝魔女の森〟とも言われている？　あの森は、昔から近寄ってはいけないって……子供の頃から……」

「〝魔女の森〟だなんて、怖がるのは子供のうちだけだ。『道に迷いやすい、深くて暗い森だから』子供が入り込まないよう戒いましめていたんだろ。でもあの森だってうちの領地の一部だし、もう僕も子供じゃないから、大丈夫だ」

　カリストルは平然として言うが、ハーモマイアは密ひそかに恐れを抱いている。昔から〝人を取って喰らう魔女の棲む森〟と呼ばれるあの森は、ハーモマイアにとっても遠くから眺めるだけで言い知れない恐怖心を抱かせるものだった。

（なぜだか……すごく恐い。でも変よね。私、あんな所には行ったこともないのに）

「ね、ねえ、でもカリストル。大人でも、あの森から出てこられなくなった人が大勢いるって噂があったような……」

　ハーモマイアは膝に置いたパイの籠と、裁縫箱を握りながら恐る恐る聞いてみる。

「ただの噂だろ。大丈夫。まだ明るいし、奥まで行くわけじゃないから」

「森に何をしに行くの？　キノコ採りの季節でもないし、雷らい鳥ちようが鳴く季節でもないでしょ」

　だが、カリストルは含みのある笑みを向けてくるだけで答えない。そうする内に馬車は町はずれの川にかかる橋を越え、そこにはもう黒々とした森が口を開けている。

「カリストル様。本当にここで降りるんですか？」

　チューダーが怪け訝げんそうに訊きいてくるのも無理はない。

　人家もない町はずれ。目の前には今までの街の喧けん噪そうも明るさも、すべてを排除したような、暗い森が広がる。

「チューダーはそこで待っていていいよ。人喰い魔女が怖いだろ？　見たらすぐ戻るから」

　からかうように言って、カリストルは馬車を降りるとハーモマイアの手を取って降ろし、森の奥へと続く小道をどんどんと進んでいく。

「お待ち下さい、カリストル様。どちらへ行くのか私に……」

「教会だよ。この奥に古い教会があるんだってさ。そこに行って戻ってくるだけだ。十分もかからないから待ってて」

　カリストルはハーモマイアの手を引いて、緑の香る苔こけむす小道を奥に進んでいった。

「カリストル。こんな森の中に教会があるの？」

「そうだよ。ハーモマイアの好きそうなものがあるのを、これを読んで知ったんだ」

　そう言って黒いフロックコートの内ポケットから、古そうな書物を取り掲かかげてみせる。

「それ、何の本？　すごく古そう」

　革がぼろぼろになっていて、表紙が今にも崩れてしまいそうだ。

「父に連れられて行っていた、オークフォーランドの館で見つけた書物だよ。我が家のご先祖が書いた記録誌みたいで、この領地の建築物についても記されていたんだ。ここの教会に特別な宝物があるってね」

「宝物？」

「大昔、この近くには城が建っていたらしい。その城の一部だった古い聖堂が今も残っていて、そこに素晴らしいステンドグラスがあるんだって」

　カリストルは大きな掌てのひらにすっぽりと入りそうな本の黄ばんだページを繰くりながら、歩く。

「ステンドグラス？」

「そう、よくある色じゃなくて、赤あか薔ば薇ら色いろの衣ころもを纏まとった十字架を持つマリア様とキリストだって。そういうの、ハーモマイアは好きだろ？　だから一緒に見てみたいなって」

「ええ、とても見たいわ。ガラスを綺麗な薔薇色に発色させるには、純金を使わなくちゃいけないんですって。赤いガラスは貴重なのよ」

　だから、古い教会や聖堂に赤いガラスが使われていることはかなり珍しい。

「やっぱり美術方面は詳しいね、ハーモマイアは。もともと才能があるんだろうな」

「そんなことないわ。でも、高価な金を大きなステンドグラスに使えたんだから、アーカイン家は本当に大昔から繁栄していたのね」

「それは〝この辺りの貴族にしては〟って程度だよ」

　カリストルは由緒正しき大貴族だというのに、気取ったところが欠片かけらもない。

　そう、カリストルは貴族のお坊ちゃま。自分は貴族の館に出入りしているとはいえ、所詮は貴族相手のドレスメーカーの娘だ。

　子供の頃は、さほど気にせずに済んだ身分の違いを、最近はひしひしと感じるようになっている。

　昔みたいに一緒に日暮れまで岩場を駆け回り、木の実を摘つんで食べ、古代の城や遺跡を探検したりすることはもうないだろう。

　それは、自分と同じ年頃のご令嬢のドレスを仕立てるたびに強まる確信だ。

　自分は決して彼に釣り合う貴族の身分にはなれない。

　そして絶対に、金髪の美しい娘にもなれない。

（あの話は……本当なの？　だとしても、私には関係ないけれど……）

「あの……マリアンヌさんは、どうしてカリストルの館に逗留することになったの？」

　さっきのメイドたちの噂話が気になっている。

「さあ、おじいさまが呼び寄せたらしいから、僕はよく知らないな。彼女の家は地方貴族らしいから、うちの館を社交界に出るための足がかりにしたいんじゃないのかな。チューダーのほうが、きっと詳しく知っているよ。二週間も彼女の世話をしていたようだからね。あとで彼に訊くといい」

「そ……そう……ね」

　カリストルは簡単にそう言うけれど、ハーモマイアはカリストル以外の男性と口をきくのが得意じゃない。そもそも男性に限らず、他人と話すのは得意じゃないのだ。

　そんな親しい幼友達だからか、カリストルの婚約の話など聞くと、複雑な心境だ。

「ああ。ハーモマイア。教会ってあれじゃないか？　ほら」

　黒々と茂る森の中に、灰色の石いし組ぐみの塔が見えてカリストルは足を速める。

「あれだな。ほら。本のスケッチと同じ塔」

　カリストルが、もう一度フロックコートの内ポケットから書物を開いて、灌かん木ぼくの茂る奥に走り出す。

　木こ立だちを抜けると、ぽっかりと木々のとぎれた空間があって、オレンジ色の甘い夕日が趣おもむきのある廃はい墟きよを照らし出していた。

「こんなところに……、本当に教会があるなんて」

「僕を信用してなかったのか？　ほら、この細い道、もとは石畳の通路だったんだ」

　もう何十年も誰の手も入っていない森の中に、朽くちながらも往時の面おも影かげを残す教会が取り残されたように佇たたずんでいる。

　カリストルは、下草というより、背丈を超えるほど勢いよく育っている草木を搔かき分けながら、すり減った石畳の上を飛び移るようにして進む。

　ハーモマイアもあとを追う。彼が分け開いた道筋を追っていくからずいぶん楽だ。とはいえ、長いドレスを抱えながらだから、いつ知れず後れをとってしまう。

　カリストルはそんなハーモマイアを見かねて、そっと手を引いてくれた。

　彼のそんな気遣いが昔から好きだ。

「ねえ、カリストルはどうして急にここまで来る気になったの？　〝魔女の森〟に」

「もうしばらくしたらカレッジに行くからね……君とこの教会のステンドグラスを見るには今しかないんだ」

「ねえ、本当に勝手に入って大丈夫なの？　なんだか……」

　なんだか入ってはいけない神聖な場所のような気がする。この森も。この場所も。

「大丈夫。元は我が家の祖先が建てたものなんだし、ここは父さんの土地。だからいずれ……」

　含みのありそうなカリストルの言葉に、ハーモマイアは再び問いかけようとする。だが彼はもう、古びた木製の扉の錆び付いている錠じようを近くにあった石で叩き、あっという間に開け放っていた。

　ギイイッといやな音を立て、分厚い扉が開く。

　埃ほこりとカビが混じったような匂いがして、ひんやりした空気が身を包んだ。

（冷たい）

　想像以上の冷気がハーモマイアの肌を刺す。思わずぶるっと震えた。

「ほら、早くおいで、あったよ。綺麗なマリア様だ」

　暗い空間。幾百年の時間が染みついたように黒ずんだ石壁。高い天井は遙か上方でアーチを描き、奥の本堂に連なっている。

　古びた木の机と椅子が、無む造ぞう作さに転がっている。

　その中ちゆう廊ろうを進んでいたカリストルが、一枚の大きなステンドグラスの前で足を止めた。

　埃が張りつき、くすんではいるものの、そこにある美しい聖母子像のステンドグラスが微かすかな光を透過させている。

　夕日の差し込む中、目を凝らせば、どのステンドグラスも美しく、色合いも深みを帯びて素晴らしい芸術品だ。

「これだよ。ハーモマイア。この〝緋ひ色いろのマリア〟を君に見せたかったんだ。綺麗だろう？」

「本当に綺麗……」

　見たこともない美しい赤薔薇色。穏やかで高潔そうなマリア。青い衣を着たマリアが普通だから、これはとても珍しいものだ。そして、至高の絵画と言っていいほどの完成されたものだった。

「よかった。君が気に入ってくれて」

　彼はこの美しいマリア様のステンドグラスを一目見せたくて、ハーモマイアを誘ったのだ。

「綺麗……今だと夕日がちょうど差し込むのね」

　二人の間に、真紅の光が差し込み、白い肌を同じ色に染める。

「綺麗なものをたくさん見れば、君のドレス作りにも活いかされるよ。来きたるべき独立の日のためにもね」

「そんな……私なんか無理……ただのお針子だもの……」

「そんなことないよ。今だって、評価されているのは君が提案したデザインだろ。今はまだマダムが自分でデザインしていると思っているお客が多いけど、そのうちもっとハーモマイア自身が有名になっていくよ。いつかは、そう、ロンドンでお店が開けるくらいにね。大丈夫、仕事に就いたら僕が君のパトロンになるよ。どう？　二人で共同経営っていうのは。僕ならきっと君を助けられる。幸せになろう」

　カリストルの眼差し、その真剣な声にハーモマイアの何かが触発される。

　以前にもそんなことを誰かに言われたことがある……あれは誰？　いつのこと？

　気のせいだろうか。それとも以前もこうしてカリストルが言ってくれたの？

　そうなのかもしれない。

「いい……の？　本当に？」

「先の話だけど、必ずね。ほら、これをあげるよ。君に必要な七つ道具」

　カリストルはハーモマイアの掌てのひらに載るほど小ぶりの純銀製のパースを手渡してくる。

　ヒンジつきでポンと開く楕円形の上蓋には、十字架とロカイユと薔薇の花が浮き彫りにされ、裏うら蓋ぶたには革ベルトがついていて、手首などに巻きつけて固定することができるようになっている。開けば中には可愛いサイズのハサミや針山、指ゆび貫ぬき、針ケース。何色もの糸にマチ針。それは、携帯用の裁縫セットだった。

「い……いいの？　こんなに高そうなもの」

「おみやげだよ。変わっていて可愛いだろ？　今の約束の印に身につけていて」

「嬉しいわ……ありがとう」

　見たこともないような美しい裁縫セットに、ハーモマイアの胸がドキドキしてくる。こんな贈り物は初めてだ。カリストルもその銀のパースを意味深げにじっと見つめた。

「さ、もう馬車に戻らないと。きっと、チューダーがすごく苛いら立だってるぞ」

　ステンドグラスに当たっていた強い夕日も、もうすっかり翳かげりを見せはじめている。

　慌てて教会から出た二人は、また高い草を搔き分けて、もと来た小道に出ようとするが、カリストルが急に足を止めた。

「ねえ、あれはなんだろう。あの白いの」

　カリストルは向こうを一心に見つめて、ハーモマイアの手を摑む。

「え？　あれは……白い……ウサギ？　珍しいわね……白ウサギなんて」

　草むらの向こうに白いウサギが跳ねたのだ。真っ白な長い耳がぴょこんと覗く。

「しかもかなり大きいぞ。ハーモマイア、前にヘッドドレスに白い毛皮を使いたいって言ってなかったか？　あれ、捕まえてみようか」

「え、でも」

「しかも、あのウサギはなんで服を着ているんだ？　ベストだよな、あれ」

「ベスト？　じゃあ、どこかの貴族のペットなのかしら」

　確かに、白ウサギは黒いベストを着ている。ポケットからは金の鎖と懐中時計も覗いている。まさか野生のウサギではないだろう。サロンなどの集まりで、貴婦人方はよく変わった生き物をペットにして自慢している。このあたりでは、白いウサギは珍しいのだ。しかも、その白ウサギの方からは、「大変だ……。遅刻しちゃう。急がなきゃ、急がなきゃ……」そんな声まで聞こえてくる。

「ハーモマイア、あのウサギが喋った……！　なんでウサギが喋るんだ？」

「やだ、もしかして森に棲む魔女の仕し業わざじゃ……」

　ハーモマイアの中にとっさにそんな思いが浮かんだが、カリストルは魔女のことなど毛もう頭とう信じていないらしく、「よし、捕まえる！」そう言って、白ウサギが跳んでいった方に走り出している。

「え？　カリストル!?　待って……」

　カリストルはハーモマイアの制止も聞かず、ウサギを追ってどんどんと森の奥に入っていく。ハーモマイアも彼のあとを追っていく。一人で残されるのも不安だった。

　ウサギは途中で見えなくなって、でもあの「急がなきゃ、急がなきゃ」の声はどこか遠くから、今もまだ聞こえてくる。それと微かな機械の音も。

　奥へ奥へと進んでいくと、森の中に突然また開けた場所が現れた。

　石畳の敷かれた前庭のような場所。壊れて水の止まった噴水がある。女神が抱えた壺つぼから水を噴き出していたはずの噴水が、今は乾ききってひっそりとそこにある。

「この噴水、私、前に見たことがあるような……」

　時を止めた城が、大樹の折り重なる枝し葉ようの向こうに、青灰の円えん錐すい状の屋根を持つ塔を覗かせていた。

　幽ゆう寂じやくと佇む廃はい墟きよのような古城がそこにあったのだ。

「こんなところにお城があるなんて。どうして？」

　人の近づかない町はずれの森。黒い巨木が延々と茂っているとはいえ、その奥に城があるなど、幼い頃からずっとこの町に住んでいるハーモマイアも知らなかった。

「ハーモマイア、行ってみよう。ウサギもこっちに来たはずだ」

　そう言うと、カリストルは再び先へと進んでいく。

　さっき、あの廃墟同然の教会に感じた恐ろしさは、すでにだいぶ薄れていた。姿の見えなくなったカリストルを追って進むうち、円錐状の屋根を持つ塔の城が、どんどんその姿を現してくる。

　戦いくさ用の城ではなく、住居用の城へ移り変わっていた頃の建築だろう。雄ゆう壮そうかつ優美な城だ。

　石壁に絡まる蔦つた。生き物の気配のない緑の森。

「とても立派なお城だわ……」

　その光景を、ハーモマイアはどこかで見た覚えがあった。

　ちょうどこの噴水の脇から、樫かしの大木の横枝を見ながら、あの塔の窓を見上げた記憶がある。張り出した大枝の向こうに見える黒い窓。そう、確かに以前見た覚えがある。

（やっぱり……私……この古城を知っている？　魔女の森に入ったことが過去にあるの？）

　ハーモマイアは、鬱うつ蒼そうと茂る緑の中を、何かに導かれるようにして奥に進む。

『ここに入ってきては……いけない……』

（え？）

　何か声が聞こえた気がした。だが、見渡してもカリストルの姿があるわけでもない。

『ここに入ってきてはいけない……この場所は神聖な〝時〟の空間……侵してはいけない空間。何なん人ぴとたりとも……侵入は許されない……』

　背筋に寒気が走った。

（やっぱり誰かの声がする。誰の声？　白ウサギじゃない、もっと低くてもっと恐ろしい……）

　ハーモマイアが辺りを見回し、そして城の中でもひときわ高く聳そびえる塔に目を投げた。

　暗く穿うがたれた窓の中に、人影のようなものが見える。

（人……？　誰かいるの？）

　ハーモマイアがその人物を見つめるのと同じに、その人物もハーモマイアを遙か高みから見下ろしている。

　二人の視線が強く絡み合った気がした。

「───あ、あなた、誰……？」

　ハーモマイアは急いでその塔に駆け寄り、もっとはっきりとその人物を確認しようとした。だがそのとき、茂みの向こうにカリストルの姿が見え、彼も切せつ羽ぱ詰つまった顔でこちらを振り返る。

「ハーモマイア！　あの白ウサギがいた……」

　カリストルが、声を潜めながらハーモマイアにある方向を指し示す。

　追われていることに気づいていない白ウサギが、大樹の陰へ入り込んだ。そして再び姿を現す。

　その影はなぜか、隠れた時よりずっと大きくなっていた。そしてウサギは消えていた。

　その代わり、白いシャツと黒いベストを纏ったプラチナブロンドの青年がそこにいて、こちらを驚いた赤い目で見つめたのだ。

「どうしてここに……？　おまえたち、いつここに入り込んだんだ」

「白ウサギと……同じ声で……喋った……」

　信じがたいことだが、目の前の大木の裏で白ウサギが変身したとしか思えない。

「ウサギだったわよね。今、白ウサギが……人に変身した……？　魔女の魔法？」
















　白ウサギだった青年は、呆然と佇たたずんでこちらを見ている。彼が白ウサギであったと思う根拠は、白いシャツと黒のベストの他はなにも纏っていないのと、ポケットから金の時計と鎖が覗いていることだ。

　チクタクという機械音は、彼の持つ懐中時計の音だったのだ。

（やっぱり……魔女が棲む森なんだわ。だから昔から森には入っちゃいけないって）

　魔女の伝説を思い出す。入り込んだ人を迷わせ、そして喰らってしまうという話や、人を獣に変えてから喰らうという噂もだ。

「人を……獣に変えてしまう魔女がこの森にいる？　あなたそれで白ウサギに変えられたの？」

　にわかには信じられないような話も、この人ひと気けのない暗い森の中でなら信じられる。

（じゃあさっきの低い声は？　魔女なの？　それとも……）

　そんなことを一瞬考えていた隙に白ウサギ青年はひょいと藪やぶを跳び越えて、開いた城の入り口に飛び込んでいった。

　閉まりかけた城の扉ををカリストルがとっさにこじ開けて入り、ハーモマイアも慌てて中に滑り込んだ。

　直後、扉は魔法にかかっているかのように、背後で勝手にぴたりと閉じた。

　強い恐怖を感じつつも、この城を知っているような気がするその謎を突き止めたくて、ハーモマイアは城の古びた絨じゆう毯たんの上に立つ。

　カリストルはこのフロントホールを駆け抜けてウサギを追っていったのか、もう姿がない。

「カリストル、どこ……!?　危ないから戻ってきて……」

　大きな馬ば蹄てい形けいの階段が吹き抜けのホールの上方に伸びている。すっかり艶つやは失われているが、堅けん牢ろうな黒こく檀たん製の分厚い扉も、手すりも、歪ゆがみも見せずに悠々たる城のホールとしての品位を保っている。

　だが、その奥の闇に続く廊下の先を見つめて、ハーモマイアは背筋が寒くなるのを感じた。

　死に支配されたかのような、冷ややかな沈黙が支配する場所。さっき塔の窓に見た黒い人影を思い出せば、不吉な胸騒ぎに駆り立てられる。

「カリストル！　どこ？」

　暗闇に声が吸い取られていってしまう。恐ろしくなって、ハーモマイアはカリストルを呼んだ。

「こっちだ。ハーモマイア。ウサギ男もこっちに入った」

　ハーモマイアが声のほうに足を踏み出す。

　足下の大理石がぼうっと妖しく光った気がした。赤い境界線。危険な信号。

『ここに入ってはいけない……ここは領域……時の領域……時の狭はざ間まを統すべる場所……』

　また、どこかからか、低い声がわあああんと響く。さっきまでと違い、とても大きな声。足下から、頭上から、どこかからか空間全体を震わせてくる。

『警告だ。後悔するぞ……。ここは過去と未来を調律する空域……。人間どもが足を踏み入れていい場所ではない』

　頭に直接響くような声。ハーモマイアを取り巻く、重々しい空気に恐れおののく。

　カリストルにはこの声は聞こえていないのだろうか。彼はおかしな白ウサギを追いかけることに夢中になっている。

「待って……カリス……ダメ！」

　忠告しようとしたが、カリストルはもう最さい奥おうの大きな両扉に歩み寄り、重厚な彫刻の施されているドアの取っ手に手をかけて、中に飛び込んでしまった。

「カリストル……!!」

『侵入者は排はい斥せきされる。殺せ……殺せ。時のしもべよ。聖なる空間を侵す者は許されない……！　時の調律を乱すものは……死して償つぐなえ！』

　カリストルの開いた扉から、通路まで染め上げる金色の光が溢あふれた。カリストルの身体が強風に煽あおられたように部屋の中を舞い上がる。

「カリストル……！」

　ハーモマイアも、思わず奥の部屋へと飛び込んだ。

　その部屋は、まるで異空間だった。何がこれほどの光を放っているのだろう。何がこれほどの強風を起こしているのだろう。想像以上の大空間。天井がおそろしく高い。無数の金の鎖が天井から垂れ下がり、また天へと戻り、幾いく重えにも鎖のドレープを描いている。

　その風に鎖が激しく揺れ、切れ、舞い上がっているカリストルの身体に巻きついたのだ。

（カリストル……！）

　手を伸ばしたハーモマイアにもその風は襲いかかった。赤い髪が滅め茶ちや苦く茶ちやに煽られ逆立ち、木も綿めんのエプロンドレスがめくれ上がって白いドロワーズが丸見えになる。

　髪につけていた白いリボンはほどけて上方に飛んでいった。

　ハーモマイアの足も上空に持ち上がった。無重力のようになった空間で、ぐるぐると回転して、広いチェッカー模様の床の上に投げ出された。

「───う……」

　いつしか、強烈な発光も、強風も収まっていた。

　しばらく気を失っていたのかもしれない。激しい頭痛。激しく打ちつけられた足や腰や背中の痛みをこらえつつ、床に這はいつくばっていたハーモマイアがよろよろと上体を持ち上げる。

「うわ、すごかった。怖かった。死ぬかと思った。これは、遅刻した僕への罰ですか。そうなんですか？　クラウド・タイム・シュヴァル様」

　また、声がする。さっきの青年の声。もとい、白ウサギ青年の声だ。

「あなた、魔法をかけられて白ウサギに変えられたの？　どこにいるの？　助けてあげる……」

　ハーモマイアは辺りを見回す。

　先ほど身体を吹き飛ばすほど強烈に吹き荒れた嵐が、噓のようだ。そもそも、妖しい魔女の森の古城とはいえ、室内であの強風はありえない。ハーモマイアの腰まで届く赤い髪は荒々しく嬲なぶられたせいでクシャクシャになって床に流れる。

　その赤い髪に絡からまるように青年の指があった。白ウサギ青年だ。

　彼は足首まで、なぜか大理石の床に嵌はまり込んで、身動きが取れなくなっていた。

「あなた……大丈夫？」

　足を引き抜こうとしても、すっぽりと穴が開いているわけではない床は、彼の足を埋め込んだまま、つややかな冷たい輝きを見せている。

　なんだか違和感がある。何十年もうち捨てられていた城の床とは思えないほど綺麗なのだ。

　魔法のかかった城だからだろうか。きっとそうだ。伝説通り、この森には魔女がいたのだ。

　だからあんな声が聞こえたし、強風が巻き起こり、強烈な光が起きた。

「ウサギも人の姿になってるし。服を着ている。魔女の呪いのせい？」

「僕の変身を見たのか？　このラヴィ・ルウ様の変身を見たというのか？　まさかそんな」

「見たわ……あなた、白いウサギだったわよね？　長い耳があってふわふわの……」

　床に足をとられて動けずにいる青年は、ハーモマイアの呟つぶやきにむっとしたようだった。

「違う」

「でも……見たわ。その黒いベストを着てた。金の鎖も下げてたし、時計の音も」

　美しい青年は、プラチナブロンドの巻き毛がかかる額にピクッと青筋を立てた。

「おまえのせいだ。おまえのせいだ。この森に人間なぞ入ってはいけないのに！　ああ、遅刻したせいなのか……この足も抜けないし。早く助けてクラウド様あ」

「どうして床に埋もれているの？　痛くはないの？　白ウサギに戻れば、足がもっと細くなると思う。そうしたら抜けるんじゃないかしら」

「〝白ウサギに戻れ〟？」

　怒ったように眉を上げ、青年はハーモマイアを睨みつけた。

　こうして近くで見ると、赤い目は迫力がある。まるで瞳に魔力があるようだ。それに顔立ちも整っていて、とても美しい青年だ。

「僕は白ウサギなんかじゃない。れっきとした人間だぞ。失敬な」

「白ウサギ……だったじゃない。その懐中時計の音も同じ。ぴょこぴょこ森を跳ねてたわ。ほら、ポケットから懐中時計が落ちてる。壊れていないといいけど」

　彼はハーモマイアの指摘に慌てて懐中時計をポケットに戻す。それに繫いでいるのはただの金の鎖ではなく、色とりどりの宝石がごろごろとついている。時々、本物の宝石をドレスに縫いつける注文を受けるハーモマイアには、ガラスの偽宝石と本物の宝石との見分けくらいはつく。これは本物だ。

「それも魔術で出してもらったの？　ねえ。あなた魔女に囚われたウサギなの？」

「僕は魔女じゃなく、魔王様に囲われてるんだ。ウサギじゃないぞ。美青年と呼べ」

「ウ……ウサギでしょ。だって耳が」

「耳？」

「だって今も……頭から……白いウサギの耳が」

「！」

　彼は慌てて白く長い耳を押さえて、頭の後ろに回して隠すと、ぶるぶると震えている。

「それにどうして下半身は服を着てないの？　ウサギのときもシャツは着てなかったけど今はある。それなら、白いタイツくらい穿はいていてもいい気がするの」

　青年のシャツの下から、すっくりと長い素す足あしが覗いているのを、ちらりと見て呟く。

「中途半端だ。きっと僕の片足は未来か過去に行っちゃったんだ。おまえたちがこの城を侵したからだ。この城の調律が、この〝時ときの間ま〟の均きん衡こうが崩れたんだ。どうしよう。クラウド様に怒られる！　お叱りを受けてしまう」

　嘆く彼は、周囲にボーンという物々しい音が響き渡ると、ぎょっとした顔で奥の扉を見た。

「クラウド様だ」

「クラウド様って誰？　それに……カリストル……そう。カリストルはどこに行ったの？　姿が見えない」

　周りには彼が持っていた本がバラバラになって落ちている。だが、カリストルの姿はない。

「カリストル？　カリストル、どこ!?」

「し！　静かにしろよ。これ以上この時の調和を崩したらどうなるか。時計崩壊。時空崩壊」

　白ウサギ青年は、顔を強こわ張ばらせて、その場でひれ伏す。

「クラウド様が、おまえを殺しにやってくるぞ。鎖が来る。おまえたちの命はもうないぞ」

　床に額が擦こすれるほど突つっ伏ぷしたまま、白ウサギ青年は押し殺した声で唸うなる。

「クラウド様っていうのが、この森の魔女なの？　あなたを白ウサギの姿に変えた人？」

「僕の美しい素足を見るな！　赤毛娘」

　白ウサギだったはずの青年は、声を張って、ハーモマイアを威い嚇かくする。

　見ないように努めつつも、彼の衣服の不調和が気になって仕方なかったハーモマイアは顔を赤らめた。

　女性の裸は仕事上見慣れたものだが、男性服の依頼はハーモマイアの勤める〝シャインドリーム〟にはほとんどない。以前は男性もののシャツや上着も得意としていたらしいが、オーナーが叔母であるレスマイアになって以来、その店構えからして女性向きだ。

「人間はこの森には入り込んだらいけないんだ。しかも、魔王様の城に踏み込んでさ！」

　ボーン。ボーン……。また、地面を揺るがすような大きな時計の鐘の音が響き渡った。

　ハーモマイアもぎゅっと目をつむって、慌ててその場にひれ伏した。

（誰が来たの!?）

　キーン！

　耳鳴りがした。また、空気が大きく動く。

　衣きぬ擦ずれの音がして、そこに何者かが現れた気配を感じる。

「侵入したのはおまえたちか」

　物々しい声がかかった。

　さっきまでハーモマイアの声は吸い取られてばかりいたというのに、男の声はろうろうと大広間に響き渡る。

　その響きは、ハーモマイアの肌も心臓も震わすくらいだ。

「この森に、この城に侵入し、〝いにしえ時計〟を壊したのはおまえか。娘」

　ひれ伏していたハーモマイアは、心臓が破裂しそうになりながらゆっくりとその声の主を確かめる。

　黒い鋼鉄の仮面で目元を覆い、黒いマントを長く引いた大柄な男がそこにいた。いつの間にか据すえられている巨大な玉座。男はそこに座し、足を組んでハーモマイアを睥へい睨げいしている。

（この男の人が〝魔女〟……いえ、魔王なの？　人間を獣に変えたり、嵐を起こしたりする……）

「おい！　赤毛！　早くっ！　早くお答えしろよ。くず」

「くず？」

「じゃあ、ぐず」

　隣でひれ伏したままの白ウサギ青年が、前方の玉座の男には聞こえないくらいの囁きでブツブツとハーモマイアを刺激してくる。

「くずとかぐずとか、まるで仕事場のマダムみたい。やだわ……」

「なんでもいいから、早く〝私が悪うございました。魔王様のお好きなように、煮るなり焼くなりしてくださいませ〟って言え。丁重に、丁重にな」

「私が……入り込みました。魔王様のお好きなように煮るなり焼くなりしてください」

「〝ませ〟！」

「───ませ……」

　白ウサギ青年の言うとおりに復唱する。彼がこの恐ろしげな人物のことをよく知っているなら、彼の言うことには従ったほうが無ぶ難なんだろう。なにせ、ハーモマイアは何がなんだかさっぱりわからないのだ。

「あ、で、でもわざとではなかったんです。この土地もカリストルのお家のもので、だから……」

　自分の状況をなんとか説明しようと必死になるハーモマイアの遙か前方で、〝魔王〟はこちらを見ようともせず、頰ほお杖づえをして、他に気になることでもあるようにどこかを見ている。仮面のせいで、視線の先がどこなのかハーモマイアには分からない。

（なんとか……分かってもらわなくちゃ……私もカリストルも、ここで白ウサギに変えられるわけにはいかないし……煮られるのも、焼かれるのも……困る。カリストルはどこ？）

　カリストルはハーモマイアに美しいステンドグラスを見せるために、ここに連れてきてくれたのだ。その彼をひどい目に遭わせるわけにはいかない。

「〝でも〟か？　娘。早速言い訳か？　わざとではなしに、禁きん忌きの森に入り込む愚おろか者がいるか？　『魔女の森の奥深くには莫ばく大だいな宝がある』だの『どんな願いも叶えてくれる魔女がいる』などという噂話でやってきたに違いない。人間とは愚かだな。なあ？　ラヴィ・ルウ」

「おっしゃるとおりでございます。〝時計王〟クラウド様」

　隣で額を床につけたまま、白ウサギ青年が答える。片足が床に潜り込んだまま、変な体勢で苦しいだろうに、魔王はそれほど恐ろしい存在らしい。

　ハーモマイアは、男の冷酷な声と異容にぶるりと鳥肌を立てる。

「煮るも焼くもなしだ。おまえにも金こん剛ごう石せきになってもらう」

「こ、金剛……石？」

「ああ、おまえたちは城に侵入するだけでは飽きたらず、この城の中核である〝時の間〟を破壊した。その罪はきわめて重く、そしてその修復と再調整はとても簡単には済まされない。修復にかかる〝時のエネルギー〟も膨大に必要とする。大地と天と時を結ぶ力は金剛石にしか宿らない。だからおまえたちの血肉と体液を金剛石にする。あの男は、金剛石何粒分かな。まあどうせあんな男の命では足りないだろう。時の刻みを狂わせた。歯車が飛んで、鎖が切れた。これは大変な事態だが、まあ、崩した調和を自ら贖あがなえ」

（あの男って、カリストルのこと？　彼はどこに飛ばされたの？　どこにも姿が見つからない）

「ラヴィ・ルウ。おまえも〝いにしえ時計〟の破壊に巻き込まれたのか。そのざまはなんだ」

　魔王は白ウサギ青年の足が床にはまっているのに気がついていたらしい。白ウサギ青年、ラヴィ・ルウは足が挟まれた状態で痛みを我慢しているのに、魔王は動じず冷酷だ。助けようともしない。

「ラヴィ・ルウ。おまえ、自分で出られないのか？」

「はい。申し訳ありません。魔王様。片足が、いつかの過去か未来に飛んでしまったかもしれません」

「そうか。〝時の魔法陣〟に取り込まれてはな」

〝魔法陣〟。確かに、白ウサギ青年の左足が埋まっている大理石には不思議な円の図形が描かれている。様々な色大理石で文字やら図形やらが、時計盤のようにぐるりと刻まれているのだ。

「ラヴィ・ルウ。おまえが遅刻したせいで、おかしな人間が入り込んだのだぞ。今後、同じ失態をしたらおまえも金剛石に変えるからな」

「はい、魔王様。今後二度と同じ失態はいたしません」

　白ウサギ青年ラヴィ・ルウが平へい身しん低てい頭とうして答える。

「では、ギベオンを呼んでやろう。あいつなら魔法陣を壊さずにおまえをそこから救い出せる」

　彼の手には金のベルが握られ、柄えを指でつまんで軽く振るだけで、リンと大きく鳴った。

「よかった。もし僕もあんなふうに吊り上げられたら……それだけで心臓が止まってしまう」

　ラヴィ・ルウが安あん堵どの息を漏らす。

（だからあの男とか、あんなふうに吊られて……とかって……なんのこと……？）

　ハーモマイアは一度、彼等がちらりと見上げたその先を見てはみたのだ。だが、その広間のドーム型の天井はあまりに高く、見上げてもただ薄暗がりと何か金の鎖が見えるだけだ。

　だが頭上に何かがあるはずと、もう一度凝視した。

　この部屋に初めて入ったときと同じように、無数の鎖が弧を描きながらぶら下がっている。天井には円形の巨大な時計の文字盤がこちらを見下ろし、すべてを支配するようにそこにあって、ハーモマイアは軽い目め眩まいを覚えた。

　時計盤の金文字が浮き上がるように見えるのは、文字盤がクリスタルなどの透明なものだからだろう。ハーモマイアは混乱する。周囲には無数の時計の歯車が滅茶苦茶に据えられていたのだ。このドーム状の天井のあらゆる所に、不思議なぐあいにびっしりとついていて、それらは規則正しく時を刻む。歯車には金鎖が絡まり合っていて、回るたびに鎖は巻き取られていく。どの鎖がどこの歯車に絡んでいるのかは、部品があまりに複雑に幾重にも重なり合っているためにわからない。だが確かに刻まれる音がするたび、どこかの鎖が何本か動き引き上げられ、どこかの鎖が錘おもりをカチリと揺らして下がっていく。

　さらに目を凝らしたハーモマイアは、薄暗がりの中にあるまじき姿を見つけてしまう。

「カリス……トル……！」

　遙か頭上。鎖に吊された人影があった。黒いフロックコートは別の鎖に搦からめ捕られて引き裂かれながら、なんとか彼の身体に巻きついている。足はだらりと垂れ、だが首や手首、両腕に、がんじがらめに鎖が絡まり、長身の彼の身体を宙吊りにしているのだ。

「カリストル……！」

　ハーモマイアは、思わず飛び上がって彼の姿に手を伸ばす。

「娘！　何をしている」

　魔王が、驚いたように立ち上がり、そして声を尖とがらせた。

「カリストルを助けて！　カリストル！　カリストル！　大丈夫なの？」

　ハーモマイアは、今までそんな大声は出したことがないというほど声を張り上げ、彼の名を呼ぶ。

「小娘！　この神聖な空間で、タイム・クラウド様の御前で、そのような大きな声を！」

　ラヴィ・ルウが、左足が床に埋まったままハーモマイアに摑みかかる。

「きゃ」

　足首を摑まれて、ハーモマイアは倒れ込んだ。

「やめて……！　どうして。どうして助けてくれないの？」

「娘。その男はこの城の規律を乱した。刻のつなぎ目を崩した。おかげで今、この広間の〝いにしえ時計〟は見てのとおりメチャメチャだ。時計を元に戻さなくてはならない。この男もおまえも重罪人だ。命を金剛石の粒に変え、罪を贖あがなうしかない」

「バカな小娘。クラウド様にこんな説明をさせるなんて」

　ラヴィ・ルウが魔王におべっかを使うように言いながら、挟まっている足が痛いのか、しきりにもぞもぞとさすっている。

「い、命で贖う？　カ、カリストルを殺す気なの？　彼、あのまま死んでしまうの？」

　カリストルが殺される。そう思っただけで、ハーモマイアはその場で息が止まってしまいそうだ。

　立ち上がりかけた身体がよろりと床に崩れる。

（殺されてしまう……死んでしまう。カリストルが……こんなことで……こんな所で……）

「た、助けて……ください。どうしたらいいの？　なんでもするから助け方を教えて。あ、あなた……魔王でしょう？　魔法を使って彼を下ろして！」

「無理だ。奴は自分でこの〝時の間〟に侵入し、時の機構を破壊したのだから」

　男は〝魔王〟の呼び名にふさわしい残忍な言葉を冷たく吐く。

「カリストルを……助けて……私が代わりになるから……!!」

「急せくことはない。先に選ばれたのがあの男だったというだけのこと。おまえもすぐに時の鎖に絡みつかれ、中に組み込まれる」

　カリストルはあのときの突風に吹き飛ばされ、尋常ならないこの広間の巨大時計に激突して、時計を傷つけてしまったのだ。

　カシャン！　大理石の上で、上から落ちてきた何かがはじける。

　それはカリストルの懐中時計だった。壊れた時刻のまま止まったそれが、ハーモマイアの手に触れる。

　ハーモマイアはその懐中時計を握り締めて立ち上がった。

「わ、私を……私を先にあの鎖につないでください。カリストルを下ろして、代わりに私を」

　とてつもない勇気を振り絞り、遙か彼方に座する魔王に申し出る。

　自分の目の前でカリストルの命が奪われるのは我慢できなかった。見殺しにするくらいなら、自分の命でたった一人の幼馴染を救いたい。

　魔王は冷たい鋼鉄の仮面の下から改めてハーモマイアを見つめた。

「赤毛の娘、そんなに早く死にたいか。変わった人間だな。おまえはあの男の何なんだ？　恋人か、兄妹か？　だがあいつはもう動かないぞ。息をしていないかもしれない」

「や……！」

　ハーモマイアに興味を抱いたらしく、王座から立ち上がった魔王の問いに動転し、ハーモマイアは手にしていた懐中時計を魔王へと投げつけようとする。だが魔王は彼女の手首を押さえつけた。

「───やめるんだ。赤毛の娘！　これ以上時計や鎖を傷つけたら、その場ですべての命が時の彼方に散ってしまうぞ!?　それでいいのか!?」

「だって！　どうしたらいいの？　……早く助けなくちゃ死んじゃうわ」

「クラウド様。ご用ですか」

　振り返ると、きっちりと撫でつけた黒髪、鋭い蒼あおの瞳を丸い眼鏡の奥にして、忠実なる僕しもべの視線を魔王に送る若者がそこにいた。その姿は、黒衣の魔王に仕える執事と一目でわかるような、黒。きっちりとした金ボタンの上着、ベストに白いズボンに黒の短ブーツという出で立ちで、いつの間にか魔王の半歩後ろに立っているから、さっき、魔王がベルで呼んだのはこの男らしい。

「ギベオン。その娘を押さえつけろ。そしてラヴィ・ルウの足を引き抜き、あの男を下ろせ」

「〝時の鎖〟に巻き取られて助かった者はいません。無理だと思いますが、一応見てみましょう」

　執事姿の無表情な美青年は、軽いかけ声を漏らしたかと思うと、もう遙か頭上の歯車の上に立っている。なんという跳ちよう躍やく力だろう。そして人間が横に並ぶと、歯車や短針長針のスケールがはっきりとわかる。

　ロンドンの時計塔にも劣らないと思うほどの巨大さだ。

　カリストルを宙吊りにしている鎖が伸びる歯車に腰掛け、彼の様子を見下ろして、青年は首を横に振った。

「これはもう手遅れですね。ヘタに動かせば、時の機構にもこの男の身体にも大きな負担がかかってしまいます」

「い、いや……あきらめないで……お願い！」

　ハーモマイアは、キラキラ輝く鉱石が詰まったガラスの振り子に手を伸ばし、カリストルを巻き取ろうとする金の鎖を止めようとした。だが、振り子はハーモマイアの手から逃のがれるように跳ね上がり、鎖は結果として大きく一つの歯車を回転させてしまった。

　そのせいで、カリストルは大きなドーム状の天井からさらに妙な体勢で吊り下げられた形になった。そしてこともあろうか、彼が錘となって、歯車のいくつかがそれまでにないほど急激に回転し始める。

　目が追いつかないほどの速さで回る無数の歯車は、巨大な肉にく挽ひき機のようにカリストルを引き寄せていく。

　カリストルに襲いかかる死。

「お、お願い……あなたがこの城の魔王様なら、なんでもするから彼を助けて！」

「赤い娘。本当になんでも言うことを聞くか？　その言葉に偽いつわりはないか？」

　片手の金の王おう錫じやくを弄もてあそびつつ、しばらく考えあぐねていたような魔王の声が響く。

「な、なんでもするから。どんな条件も聞くから、彼を助けて」

「では命令だ。我が花嫁になれ。おまえが我が花嫁になると言えば、この歯車の回転は止めてやろう。男の首の鎖は外す。それでどうだ。男の命は一週間は長らえるはずだ」

「──え？　あ……あの……」

「この城に暮らし、この時計に尽くす我が花嫁になれ。聞こえなかったのか？」

「花…嫁……って……。私が……あなたと結…婚？」

「ああ」

　その言葉のロマンティックさと男の冷徹な声の響きがまったく乖かい離りしていて、ハーモマイアは躊ちゆう躇ちよする。

　想像もしなかった条件だった。時の魔王の感情の見えない声は部屋中に響きわたる。そしてハーモマイアの頭の中に、体中にまといつく。

　ハーモマイアに、選択権はなかった。

「───なる……わ。なります。だから早く歯車を止めて。あの鎖を断って……！」

「では契約だ」

　魔王の金の王錫が、カリストルの首を引き裂こうとしていた歯車と歯車との間に投げつけられた。耳に突き刺さるような金属音が響き、巨大な歯車は軋みを上げて狂ったような回転をやめる。急に部屋の空気が凍りつき、光はやんで、歯車の動きは緩かん慢まんになった。

　歯車がはじき出した王錫は、クラウドの手に跳ね返り、吸いつくように戻る。

　カリストルは助かった。今しばらくは、歯車に巻き込まれて首が落ちることもない。

（よかった……。魔王が言うことが本当なら、あと一週間は……生きている……）

「赤毛の娘。我が元で約束を果たせ」

　クラウドは立ち尽くすハーモマイアに歩み寄る。

　彼の手に輝くのは女性用の小ぶりな金の懐中時計。

　クラウドは仮面の下の群ぐん青じようの瞳でハーモマイアを見つめると、その手を左胸に突き刺した。

「ひ……っ！」
















　ハーモマイアの左胸に男の手首がすっぽりと収まり、そしてゆっくりと引き出される。

　懐中時計が心臓に埋め込まれ、男の手が引き出されると、金の鎖がジャラリと体内から伸びた。痛みはほとんどなかった。ただ、胸の奥で心音とは違う時を刻む音が響く。

　クラウドは口の端をわずかに吊り上げた。

「対ついなる時、対なる時計の息づく場所がやっと見つかった。我が花嫁」

　クラウドは冷ややかな顔を突きつけてきながら、その指先をゆっくりと自分の左胸へと向け、そしてマントの下から金の鎖をたぐり寄せる。彼の胸の中からも、たった今ハーモマイアの胸の中へ入れられたものとそっくりな金の懐中時計が現れたのだ。

「あ……」

「これからは、私とおまえの時をこの時計が同じように刻むのだ。未来永劫」

　クラウドが胸の中に正確に時を刻んでいる時計を再び押し込むと、彼の身体はそれを吞み込み、肌からは金の鎖も見えなくなった。

　そしてそのまま背の高い男は身を屈め、ハーモマイアの唇に口づけた。

　冷たい仮面が頰に触れた。鋼鉄の手てつ甲こうのはめられている指先が頰を捕らえ、氷のような唇が、ハーモマイアの幼い唇に押し当てられる。

「命を介した契約だ。おまえは今日から我が花嫁になるのだ。赤毛の娘よ……」

　触れた氷のような唇から、そんな声が伝わってきた気がした。白ウサギ青年が重なり合う二人の姿を見て驚きよう愕がくの悲鳴を上げた。

（や……。これ……これって……、まさか……く、く、くち……!?）

　でももう、それ以上のことはわからなかった。

　全身から力が抜ける。周囲の音も聞こえなくなっていく。視界はぐるりと回って、天井の金の鎖と、宙吊りのカリストルだけがぼんやりと人形のように見えた。

　ハーモマイアは、あまりの恐怖に失神してしまっていたのだ。
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（噓うそよ……噓……私は魔女の森になんて入ってない……教会のステンドグラスも見なかった……白いウサギ青年なんているわけもないし……下半身ハダカのウサギ人間なんているわけない。〝時の魔王〟なんて妖しい名前の仮面の男だってこの世に存在するわけがない。だからその男が私に口づけするなんて、ましてや花嫁になれなんてことも、世界が崩壊してもあり得ない……あんなに冷たい口づけ……真冬の氷だってあそこまで冷たくはないわ）

「対ついの黄金時計をやったのも、『花嫁になれ』なんて言ったのも冗談ですよね。クラウド様」

「───冗談とは？」

　ウサギ青年と低い男の声がする。

「若い娘の血肉が食べたかっただけですよね？　僕が遅刻したから、お怒りになってあんな異常行動をしただけだって言ってくださいよ」

「この娘に喰えるだけの肉はないと見るが」

「そうですけど。ナイフで削そげばスープのだしくらいにはなるんじゃないかと」

「いや。これはならないな。こんなマズそうなだしでスープをとっても私は食さないぞ」

「そうですか……そうですよね。ヤモリの方がまだいいだしがとれる」

　なんだか大変失礼な会話が繰り広げられている。

「では、この娘を花嫁にするのは正気なんですね？　クラウド様。〝花嫁〟というのは〝メイド〟のことではありませんよ？」

　黒衣の執事の声も加わる。

「ああ、本気だ。おまえはこの私が一度でも冗談を言ったことがあると言うのか？」

「いえ。記憶の限りありません」

「ではそういうことだ」

　ギベオンはクラウドの顔を見つめ、それ以上は言及しない。だがラヴィ・ルウは明らかに納得していない顔つきで、ベッドに倒れているハーモマイアを赤い目で睨にらんでいる。

「で…も。何か、思おも惑わくがあるのですよね？　じゃなければクラウド様の花嫁にこんなちんけな赤毛娘なんてあり得ません。胸もないし、安物のドレスを着たかかしみたいな少年みたいな、そばかすだらけの小娘ですよ。金も能力も、何もなさそうな小娘です」

「ラヴィ・ルウ。敬愛してやまないクラウド様に花嫁ができてシャクなのはわかるけれど、彼女はそばかすだらけというほどそばかすがあるようには見えないですね。かかしみたいって言うのもどうかと。少なくとも本当の少年よりは少女の体つきをしています」

　ギベオンは見た目どおりの公平な視点を置いて、ラヴィ・ルウに訂正を促うながしながら、ハーモマイアの瞼まぶたが震えたのにしっかりと気がついていた。

「ああ、赤毛娘が目覚めたようですよ」

　彼がそう言ったとき、ハーモマイアはゆっくりと目を開けていた。

　紫の目に映るのは、不思議な天井。豪ごう奢しやなのに、どこか裏うら寂さびれた雰囲気。シャンデリアも大変素晴らしいものなのに、使われている形跡はない。

　絵画の一枚も飾られてない壁は殺風景で、窓も豪華な仕様なのにそれに見合うカーテンなどはない。

　冬には燃えさかるだろうマントルピースもあるが、その上には壺も飾り皿も、置き時計もない。装飾品が一切ないのだ。

　そんな不思議な部屋の真ん中で、麗うるわしい容姿の三人の青年が、ハーモマイアの横たわるベッドの周りを囲んでいる。ひときわ目立つのは、黒マントをまとい、舞踏会用のような仮面で目元を隠す銀髪の男。

　こうしてみると銀髪は、青みを帯びてとても美しい不思議な色だ。

　その艶やかな青銀の髪が背中まで流れる長身のクラウド。彼は鷲わしと蛇の意い匠しように彩られた金の王おう錫じやくをステッキのように持っている。あれがもし全部金でできていたら、価値は果てしないはずだ。

　それほど目を引く容姿なのに、彼のまとう空気が重く暗いのはなぜだろう。

　そしてその背後に控えるのは黒ずくめで黒髪のギベオン。ハーモマイアの上に覆い被さるように見下ろしているのは白ウサギ青年ラヴィ・ルウだ。

（なんなの……ここ……ここは……どこだっけ？）

　意識がはっきりしてきて、ハーモマイアは毛布の端を握り締め、改めて部屋を見渡した。

　あまり手入れのされていない城か、貴族の館。ここは客人用の急ごしらえの部屋のようだ。そこまで考えてから、すべての恐ろしい記憶が甦よみがえってくる。

（わ……私、この人の……花嫁……になったんだ。そういえば……そう、カリストルは！）

「赤毛の娘。我が花嫁。目覚めたか」

　クラウドは、嬉しそうでもなく、バカにしたようでもなくそう言った。

「あ、あ、あ……あの、カ、カリストルは？　どこですか？　ここは……あのお城の中ですよね。カリストルのいる部屋はどこ？」

　ハーモマイアはベッドから飛び起きて、薄い毛布をはねのける。

　服は倒れたときと同じものだ。外の光から判断するに、多分あれから一日はたっている。

　丸一日ここで眠ってしまっていたとしたら、カリストルはどうなっているだろう。

　食事もできず、水も飲めず、指一本動かせず、吊り下げられている苦しみはどれほどだろう。

「あの男は〝時の間〟で吊されたままだ。あの空間にいる以上、彼の時は止まり苦しむことはないし、水も食糧も必要ない。あの〝時の間〟のいにしえ時計は、鎖に巻き取られた物を原動力として動く。人体も同様だ。少しずつ、生贄の命を吸いとっていく。〝時〟の餌えさの金剛石になる日まで」

「ひ、人の命が時計の原動力に使われる？　そんなバカなことがあっていいわけがありません。何か他のもので代用できないのですか？」

　この場所が恐ろしくてたまらない。このおかしな城も、魔王も恐い。変な白ウサギも、一見可愛いようにも思えるが、動物から人間に変わるというのはどうなのだろう。もう一人のギベオンという人物は比較的まともそうに見えるけれど、それだってわかったものではない。第一、あの運動能力は人間わざではなかった。

「おい、赤毛。意見をするな。クラウド様が、おまえなぞにお声をかけて下さっているんだぞ。よけいなことを言わず、黙ってお聞きしろ」

　ウサギ青年が、ベッドの上から床に降りようとするハーモマイアを叱しつ責せきする。

「ウサギ……さん、もうあの素晴らしい長いウサギ耳は……取れちゃったの？　それに……服……ズボンを穿はいてる……魔法で出してもらったの？」

　綺麗に巻いたプラチナブロンドのラヴィ・ルウの頭からは、今は長く垂れ下がったウサギの耳が出ていない。それに昨日はすらりとした足が丸見えだったが、今は普通にズボンを穿いて鳩はと目めのずらりと並ぶ革のブーツまで履いている。

「僕にはもともとウサギ耳なんてない。ズボンだっていつもちゃんと穿いているんだからな」

　床にはまっていた左足も、怪我はなさそうだ。だが、問題はあの広間で宙吊りになっているカリストルだ。

「カ、カリストルをあの空間から解放するにはどうしたらいいですか？」

「壊れた〝いにしえ時計〟を修復するのには、金剛石が山ほどいるぞ。あの男だけじゃ足りないのに、おまえはクラウド様のお優しい気まぐれで特別免除されちゃったからな。人間をもっとおびき寄せて血肉を金剛石に変化させるか、よそで金剛石を手に入れてくるか。まあどっちにしろ無理だから諦めてあいつのことは忘れたら？」

「ま、まさか。カリストルは幼馴染で大切な友人です！　あ、あなたたち、時計の修理のために人の命をとろうなんて、どうかしてます」

　ハーモマイアはシーツを握りしめ、恐怖で気が遠くなりながらも抗議する。

「悠久に流れる時も、それを調律する〝いにしえ時計〟も、常に完全な状態でなくてはならない。その状態を保ち続けるのが私の役目。時の流れと人命を比べるなどもってのほか。人命など私にとってとるに足りない些さ細さいなものだ」

　冷酷な言葉を吐くこの仮面の男は、やはり人間ではないのだろうか。〝いにしえ時計〟を守り、監視しているなんて、普通の人には思いつかない言葉だ。

「それは……お、仕事なんですか？　魔王様のお力でも、あの鎖から彼を解放することは……」

「無理だ。あの鎖は〝時〟の意志。時計の餌え食じきとして選び取られた者は、私でも解放することは叶わない。そもそも突然侵入してきたおまえたちが悪いのだから仕方ない」

　相変わらず感情のない冷淡な声だ。仮面の下の目はどんなだろう。鼻の形、唇の形を見ながら想像してしまう。彼からは強い気配と支配力が感じられる。まとう空気は冷酷で圧倒的。

（私、この人と……契約してしまったんだ……花嫁になるっていう契約を……あれは、本気なの？）

　気絶する前、胸に時計を埋められた。口づけをされた。

　婚約の印として。花嫁になるという契約の証として。

　初めての唇と唇のキスが、こんな恐ろしい魔王に奪われるなんて思いもしなかった。

「わ、わたし、金剛石を集めます。そうしたらカリストルはあの鎖から助けられますよね。どうしたら……どうしたら金剛石を採ってこられますか？」

「おまえが金剛石を集めるだと？　無理だな。奴のことは諦めろ。おまえはこの城で大人しく我が花嫁をすればいい。そもそも金剛石が何かも知らない者がどうして集められると？」

「わ、わかります。金剛石って、ダイヤモンドのことですよね。やらせてください。わ、私に集めさせてください」

　ハーモマイアに背を向け、立去ろうとしていた魔王の銀色の長い髪がふわりと揺れる。冷たい青銀の髪。振り向きざま、仮面の奥で冷たい群青の目が光った。

「ダイヤモンドは知っているのか。だがこの城の金剛石とはこれだ。これがこの城とあの時計の動力を生む」

　刻の魔王は、やおら闇やみのようなマントの下から、ハーモマイアに手を突き出した。

　長い爪。手甲のような幅広のブレスレットがはまった手。その手にはサクランボほどの大きさの、荒くカットされたダイヤモンドが載っている。初めて目にする妖しいゆらめき。

「おまえは貧しい庶しよ民みんのようだが、真の輝きがわかるのなら、少しは見所がありそうだ。さて、どうするか」

　男は金剛石の多面体の輝きの中からハーモマイアを見つめて言うが、その声は相変わらず冷ややかで、これと言った感情の見えないものだ。

「赤毛の娘」

　手が頰に伸ばされて、ゆっくりと仮面の顔が近づいてくる。冷気すら感じられる禍まが々まがしさ。

　もともと小心者で臆病なハーモマイアの心臓はばくばくと高鳴り、気が遠くなる。

「───おまえ。今すぐここで服を脱げ」

「え」

　冷ややかな声がハーモマイアを睥睨する。

「聞こえなかったのか？　今すぐ服を脱げ。全部だ」

「ここで……今すぐ……です……か？」

「私がそう命じたら、どんなことにでも即、従え。時間のムダだ」

　何が行われるのだろう。人前で服を脱いだことなんかない。人目に晒さらすものでないから、下着だって貴族の令嬢のもののように可愛らしくない。それを見られるのも屈辱的だ。

「自分で脱ぐのがいやだというなら、私がこのままそのボロ布を引き裂くが」

「クラウド様自らそのような赤毛に触れることはありません。手が腐りますよ」

　ラヴィ・ルウが眉を吊り上げ、クラウドとハーモマイアの間に割って入る。

「脱げ」

　魔王は変わらずそう言った。

　ハーモマイアは恐怖のあまりすうっと意識が薄くなり、気を失った。

「こいつ、何かの演技でしょうか。もうこれで二度目ですよ。うっとうしい」

「ギベオン」

「は」

　クラウドの声で、ギベオンがすぐに茶色の小瓶を取り出した。

　その小瓶の蓋ふたを開け、ハンカチに液体を軽く湿しめして、床に崩れたハーモマイアの鼻先に押し当てる。強烈な刺激臭。ハーモマイアはすぐ気がつき、ハンカチを押しのけた。茶色の小瓶には気付け薬が入れられていたらしい。

　ハーモマイアは咳き込みながら起き上がり、そして三人が見下ろしているのを見るとまたすぐ気を失いそうになる。

「いい加減にしろよ。赤毛の小娘。まさかクラウド様への嫌がらせなのか？　それとも病気か？」

「気がついたのなら、さっさと脱げ」

　また、さっきと同じ状況がハーモマイアを襲ってくる。

「こ、ここで？　み、み、みなさんの前で……ですか？」

「我が花嫁になるのだ。私と僕しもべたちの前で服を脱ぐくらい、なんだと言うんだ？　ここで性行為をするわけではないから安心しろ」

「せ……っ」

　ハーモマイアはまた気が遠くなったが、ここで服を脱がなくてはきっとカリストルを助けることなどできないだろう。止まってしまいそうな心臓で、小さな歯を食いしばって覚悟を決めた。

「おまえが何をためらっているのかわからないが、とっとと脱げ。〝時は金なり〟という諺ことわざを知らないのか？　ああ、もういい。我が能力を見せつけてやる」

　エプロンドレスのリボンに手を回して脱ごうとしたハーモマイアは、クラウドに胸元を摑まれて、あっという間にすべての服を引き裂かれ、裸にされていた。

　裸体に皆の視線が注がれている。古城の冷気が肌を刺す。カリストルから贈られた裁縫セットのパースだけが、ハーモマイアの手首で輝き裸身を彩っている。

　恥ずかしさから胸元を覆い、ぺたんとその場にしゃがみ込む。だが、ハーモマイアが床に膝ひざをつけたとき、肌に冷たい床の感覚はまるでなかった。ふんわりと柔らかな絹の感触が膝を、太ふと腿ももを覆い、小さな胸もたっぷりのギャザーとレースが覆っている。

　鮮やかなレモンイエローのシルク地を白とピンクの薔薇が彩る、大変華やかなドレスだ。

　そこかしこに薔薇柄のレースが波を打ち、腰にはふんわりとバッスルが寄せられている。

「こ……これは……なに……」

「おまえが我が魔力を疑うからだ。ただの時計番ではないということを見せてやっただけだ」

「魔王様すごいです！　本当にすごい！　それって最近上流貴族の婦人の間で人気が出始めた最先端のドレスでしょう？　さすが、クラウド様の魔力は偉大ですね」

　大絶賛をくり返すラヴィ・ルウの前でも、クラウドは少しも感情の高揚を見せない。

「時流におもねるつもりはないがな」

　そう言って、手にしていた金の王錫をマントの中に引っ込めた。その金の杖の先から今の魔法は放たれたようだった。

「あ、あの……その……ドレスを、ありがとうござ……います……」

「気に入ったのならそれでいい。私も城内にみすぼらしい者を置きたくはないからな」

　この魔王様は、褒められようが褒められまいが、どうでもいいのだ。他人に興味がないのだろうか。

（じゃあ、どうして見も知らない私を突然花嫁にするだなんて？）

　やはりなにか思惑があるに違いない。もしくは〝花嫁〟の意味が人とは違うのかも。

「そうでなければ、こんなに素敵な服……生地を購入するだけで一万クラウンはするわ」

　今着ているドレスの生地は、ハーモマイアが常々憧れていたものだった。薔薇のレースも憧れのフランス製で、いつか作りたいと思っていた夢が現実になったかのようなドレス。しかも仮縫いからあつらえたように、ハーモマイアの身体からだにぴたりと合っている。

　むしろ、小さな胸が大きく見え、ウエストなど今まで見たこともないくらい細く見える、魔法のドレスだ。

　王錫を軽く振るだけの、目を瞠みはるほどの早はや業わざだった。時の魔王の華麗なる魔術。やはり白ウサギを人間の青年に変えたのも彼なのだ。

　あるいは、青年が白ウサギにされているのかもしれないが。

（そうなのかも。だからこんなにこの金髪の青年はおべっか使い、なんだわ。人間に戻してほしいから）

　魔術で人の姿を変える魔王、巨大で不可解な〝いにしえ時計〟を守る王。それはもう、強大な力だ。

（なのに、カリストルだけは助けられないだなんて）

「さあ、我が魔術に感服したのなら、とっとと金剛石を集めに行ってもらおうか。だがそのひどい嚙みぐせを直さないことには、働きにも行かせられない」

「そうですよね。なんでこのちんけな娘はすぐ気絶したり、嚙んでばかりいるんでしょう。金剛石を収集するには話術と度胸も必要ですよ。あとは美び貌ぼうと性格の良さ。この僕のようにね」

　ラヴィ・ルウがこいつでは無理なのだとばかり、胸を張る。

「それに冷酷な心も必要だがな」

　ハーモマイアは立ち上がり、そしてドレスに隠れた足下にも、可愛らしい大きなリボンがついたハイヒールを履かされていることに気がついた。

「わ、私、気絶しないようにします。嚙、ま……ないようにも気をつけます」

「嚙んでるなあ。今も盛大に嚙んでるんだけど。それで〝嚙まない〟って言われても真実味は限りなく無に等しいな」

「わ、わたし……は！　きっといざとなれば……」

　本当は緊張すればするほど、恐いと思えば思うほど、舌は回らなくなってくる。

「ねえ、この赤毛の嚙み癖を直す薬はないの？　ギベオン。君、変な薬の調合得意だよね」

「そうですね。専用の薬ではありませんが、これを飲んでみてはいかがです？」

　ラヴィ・ルウに答えつつ、ギベオンは、もう緑の小瓶を手に持っている。中には透明な液体がゆれている。

　飲んでみることにした。こうなったらなんとしてでも金剛石を手に入れてみせる。

　ハーモマイアはまずごくりと息を吞んでから、手渡された得体の知れない薬瓶を思い切り傾けた。

「どう？　効いた？」

　どことなく気が大きくなったような、細かいことをいちいち考えたくないような、高揚感。ハーモマイアは傍かたわらのベッドの上にどすんと身を放り出す。

「なんだか……気持ちいい。ふわふわするわ……今ならなんだってできそうよ」

「そうですか。それはなにより」

　ギベオンはそれが薬の効果だと言わんばかりに、眼鏡の奥の蒼い目を細める。

「この状態でいいのか？　ギベオン」

「さあ？　私も実際この薬を試してみたのは初めてなので。でも先ほどまでとは別人のように、おどおどした気配がなくなっているかと」

「おまえの腕は信用している。この娘に〝仕事〟をさせてみろ」

「仕事って、クラウド様。本気ですか？」

「あの吊るされ男の命以上の金剛石を集めてみせると言うのだから、集めさせるといい」

「僕、知らなかったです。クラウド様が赤毛フェチだったなんて……」

　ラヴィ・ルウの呟きはごく小さなものだったが、クラウドには聞こえていたらしい。じろりと仮面の下から睨んだ。

「───この娘は我が花嫁となり、この〝時の城〟に暮らすのだ。この城や時計に重要な金剛石に関して、自身で興味を持ち集めるという志こころざしは、奨しよう励れいすべきだと思うが」

「───あ、そうですよね。赤毛だからってことはないですよね」

「ああ。私はプラチナブロンドのおまえも重用しているだろう」

「ええ、赤毛よりずっと綺麗な色だと自負してます。僕」

　赤毛、赤毛と何度も呼ばれて、その言葉を一番気にしているハーモマイアの中で、いらっと憤いきどおりの炎が燃える。

「あなた……黙っていればさっきから失礼じゃない。失敬だわ。髪の色は気にしてるの、一番嫌いな部分なの。もう二度と私の前で言わないで」

「───引っかかりもせず。本当に人が変わったようだな。ギベオン。この薬は成功だ」

「ですね」

「あの、ひとつ伺うかがっていいですか？　私、あなたの花嫁になることになったみたいだけれど、時計の修理費と時の流れを乱したその対価を払えればあの話もなしになるんですよね？」

「クラウド様に向かってもこの口の利きようとは失礼すぎるぞ。赤毛娘」

　ラヴィ・ルウの言うとおり、確かにいつものハーモマイアならとてもできない発言だ。

「どうして？　対価があればかまわないでしょ？　どうせ私なんか赤毛で不細工で貧乏で胸もなくてやせぎすでいいところなんか一つもないわ。そんな私を花嫁にしなくてもいいのだから、魔王様にとっても万々歳だと思いますの」

「なんだか口調も変わってるし。この薬、本当に大丈夫なのか？　ギベオン」

「まあ、我が花嫁として務めるにはこれくらいのほうがいいだろう。何かあるたび失神されては面倒だ」

「ですね」

「それより、もう店を開く時間だろう。早く行け。ラヴィ・ルウ。時間には正確でなくては」

「はい。クラウド様」

「この娘を連れていけ。そして一から勉強させろ。ギベオンには城の用事を済ませてから向かわせる」

「え、この赤毛も〝時の交こう差さ店てん〟へ連れていくのですか？」

　敬愛してやまないクラウドに、ハーモマイアの肩を持たれて憮然としていたラヴィ・ルウは、さらに自分の仕事場へもハーモマイアを同行させるよう命じられ、赤い瞳と整った唇が大いに歪む。

「まあ、こんな頼りない〝赤毛〟に、すぐに金剛石が手に入れられるわけないけどさ」

「〝赤毛〟、禁止！」

　大きな音と共に、ラヴィ・ルウはふわふわした状態のハーモマイアに美しい顔をひっぱたかれた。

「あら、ごめんなさい。白ウサギさん、手が勝手に動いちゃったわ」

「───おまえ、酔っぱらってるんじゃないのか？　人格変わってるぞ。人格がッ！」

「私にはハーモマイアという名前があるの。そう呼んでね。白ウサギさん」

　クラウドは、今にも部屋から出ようとしていたのだが足を止め、手にしていた王錫の先端をハーモマイアのほうに突き出す。

「娘。赤毛はおまえの弱点か。客に赤毛と言われるたびにひっぱたかれては困るから、おまえのコンプレックスを取り除いてやろう。ほぼ二十四時間という時間制限があるが」

　ハーモマイアの体に、一瞬、王錫から放たれた金の光がまといついたように思えた。しかし、特に体調に変化はない。

　なのに、ラヴィとギベオンの目は明らかにハーモマイアに向けて見開かれ、驚きよう愕がくしている。

　ハーモマイアは部屋の様子が映り込む窓を見つめ、もう一度自分の姿を見つめてみた。金色にきらめく髪が、肩から胸へ川のように流れている。

「え……？」

　気のせいじゃない。間違いなく、自分の癖くせのある真っ赤な毛が、柔らかにウエーブする美しい金の髪に変わっているのだ。

　美しい金の髪は長年の憧れだった。でも、永遠に手にすることはできないとも覚悟していた。

「すごく綺麗……」

　ガラスに映る姿をじっと見つめるハーモマイアの白い肌からは、そばかすも消えている。ただそれだけの変化だというのに、そこにいるのはまるで洗練された貴族のよう。別人のようだ。
















「あの、ありがとうございま……」

　お礼を言おうとして口を開いたのに、クラウドはそれ以上の要求だと思ったらしい。

「えぐれた胸は、自分でなんとかしろ。もしくは私との婚礼の儀まで待て。結婚初夜になんとかしてやる」

　そう冷淡に言い捨てて背を向けた。ハーモマイアには意味がわからない。

「あの、ちょっと待ってください。金剛石の採り方を教えてはくださらないんですか？」

「そこまで甘えようというのは愚おろかだぞ」

　クラウドは素っ気なく言い放った。

「甘えているわけじゃ……。私を役に立つ婚約者にしたいのなら、同行して教えてくださってもいいのに」

　ここまで率直に言えるのも薬のおかげだ。

「私はこの城から外ることは叶わない。そして店の仕事はラヴィ・ルウに任せている。ラヴィは仕事のすべてを熟知しているからラヴィから学べ。以上だ」

「城から出られないって……お忙しいということですか？」

「私はこの〝時の城の番人〟だから、ここにいる責任がある。〝時〟から許されないのだ」

「許されない？　それってどういう……」

　クラウドはそれ以上何も言わなかった。

　王錫を床上でトンと突く。それを合図にしたかのように天井からいきなり金の鎖が降りてくる。魔王はその鎖に摑まると、力を込めて下方に引き下ろす。床についた鎖の先は円形の黒い闇を穿うがち、それは大きく広がった。クラウドは広がったマントごと、その穴に溶け込むように沈んでいった。

　彼の姿が消えると、そこは何ごともなかったかのように、ありふれた床に戻る。

「さ、赤毛……じゃないのか、金髪。早くしないとおいてくぞ。クラウド様は時間にとても厳しいお方だ。お客が一人も来なくても、お店だけは開けなくちゃ」

　ラヴィ・ルウは部屋の扉を開け、階段を下りると突き当たりの扉を開ける。外への出口ではないようだ。

　使用人が使うような裏階段をひたすら下りて、味気ない石積みの地下廊下を延々と歩いていくが、城の外に出る気配がない。窓ひとつない、前も後ろも闇にふさがれ、人がすれ違うのがやっとといった通路をずっと進むのは、初めて歩くハーモマイアにはかなりの苦痛だ。

　ラヴィ・ルウが手にしたロウソクがゆらりと頼りなく揺れるたび、不安でいっぱいになる。

「ねえ、白ウサギさん。お店ってこんなところにあるの？　〝時の交差店〟って何のお店？」

「〝ラヴィ・ルウ〟と呼べ。そう呼ばないとおまえなぞ空気のように無視してみせる」

　ラヴィ・ルウは柔らかくカールするプラチナブロンドの髪を振りながら、背中しか見せない。

「〝白ウサギさん〟ってとても可愛い呼び方だと思うわ。長くて白いふわふわの耳も」

「じゃあ、〝赤毛〟だって〝可愛くて〟いいじゃないか。やっぱりそう呼ぼう」

「いやよ、それ、一番嫌いな自分の部分。子供の頃からいつも怒ったマダムにそう言われてたの」

　ハーモマイアも、今は美しい金髪だ。しかも最先端の高級ドレスに身を包んでいるから、誇らしげに、顔をしゃんと上げて歩くことができる。この魔法は大体丸一日で解けると言われたから、また元の姿に戻ってしまうのだろうが、それでも髪とドレスの変化が、これほど乙女心を浮き立たせるのだと身をもって知ったことは大きい。

「じゃあ、僕もだ。白ウサギの過去は捨てたんだ。今はクラウド様にお仕えする立派な従者」

　ということは彼は、元が白ウサギだったのか。

「ふうん？　じゃあ、魔王様に、『あなたの花嫁になるであろう私を苛いじめた』ってあとで告げ口するけどいいの？」

「───おまえ、本当に性格悪いな。貴族の女はたいてい性格悪いけど、貧乏人も相当だな」

「そう？　でも大事な友達の命を助けるためだもの。意地悪なあなたに〝性格が悪い〟って言われるくらい、なんともないわ。いつもの私ならとても深く傷つくけど」

「僕だってクラウド様に怒られたら傷つく。だからそんな告げ口したら一生恨むぞ」

　ラヴィ・ルウが微かすかにこちらを振り返り、ハーモマイアを睨んだ。この青年、本当にクラウドが好きらしい。

「クラウド様は。あの城でどれくらいの間、時の番人をしているの？」

「さあね。何十年か、何百年か。僕が出会ったときにはもう城の管理人だったからわからない」

「何百年も？　じゃあ、クラウド様って若そうに見えるけど違うのね？　仮面をつけているのはそのせい？」

「仮面は年をごまかすためじゃないだろう。僕は、あの仮面を取ったところを見たことがあるけど、すごく……」

　だが、そこまで普通の調子で答えてくれていたラヴィ・ルウは急に眉を顰ひそめて口を曲げる。

「クラウド様に興味を持つな。花嫁になるのは〝致し方ない条件だったから〟なんだろ？　必要なだけの金剛石を集められたらあの男と出ていくんだよな。じゃあ知る必要はないだろ」

「それはそうだけど……」

「僕もおまえが金剛石を集めるのに協力してやる。早くに城から出ていくようにさ。約束だ。ほら、着いたぞ」

　ラヴィ・ルウが、前方にいつの間にか現れていた木の扉を押し開けた。

　明るい光がハーモマイアの視界を奪う。

　そして耳を襲ったのは、チッチッチッという、微かだが無数の音の波だった。

「なに？　この音……」

　洪水のように耳に飛び込み、肌に触れてくる音の正体はすぐわかった。

　暗がりに慣れていた目に、周囲の光景が見えてくる。

　そこはクラシックな装いの店の内部だった。

　深緑の壁紙の壁一面に、無数の振り子時計がかけられ、規則正しく時を刻んでいたのだ。

　壁だけではなく、高級そうな木枠のショーケースにも、ありとあらゆる時計が飾られていて、その時計たちの息づく音が店中に響いている。

　店にはいくつかの出窓と、ガラスのはまった扉があって、それらは街路に向かって開かれている。窓の外は、ハーモマイアも知るクロスモールの街中だった。

「このお店……地下であの城とつながっているの？　でも、地下だったのにいつの間にか地上に来ていたのね」

「あの城は〝時の城〟。摩ま訶か不ふ思し議ぎな空間に存在する城だからさ。細かいことは気にしちゃいけない。そもそもあんなに大きな城が、街の人間には存在さえ知られていないって不自然だろ」

　確かに、誰も森に近づかないとはいえ、あの特徴のあるとんがり屋根の尖塔すら、どこからも見えないのだ。

「それにしても、すごい数の時計……」

　壁一面の掛け時計。マントルピースの上には振り子式の置き時計。ショーケースの中には金に輝く懐中時計が整然と並べられている。

「ここが〝時の交差店〟なの？」

「そう。時計も売るし、超高級宝飾品も扱っている。修理もするし、対価として人の命や魂なんかも……。ああ、さっそくお客様だ。赤毛……ハーモマイアは幸運に恵まれているな」

　彼が視線を向こうにやって、そう告げた。

　レースのかけられた正面扉の向こうに人影が現れ、店のベルが鳴り響いた。

「さあ！　ハーモマイア。初仕事だ。早く応対に出ろよ」

　ラヴィ・ルウがせき立てる。

　ハーモマイアは金の髪と花柄の可憐なドレスを翻ひるがえし、急いで入り口の扉を押し開いた。

　そこには意外な人物が立っていて、ハーモマイアを押しのけるように店の中に駆け込んでくる。

「助けてください。お願い。この時計を誰か直して！」

　そう言って金の懐中時計を差し出してきた女性は、マリアンヌ・スイズルだった。

　アーカイン家に逗とう留りゆうしている、カリストルと遠縁のお嬢様。

「あ……。マリアンヌお嬢様」

　思わず声を上げてしまったが、相手は初対面の人を見る目でハーモマイアを見つめ返し、きょとんとしたままだ。

「あの……あなた私の名前をご存じなの？」

「え？　だって……」

　そして気がつく。自分は今、あのハーモマイアではないのだということを。

　ゴージャスにうねる金の髪、澄んだアメジストの瞳は、そばかすの一つもないミルクのような肌を引き立てている。そして貴族の令嬢顔負けの素晴らしいドレスもまとっているのだ。

　あの城を出てしまっていても、魔術はハーモマイアを美しく変化させたままだった。

　少々戸惑ったが、このままマリアンヌとは初めて出会ったふりをして、あくまで時計店の店員として振る舞うことにする。

　お客から仕事を受ければ金剛石を得られるのだ。カリストルの代わりになる金剛石を早く手に入れなくてはいけない。そう考えながら、ハーモマイアはラヴィ・ルウが示す接客用のソファにマリアンヌを導いた。

「この懐中時計を直してほしいの。突然動かなくなってしまって、とても困っているの。今すぐにも動いてもらわないと、私……私生きていけない」

　これはただごとではなさそうだ。紅茶の盆を持って奥から現れたラヴィ・ルウに、ハーモマイアは困惑の視線を送るが、彼は平然としたものだ。

「それはお困りでしょう。床に落としたりしたのですか？」

　ラヴィ・ルウは懐中時計を白手袋をはめた手にとり、蓋ふたを開けようとしたが、ぴくりとも動かず途中で諦めた。そして側面、裏面、竜りゆう頭ずまでルーペを持って細かく調べる。

「よくわからないんです。それは少し前に婚約の印としていただいたもので、そのときは確かに動いていたんです。でも先日取り出してみたら針の音もせず、中を見ようにも開かなくて……困ってるんです。婚約発表のときに壊したことがバレたら、私……」

「婚約の印？　婚約発表？」

　その時計に、ハーモマイアは見覚えがあった。

　金の純度の高い上蓋中央に巨大なダイヤモンドがはめ込まれている。そして周囲にぐるっと十二石のダイヤモンド。それ以外の地には美しいロカイユ模様が施され、つるりとした背面には装飾的なアルファベットが重なり合って入っている。

　Ｒ・Ｃ。

　これは昔、アーカイン家の館の時計コレクションの広間で目にしたことのある、カリストルのひいひいおばあさまのものだった女性用の懐中時計だ。

「これは……代々、アーカイン家の男性から婚約者に証として贈られる懐中時計ですよね。大粒のダイヤが中の文字盤にも十二個はめ込まれた、二つとない特注品」

「ええ、なぜご存じなんですか!?」

　マリアンヌはとても驚いて白いレースの手袋のはまった手で、ハンカチを握り締めた。

　ハーモマイアは、この時計を初めて目にしたときのことを思い起こす。

　幼い頃、カリストルと彼の館を探索した。気難しいおじいさまのコレクションルームにも、こっそりと忍び込んでいたのだ。

「ねえ、ハーモ。見てよ。この蓋の模様に埋め込まれているのは本物のダイヤモンドだよ」

　彼が懐中時計を傾け、窓のカーテンの隙すき間まから差し込む光を時計に当てると、丸みを帯びた蓋に彫り込まれた繊細な花弁とダイヤの花心がキラキラと輝いた。蓋を開けるとさらに素晴らしくて、幼いハーモマイアは息を吞んだ。

「この時計は、父上から僕のお母様に贈られたものなんだって。次にこの部屋から出るときは、僕のお嫁さんになる人に結婚の約束として手渡されるときだって、おじいさまが言っていたよ」

　それは少し小ぶりな金の懐中時計だった。上蓋にも中にもキラキラ輝くダイヤモンドが美しく、ハーモマイアは子供ながらにうっとりと眺めたのだ。

　だが、今は少しちがう。

（この時計がマリアンヌ様に渡されたということは、やはり二人は婚約を？）

　胸を鈍器で突かれたような衝撃で、懐中時計を見つめたままハーモマイアは動けなかった。

「ハーモマイア？　どうしたんだよ？　また引っ込み思案に戻ったか？　薬が切れたか？」

「〝ハーモマイア〟？」

　マリアンヌが、その名にはっとしたようにハーモマイアを見つめる。

　どきりとした。ラヴィ・ルウの言った自分があのお針子のハーモマイアだと気づかれたかもしれない。

「可愛らしい名前ですね。私の知り合いにもそんなような名前の少女がいますわ」

「まあ、どんなお嬢さん……ですか？」

「赤毛のそばかすだらけのお針子さんです。ああ、でももしかしたら違う名前だったかしら」

　ハーモマイアは、時計を握り締めたまま、唇を嚙んだ。

　金持ちのお嬢様にとっては、褒めたたえていたお針子の名前なんてどうでもいいのだ。

　今彼女が着ているドレスもハーモマイアが仕立てたものだった。昨日、彼女が絶賛してくれたものの一枚だったが、金色の髪になっただけで、ドレスが美しい絹になっただけで、マリアンヌはハーモマイアがわからない。

　名前すらあやふやなのだ。

「この時計、直していただけますか？」

　ハーモマイアは時計のことなどわからなかったが、このアーカイン家の懐中時計がマリアンヌの手に渡っているのがとても悔しかった。

「はい。お預かりします」

「まあ、よかった。このお店で五軒目だったの。今まで全部の時計店に断られて、どうしようかと思っていたの」

　マリアンヌは、感激して涙ぐみながらハーモマイアの手を握り締めてくる。

「大丈夫です。他のどの時計店が断っても、ここにはとても優秀な技師がおりますから」

　今までのハーモマイアだったら、これほどすらすらとセールストークは出てこなかった。

　でも今は、正面に座る美しい白のキャノティエとドレス姿のマリアンヌもしっかり見据えることができるし、つっかえることなく柔らかな声が唇から滑り出る。

「おいおいおい。ハーモマイア。そんな簡単に引き受けて……いいのか？」

　ラヴィ・ルウが泡を食った様子でハーモマイアに耳打ちする。

「なぁに？　お仕事は引き受けるのが店員の役目でしょ？」

　お客を取って仕事を受ければ金剛石を手に入れられる。さっき、命だが魂だかを対価に取るとか言っていたのは冗談だとしても、客からは大きな報酬を得られるのだ。

「でもこの時計は……特別だぞ。あの器用なギベオンでも直せるかどうか」

「え？」

　それまでにないほど慎重な表情のラヴィ・ルウに、その理由を問いただそうとしたハーモマイアだったが、そこにまた慌ただしい来訪者が現れて、その言葉を吞み込んだ。

「マリアンヌ嬢！　こちらにいらしたのですね。探しました」

　入り戸のベルが慌ただしく鳴って、その音の慌ただしさを現すようなせわしさで男が店内に踏み行ってくる。

（チューダー……!?）

　白い手袋をはめ、黒いコートを着込んだ整った顔立ちの青年。それはカリストルの従者であるチューダーだ。

　褐かつ色しよくの髪を椿つばき油あぶらで持ち上げて、かっちりと仕上げている。灰色の瞳。生き真ま面じ目めそうな顔つきの青年だ。慌ただしく飛び込んできた彼は、マリアンヌを見つけてホッとしたようだった。

（カリストルが留守の間、彼が別館に来たマリアンヌの世話をずっとしていたとは言っていたけど……）

　彼はハーモマイアに目を留め軽く会え釈しやくしたが、お針子のハーモマイアだとは気づかず、すぐにマリアンヌの隣に座った。

「チューダー。ねえ、喜んで。この時計、ここで直せそう。やってみてくれるそうよ」

「こんな小さな店で、本当にその時計が直せるんですか？」

「それどういう意味でしょう？」

　ハーモマイアが口にする前に、彼の分のお茶を奥の厨ちゆう房ぼうから運んできたラヴィが、不満そうに言う。

「ああ、すみません。ここに来るまで四店の有名時計店でこの修理を断られたので」

「ここは修理を得意としている時計店の中でも、ぴかいちに腕がいいんですよ」

　ラヴィは、とても愛想よく笑う。

　さすが元白いウサギ。貴婦人方の愛玩用のウサギだったであろうその愛あい想そと人なつっこい笑顔は、接客向きだ。

「そうですか。それは失礼。こんな所に時計店があったとは知らなかったな」

「貴族の道楽でやっている店ですからね。少し前にハルの街から移転してきたんです。宝石も販売していますので、彼女への贈りものにいかが？」

「彼女!?」

「ええ。お二人は恋人同士なのでしょう？　美男美女で、とてもよくお似合いですよ」

「まさか！　彼女はこの町の有力貴族のアーカイン家に滞在中のお嬢様です。使用人の私なんかのお相手ではありませんよ」

　チューダーは、マリアンヌを気遣うように、ラヴィ・ルウを叱しつ責せきする。

「私がマリアンヌ嬢と恋仲だなどと噂が流れたら、彼女がアーカイン家から悪印象を抱かれてしまう。特に厳格なリチャード様に、そんな浮わついた噂を耳にさせるわけにはいかない」

　チューダーは、そこからいっそう声を潜め、マリアンヌにしか聞こえないよう囁く。

「それに、あなたがこの懐中時計を修理に出そうとしていることがアーカイン家に知れたら、それこそ大問題です」

「でも、壊れたままでは済まされないわ。婚約のお披露目パーティーがあさってにも開かれるというのに」

「では、あさってまでにはこの時計を直さなくてはいけないでしょうか？　お嬢様」

　ラヴィ・ルウは持ち前の耳の良さを発揮して、二人の内緒話を聞きつけて確認する。

「できますの？」

「ええ。もちろん。他の時計店ではロンドンの超有名店でも無理でしょうけど」

　最初はぼろが出るのではないかとビクビクしていたハーモマイアは、次第に調子づいてきた。

「あさっての夜会で婚約が発表されるの。アーカイン家とお付き合いのある貴族たちを招いてね。そのとき、この贈りものの懐中時計を身につけなくてはいけない決まりで……。なのに蓋も開かないし、秒針の動く音さえ聞こえないとなると、私きっと……婚約を破棄されてしまう」

　やはり、この懐中時計はアーカイン家の花嫁になるべき少女に贈られるものなのだ。

　カリストルが旅行先から一日早く戻ってきたのも、その婚約発表パーティーの準備のためかもしれない。

（カリストルは……だから、突然私にあのステンドグラスを見せたがったの？）

　おそらく、急な婚約はカリストルの意志ではない。マリアンヌのこともよく知らなかったくらいなのだ。

（おじいさまが強引にお話を進めたのね）

　前当主であるリチャードの強引さと頑固さは有名だ。普通ならすっかり隠居してもおかしくない年齢なのに、いまだアーカイン家の中心に居座り、すべてを牛ぎゆう耳じっている。おそらくこの懐中時計も彼が勝手にマリアンヌに渡したのだろう。

「では、このお店に預けてしまってよろしいのですか？」

　まだ、チューダーはこの店を心の底から信頼してはいないようだ。この時計が意味のあるもので、どれだけ高価で希少性があるものか、彼のほうが理解しているのだろう。

　マリアンヌは即答で頷いていたが、そのとき背後から、「少々よろしいでしょうか？　お客様」と声がかかった。

　黒い上下、磨かれた靴、ぴっちりと撫でつけた黒髪。見るからに生真面目そうな執事のギベオンがいつの間にかひっそりとそこにいる。

　チューダーと並ぶと、その佇まいは段違いに格式高い。

　城の所用が片付いたらしい彼は絶妙のタイミングで現れ、白手袋をはめた手で依頼品を受け取ると、ルーペで眺めすがめる。

　慎重に、じっくりと時計を見ていたギベオンがふとマリアンヌに顔を上げて訊ねる。

「この時計の鍵はどちらに？　鍵も渡していただきたいのですが」

「鍵？　いえ、私そんなものは持っていないわ」

「あるはずですよ。でないとこの時計は上蓋も裏蓋も開かない特殊な作りになっています」

「私が頂いたときは、蓋はちゃんと開いたの。中の美しい文字盤を目にしたもの。でももう一度開けようとしたときには蓋も開かないし、秒針の音もしなくて……」

「そうですか。この時計師の作品は特殊でして、裏蓋も付属の鍵がなくては開かないのです。よって中を開いて修理することも不可能。ですから鍵は必ず時計と一緒に譲られるはずです。もしくは他に鍵を持っていそうな方はおられませんか？」

　ギベオンが、丸眼鏡の奥からマリアンヌとチューダーを見つめる。

「鍵は、もしかしたらリチャード様がまだコレクションルームに所有されているのかもしれません」

　チューダーが思い出したように慌ててマリアンヌに告げる。

「そうね。そうかもしれないわ。私もあのコレクションルームでこの時計をいただいたし。でもいずれにしろ、リチャード様に鍵をねだるわけにはいかないわ。動かなくなったことがばれてしまうもの……」
















「お任せください」

　それまで紅茶を啜すすりながら、様子を見ていたラヴィ・ルウが口を挟んだ。

「私がその方のところに行き、なんとかして鍵をお借りしてきましょう。この時計は珍しいので直しがいがありそうですし、ぜひとも当店で修理したいお品物です」

「ですが、リチャード様は先ほど外出なさったはず。お戻りは深夜だったかと」

　今度はチューダーが口を挟む。

「じゃあ……お帰りになったカリストル様にお願いして、時計のコレクションルームに入れてもらうしかないかしら。ねえ、チューダー」

　こそこそ声を潜めての内緒話だったが、時計の秒針の微かな音だけで満ちているこの空間では、二人の話し声は耳を澄ませばほぼ完全に聞こえてしまう。

「カリストル様も、実は昨日から館にお戻りになっていないのです」

「え？　そうなの？」

「ええ。急用で一度帰られてすぐまた出かけられたようで。仕方ありません、では私があの部屋を……こっそり探してみましょう」

　カリストルは、時の城の鎖に絡みとられているのだから、帰ってはいないはずだ。

　チューダーは噓をついている。森の入口までカリストルとハーモマイアを送ってくれたのは彼なのだから。なぜそんな噓をつくのか、分からない。

「今夜、鍵を手に入れられますか？　お客様にそれが無理なようでしたら、私たちがうかがいましょう。ただし、館へ入り込むための手引きはして頂きますが」

　ハーモマイアは、マリアンヌの警戒心をくぐり抜ける笑顔でそう言った。

「チューダーだけでは心許ないわ。お願いしますわ。ハーモマイアさん」

　魔法にかけられたハーモマイアは初仕事にして、見事に客を勝ち取ったのだった。







「───驚いたよな。まるでサギ師だぞ。赤毛娘」

　ハーモマイアは城に戻る地下道を歩きながら、さっきから何度目かの言葉を耳にする。

「私、今は赤毛じゃないわ！」

「クラウド様の魔術が解けるまでは、だけどね。ま、今でも僕の金髪のほうがだんぜん高級感溢れてるけど」

　ロウソクを手にして先を行くラヴィが口角をきゅっと上げ、ぴくんと鼻をそびやかす。

「ラヴィ・ルウ。よけいなことを言うもんじゃありません。彼女はクラウド様の花嫁ですよ」

　ギベオンが、冷ややかな眼差しで間に入ってたしなめた。

「でも、あの館のコレクションルームに忍び込んで、鍵を探し出すなんて私にできるかしら」

「クラウド様に魔術をかけて助けてもらおうなんて思うなよ」

　ラヴィ・ルウはハーモマイアの心を見透かしてきたらしい。

「時計の鍵を見つけたら、あなたは確実に直せるの？　ギベオン」

「どうでしょう。この時計はとても特殊です。そもそもこのＲ・Ｃの時計は壊れないことで有名です。この型は、我々はＢタイプと呼ぶもの。文字盤にびっしりと高級ダイヤを埋め込んだ最高級品で、技師が永遠に刻み続ける時を象徴して作ったもののはずなんです。ですから、壊れたというのが信じられないのですけどね」

　暗闇の中、ほとんど目を閉じ、考え込みながら歩くギベオンは、やはり並みの人間じゃないと思う。

「やっぱり特別な懐中時計なのね。これはとても大事にされていたもの」

「そうか。赤毛があの館を知っているなら、鍵を得るのも楽勝だ」

「楽勝じゃないわ。コレクションルームなんて、入ったのは一度きり。それも何年も前よ」

「ふふん？」

「なによ。ウサギ耳ちゃん」

　まさか自分が、よく知りもしない男性にこんな皮肉を言える日が来るとは思わなかった。

「カリストルって男、あの縦たてロール娘と婚約するんだろ？　おまえが頑張って助ける意味が薄まったから、面倒になるかもな……ってさ」

「私は、カリストルと婚約したくて助けるんじゃないもの。彼が、マリアンヌ様と婚約して結婚したって……私と彼の間の長い友情は変わらないわ！」

「好きなくせに。幼馴染が初恋の相手だったとかってよく言うじゃん？　ね？　おや、顔が赤いぞ。血圧上昇……？」

「初恋……なんかじゃないわよ。それに血圧上昇なんてしてない。ウサウサはウサギ耳を出してなさいよ。そのほうが可愛いわ！」

「うるさいぞ。僕は人間だもの。そんな耳は持ち合わせてない」

「噓！　何かの拍子に出るんでしょ？　聞き耳立てたいときとか勝手に飛び出ちゃうんでしょ」

　ハーモマイアが、前方のラヴィ・ルウの頭に手を伸ばして、耳の上を触りまくる。

「やめろよ、赤毛娘。美しい僕になれなれしく触るなっ。あとクラウド様にも触るなよっ」

「やだ。ナルシストなのね？　しかも同性愛者なの？」

「男はみんなナルシストだっ。そして男はみんな同性愛者だッ！　知らないのか!?」

「着きましたよ。ラヴィ・ルウ。噓をつくのとじゃれるのはやめなさい。扉にぶつかります」

　ギベオンの警告のおかげで、ラヴィ・ルウは前方に迫ていた扉に激突せずに済んだ。




「───騒々しいな。おまえたち」

　扉を開けるとそこはもう〝時の城〟の内部だった。赤い絨毯が敷き詰められ、シャンデリアが輝く大広間だ。

　店に行くときは裏階段を相当下って出ていった。なのに、城に戻るときは扉が開いたところが食堂になっている。不思議なことに、帰り着いた場所がまったく違う。

「あ……れ？」

「摩訶不思議な城だと言っただろう？　クラウド様がここにお導きになったんだ」

　ラヴィ・ルウが、ハーモマイアの疑念を察知してそう言った。

　クラウドは食堂の長いテーブルの上座に着席していて、その前にはもう銀食器が美しく並べられていた。

「ただいま戻りました。クラウド様。まずは本日のご報告をいたしましょうか」

「いや、大体の様子は鏡で見ていた。ゆっくり食事をするといい。座れ」

「鏡？」

　ハーモマイアが勧められた席につきながら眉を顰める。

「時計店の壁に、大きなロカイユ装飾の鏡が掛かっていただろう？　あの鏡を通じてクラウド様は店での出来事をご覧になっているんだ」

「鏡で覗きをしてたっていうことね」

　クラウドが、ギベオンにオニオンスープを注いでもらいながら口元を微かに吊り上げた。

　彼は食事も仮面をつけたままとるらしい。

「赤毛娘。クラウド様にそんな大胆な無礼を口にできるのもあとわずかだぞ」

　ラヴィ・ルウが、マントルピースの上の時計を眺めやり、ほくそ笑む。

「その見た目にも、大胆不敵になれる魔法の薬の効果にも、タイムリミットがあるんだからな」

「じゃあ、館に行ってコレクションルームに入り込むのに協力しないから」

「なんだと？　仕事を成功させて依頼主と親しくならなきゃ、対価も得られないし金剛石も手に入らないだろうがっ。おまえの受けた仕事だろ!?」

「こらこら。口げんかばかりしていると、スープは抜きにしますよ」

　ギベオンが諭さとすように二人を前にしてレードルをかざす。

　思えばこれが今日初めての食事だ。ハーモマイアは一時的に休戦状態を保つことにした。

　食事は無言で一気に食べた。

　前菜からメインディッシュ、そしてデザートというフルコースは貴族の館では普通だろうが、ハーモマイアは食べたことがなかった。あまりの豪華さとおいしさに、ハーモマイアは目が眩みそうだ。

「お料理は、全部ギベオンが作ったの？」

「ええ。あいにくこの城には他に料理人がいませんのでね」

　眼鏡をかけた生真面目そうな彼が、掃除も料理もメイドのようにこなしているのだと思うと、なんだかおかしい。調理中も、黒い金ボタンのスーツで決め、タイをしているのだろうか。

「ギベオンの料理が一番うまいからな。しかたない」

「クラウド様は、僕しもべをおだてるのがお上手ですね。いつもスープとパンとデザートと、ブラックコーヒーしか召し上がって下さらないのに」

「それでも美味だし、おだててなどいない。ただ事実を述べたまでだ。勘違いするな」

　この城の主はつっけんどんなのか、ただ素直でないだけなのか、ハーモマイアにはまだ謎だ。

　ただ、いつも無表情なギベオンが嬉しそうにしているのを見れば、今のが十二分な褒め言葉であったことが見て取れる。

　それにしても、とハーモマイアは、静かにスープを味わうクラウドに目をやる。

　こんなに美お味いしい魚のフライやウズラのソテーさえ口にしない偏食家が、そもそもなぜ自分を花嫁にする気になったのかも、最大の謎だ。

「──なんだ？」

「──え？」

　ふいにクラウドがハーモマイアを睨んでくる。ずいぶん離れた席で、仮面ごしでもわかるほどの目力だ。

「今私のことを睨んだだろう」

「睨んでなんかいません。ただ」

「ただ？」

「偏食家のうえ、引きこもりだと体に悪そうだなって……」

「偏食家で引きこもりだと？」

「え、だって……」

　繰り返す声音が怖い。

　さすがに口が過ぎたと思ったハーモマイアが、なんとか言い繕わなくてはと動揺したとき。

「では今度、おまえが私に作るがいい」

「え!?　私が？」

「ああ、もう十五ならなんでも作れる年だろう」

「でも私、料理は得意じゃないんです。家ではジャガイモをゆでるとか、パンを切るくらいの料理しかないから」

「───ないんだ……貧乏人って気の毒だな。ねえ、赤毛」

「でも裁さい縫ほうは得意よ。服なら作って差し上げるわ」

「服か……。服じゃ腹は満たされないんだけどな」

「あら。私は裁縫の腕で食べているわよ。そうでなきゃとっくに家を追い出されてるわ」

「そうだな。今の仕事が終わったら、我々に一年分の上等な服を作らせよう」

　クラウドはやはり〝花嫁〟と〝メイド〟の違いをわかっていないようだ。

「クラウド様が彼女を望まれたのですから、いいんです。花嫁とメイドを勘違いしているとしてもいいんです。それより、食後のお茶をいただきながら、クラウド様にこの時計のことをうかがわなければ」

　ギベオンは、場所を食事用からお茶用のテーブルに変えて、食後の紅茶を注ぎながら、クラウドの前にあの懐中時計を置いた。さっき言っていたとおり、クラウドだけは砂糖もミルクも入れないブラックコーヒーを飲んでいたが、つと手を止めてその懐中時計を手にした。

　なめし革のポーチから現れた懐中時計は、クラウドの手の中で金色の輝きを見せる。

「鍵がないといっていたが、この側面部分に入るのだな。差し込むとこの蓋が開く仕掛けか」

　クラウドの言うように、竜頭の反対側に小さな鍵穴がある。

　全体に施された重厚な装飾の浮き彫りに埋もれて、言われなければまず気がつかないほどの穴だ。

「ええ。普通は万が一外れたときのためにアルバートに繫いでおいたりするのですが、どうしたのでしょう」

「鍵は……同じ時計師の他の作品では合わないの？　一点一点特別の鍵？」

「このＲ・Ｃの時計師の作品に関しては無理だな。特にこのタイプは一点一点違うはず。Ｒ・Ｃは幻とすら呼ばれる世界屈指の時計師だ。その美しさ、精巧さに比類するものはない」

「ええ。製作数が少ないのと、その謎に満ちた人物像のために、その存在もごくごく少数のコレクターにしか知られていないのです」

「そんなに有名な時計師が、永遠に時を刻むように作ったのでしょ？　そんなに簡単に壊れてしまうなんて、どうしたのかしら……」

「まあ、鍵が見つかればすべて解決することだ」

「今夜の夜会は、婚約のお披露目パーティーの前々夜祭だそうです。三日三晩続く盛大な宴だとか。マリアンヌ嬢から招待状をもらってきましたので、それで早速潜入しようと思います」

「ああ、修理の時間を見て、明日の午後までには手に入れてこい。精巧な時計の中を弄いじるのは大変な作業だ。ギベオン、おまえも同行してやれ。二人だけでは不安だからな」

　数え切れないロウソクが揺らめく食堂で、クラウドは命令する。

　ラヴィ・ルウは艶やかなフランボワーズムースの最後の一口を頰張ると立ち上がり、ギベオンについて行く。ハーモマイアも彼らの後を追おうとして、長いドレスにつまずいた。

「娘！」

　翻った黒いマントが風を起こす。

　クラウドの手がハーモマイアの倒れかけた体を抱き止めてくれたのだ。

「あ……の。ありがとうございます……」

　仮面の顔がすぐそこにある。

　なぜだろう。ドキンとした。不思議な城に棲すむ、不思議な任務につく男だ。年齢不詳、その顔さえすべてがつまびらかになっているわけじゃない。魔法の力を持っているが、カリストルは助けられないという魔王。

　あの鎖の威力といにしえ時計に拘束されている男。

（ちょっと……待って……前にもこんなことがなかった？　ずっと前にも……彼と似た人物と会ったような……）

　しげしげと顔を見つめようとするハーモマイアの肩をクラウドが揺すった。

「おい。聞いているのか？」

「え」

　今度は腕を摑まれた。

「ぐずぐずするな。〝時は金なり〟だぞ。世界中の時計に恥じぬよう、遅刻もするな」

　貧乏人のハーモマイアは、今まで時計なんて持ったこともなかった。

「おまえには大貴族の館に行っても恥ずかしくないよう身支度をさせる。来い。花嫁よ」

　そんなことを黒いマントの仮面の男に言われたら、逃げたくなるのが普通だろう。

「あの、結構です、このドレスのままで十分ですから」

「使用人口ではなく正面玄関から入るのだぞ。装身具もバッグも日傘もいるだろう」

「私、なくても大丈夫ですから」

　また無理矢理丸裸にされてはたまらない。それにカリストルから貰った裁縫道具入りの銀製パースも外されたくない。ハーモマイアは慌ててそれを外すと、太ふと腿ももにベルトを巻きつけ装着した。

「おい。早く我が命令に従え」

　そんなハーモマイアの腕を、やおらクラウドが摑み引き寄せた。よろめいて、転がり込む先は再び彼のマントの中。

（ひ……っ！）

　避けようにも、それほど運動神経のよくないハーモマイアは、慣性の法則のままにクラウドの胸に倒れ込む。さっきよりもしっかりと彼の胸に押しつけられる、頰と体。

　冷たい身体だ。冷たい手。

（この人、血行が悪いのかしら……体調がよくない？　だからずっと城の中にこもったきりで？　それともこもりきりだから体調が悪いのかも……）

〝時計の王〟だからといって、まさかクラウドの体も機械でできているわけではないだろう。

（そういえばあのとき……花嫁の契約のとき、胸に懐中時計を突っ込まれたののは……気のせい……よね？）

「おい。なんだ？」

「え」

　ハーモマイアは抱きついたまま、そんなことに考えを巡らせていたことに気がついて、クラウドの胸から飛び退のいた。

「すみません！　つい」

「おまえ、腹が減っているか寝てないんじゃないか？　よろけてばかりいるぞ」

「そういうわけじゃ……。ただきっと慣れないドレスや靴のせいだと思います」

「ふん。ならいいがな」

　クラウドは軽く鼻を鳴らしハーモマイアを大きな鏡の前に立たせると、両手でドレスの肩口を押し下げた。そしてまだうろたえているハーモマイアの頭上に、クラウドの金の王錫が振られた。

　王錫の先から溢れる魔法の光。その光はハーモマイアの頭の先からつま先まで包み込み、頭にはチュールレースが花と咲くキャノティエを飾り、胸元に真珠の幾いく重えにも連なるネックレスをかける。そして耳にはお揃いのイヤリング。腕と指に何連もの真珠飾り。手には真珠の刺し繡しゆうされた小さなパーティーバックがかけられる。

　ドレスは今度は華やかなオレンジ色に染め上がり、ハーモマイアはパーティーに赴おもむくような貴族の令嬢に変身したのだ。

「ああ、これも必要だな」

　クラウドはそう呟き、ハーモマイアに、フリルが花のごとく滴したたるパラソルをかける。

「これなら、パーティーに集まる貴族の誰にも負けないだろう。リチャードもおまえを孫息子の嫁にすればよかったと後悔するかもな」

「ま、さか！　私なんかがカリストルの婚約者になれるわけないです！」

「──そうか？　おまえは……なりたくないのか？」

「子供の頃からの友達で、ずっと一緒にいたいとは思いましたけど。でも……」

「そうか。ならいい。どうせ今はもう、無理なことだ。お前は私の花嫁になったんだからな」

「────！」

（そうだった。私はもうこの〝時の魔王〟の花嫁。突然降りかかった契約……恋愛感情からじゃないから、つい忘れがちになるけど）

　冷淡で、残酷で、仮面の下の表情も読みとれない婚約者。

「あの……」

「なんだ？　そのドレスじゃ気に入らないのか？」

「いえ。ドレスは素敵です。そうじゃなくて、どうして私が花嫁に選ばれたのかなって」

　メイドと混同してるにしても、ハーモマイアは家事の得意な少女ではない。むろん普段の見た目もそれほど魅惑的じゃないから、クラウドの目を楽しませるためでもないだろう。

「──おまえがそう望んだからだ。おまえがこの城に入り、私と共にいたいと言った」

「──え？　それって……」

　あまりに予想外な言葉で、ハーモマイアはクラウドの顔を見つめる。

（私がいつ、この鉄仮面の引きこもりの花嫁になりたいって言ったっていうの？）

「あの、そのお話をできればもう少し詳しく……」

　追求しようと思ったが、それは叶わなかった。

　正装したギベオンが戻ってきたのだ。

「クラウド様。馬車の用意ができました」

「では、行け。仕事を成功させ、依頼主から報酬を得てこい。それが金剛石を得ることに通じるのだから」

「あの……でもちょ……」

「薬と魔法が切れる前に戻ってこいよ。我が花嫁」

「あ、はい」

（そうだった。その問題もあったっけ）

　この美しい姿もこの潔いさぎよい性格も、時間制限つきのものだ。

　ギベオンが恭うやうやしく肘ひじを折り、一礼した。

　城の正面玄関に用意されているのは、六頭立ての白い馬車。ずっと城から外に出ないというクラウドが所有しているのが不思議なほどに立派なものだ。

　城を囲む木立も庭園も、あれほど荒れ果てていたというのに今は整えられていて、別の城じゃないかと疑うほどの変わりようだ。

（まさか私たちが留守の間にクラウド様が手入れしたんじゃないわよね）

　何もかもが夢のようだ。きっとおとぎ話のシンデレラもこんな気持ちだったに違いない。

　ギベオンが開けた扉から馬車に乗り込んだハーモマイアは、走り出した馬車の窓に流れる景色にうっとりと眺め入る。こんな豪華な馬車に乗ったのも初めてだ。

　ただ、向かいに座るラヴィ・ルウがこちらをじろじろ見るのがうっとうしい。

「何か？　ラヴィ・ルウ」

「───毛娘。また新しいドレスを着せてもらったのか。下着もコルセットもか」

　それがラヴィ・ルウには悔しいらしい。

「私は断ったわ。でもクラウド様が無理矢理着せ替えたのよ。これもこれもみんなね」

　そういってハーモマイアはクラウドが新調してくれたネックレスや靴や、バッグを掲げる。そう、ドレスの中で靴もまた美しいオレンジ色の絹のものに変わっていた。

「言葉を嚙むのと臆病が治ったのはいいとしても、ここまで図々しくなるとはね。毛娘、お針子なんだから自分のドレスくらい自分で縫えよ。それとも仕事で縫うからもう飽き飽きか？　結局このまま花嫁になって居座るつもりじゃないだろうな」

「さっきから〝毛娘〟って……なんなのよ」

「今は金髪だけど、またどうせ数時間後に赤毛に戻るだろ。だからどちらでも通用するように毛娘。それより聞いてるのはこっちだ。本当に腕がいいお針子なら、ドレスを作るくらい簡単だろ。魔法でなく、自分で作れよ」

「簡単じゃないわ。スタイルがよく見えるように、それぞれに合った型紙を製作するし」

「ふん。言うことだけはいっちょまえか。クラウド様はきっと、〝花嫁〟の意味をご存じないんだ。ギベオンは〝メイド〟って言ってたけど、僕は〝生いけ贄にえ〟と間違ってると思うね。もしくは〝餌えさ〟だな。仕事がもし失敗したら、おまえが時計の餌になるからな」

　ラヴィはプラチナブロンドの巻き毛を指先でくるくると弄もてあそびながら、憮然として窓の外を見つめている。

　首に巻いている黒い毛皮は大変豪華で、彼もジゴロや妖しい魔界人に見えなくもない。

「あなたこそその毛皮、クラウド様に出してもらったんでしょ？」

「ふふん、羨うらやましいのか？　羨ましいんだな？」

「羨ましくなんかないわ。ウサギなのに他人の毛皮をまとうのってどうなのかしらと思って」

「───クロヒョウは、好きだからいいんだ」

「すごい、その毛皮、クロヒョウなの？　黒猫かと思ったわ」

「多分……クロヒョウだ。猫なんて言ったら怒られるぞ」

　なんとも曖あい昧まいな答えだ。だが、彼の言うことにいちいちまともに取り合うのはムダな気がする。

「クラウド様には、出せないものはないのかしら？　そもそもあの方は人間なの？」

「詳しいことは知らない。僕もギベオンも、あの城で暮らすようになる前のことは知らないし」

「あなたは白ウサギなのに、なんで人間になってるの？　クラウド様の魔法で人間になってるんでしょ？　何と引き換えに？　命？　肉体？　時間制限とかは……」

「うるさい！　うるさい！　うるさいな。僕の秘密なんて教えないぞ。クラウド様のことだって、好きでもないくせに関心持つなって言っただろ!?　それより、鍵がすぐ見つかるように、時計の現物はちゃんと持っているんだろうな」

　ラヴィ・ルウは、触れられたくないことなのか、珍しく気難しい顔をして話を逸そらす。

「持ってるわ。これはアーカイン家で、本当に大切にされていた時計なの。なのにマリアンヌさん、壊しちゃうなんて……」

　ハーモマイアは、バッグの中からあの懐中時計を見せる。再びまばゆいそれを見て、改めてマリアンヌが婚約の証の時計を与えられたことに複雑な思いを抱いた。

「それを言うなら、城の〝いにしえ時計〟だって、おまえたちが侵入して壊さなければ、本来千年でも万年でも狂わないのに。過去と未来をつなぐ空間にある、とてつもない時計だっていうのにさ」

「──そう……よね」

　あの森は、あの城は、人間が侵入してはいけない場所。

　クラウドが長年ずっと守り続けてきた〝時の城〟。〝時の間〟。ドーム型の天井から落ちてきそうないにしえ時計。自分が頑張れば、早く修復できるし、カリストルも救い出せる。

「さあ、グリーンスノウの館に着きますよ。ハーモマイアはタイム・シュヴァル伯爵の姪めい。ラヴィ・ルウはラヴィ・ルウ男爵として、貰った招待状に記名しておきましたから、そのとおりに自己紹介してください。パーティーに出ることはないですから、凝った経歴までは必要ないでしょう。私はハーモマイアの従者になります。うまくやってくださいよ」

　ギベオンの声に前方を見ると、馬車はゆっくりと正門を通過するところだった。
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　勢いのままにアーカイン家に入り込むと決めたハーモマイアだったが、いざ、こんな立派な馬車で、使用人用の通用門ではなく立派な正門を抜けるとなると緊張もひとしおだ。

　馬車を止め、ギベオンが白い招待状を差し出すと、門番が一礼して馬車を通過させる。

　鷹たかの彫刻で飾られた豪華な門を入ってからも、延々と続く長いプロムナードを馬車は走る。

　館まではなだらかな丘きゆう陵りようを越えていかなくてはならない。満々と水をたたえる大きな湖に沿って左手にカーブした道を行くとアーカイン家の本館へ。その手前で右手に曲がればマリアンヌが逗とう留りゆうしている別館へとたどり着く。

　この馬車はもちろん、左の道を行き、職人たちの手で整えられたまぶしい緑の中を走りながら、美しい左右対称形のグリーンスノウ館へと到着する。館の脇の馬車止めにハーモマイアたちの馬車も止められ、すぐに館の若い召使が馬車の扉を開け、そこに足台を置いてくれた。

　ハーモマイアは長いドレスを軽くつまんで馬車を降りる。

　子供の頃からレスマイアの供をして、館にはしばしば訪れていたが、こんな歓迎を受けたことは一度としてない。

　どぎまぎするハーモマイアに対し、ギベオンも、ラヴィ・ルウもこういう場所には慣れているようで、本物の貴族以上に紳士的で、優雅に振る舞っている。

　ラヴィ・ルウは、外がい套とうを脱ぐと豪華なフロックコート姿だった。まるで生まれついての貴公子のようだ。

「なんで、ラヴィ・ルウまで慣れているのよ……」

　ハーモマイアは美しいバッグの持ち方にも気を使い、豪華な首飾りと耳飾りですでに肩に凝りを感じ、キャノティエのチュールレースで視界が微妙に悪いことにも不安を覚えながら、なんとか優雅さを保つように心がける。なにせ高いヒールのせいで足元さえもおぼつかないのだ。

　三人は馬車を降り、メイドに館内へと案内される。

「ようこそ。タイム・シュヴァル伯爵ご令嬢様。ルウ男爵様。お待たせいたしました。さあ、皆様こちらへどうぞ」

　ハーモマイアたちが案内されたのは、湖を正面に見渡せる東棟の、三階にある個室。パーティーと言うので、ダンスホールか広間に通されるのかと思っていたが、そこは立派なバスルームもついた客室だった。もちろん二十四時間で魔法の解ける予定のハーモマイアは泊まりの支度などしてきていない。

「ねえ。どうして私たち、お部屋に案内されているの？」

「さあ。部屋に見えるけど巨大なクロークなんじゃないか？」

　ラヴィ・ルウの適当な返事に、後から来るギベオンが眉を顰める。
















「いえ。今回のパーティは宿泊客も多いのですよ。我々には関係ありませんが」

「へえ。そうなのか」

「でも、すごく素敵なお部屋ね……」

　落ち着いた赤あか薔ば薇らと葉が描かれた壁紙。天井にも花のレリーフ。マントルピースの上には花々の絵付けがされた陶器の時計と壺。キャビネットもティーテーブルも美しい花柄。ハーモマイアの憧れを詰め込んだような可愛らしい少女向きの部屋だ。

「女性らしい部屋ですね。クラウド様との新婚のお部屋もこのように内装を調えましょうか」

「え……いいわよ。やだ、まだそんなこと、決まったわけじゃ……」

「そうだよ。よけいなことを言うなってば、ギベオン。そんなことより、もう行くぞ。時計の部屋に案内しろよ」

　ベッドの上にそっと腰掛け、うっとりした眼まな差ざしで周囲を見回すハーモマイアの腕を、むっとしたラヴィ・ルウが手荒く摑んだ。

「時計のコレクションルームは、こっち。左翼の棟の五階の……端だったと思う」

　ハーモマイアが人目につかない方へと案内しようとする先に、バルコニーがある。扉が開かれていて垣間見えるその場所に人影がある。

　広い額に褐かつ色しよくの癖のある髪がぱらりと落ちる、背の高い二は十た歳ちほどの男。彼は女性を口説いているようだった。こちらに背を向けていたから、誰かはまったくわからなかったが、そのドレスにハーモマイアは見覚えがあった。

（あれは、私が作ってマリアンヌ様にお届けしたドレス……？　まさか、カリストルと婚約するマリアンヌさんが他の男性と一緒だなんて……）

　気になったが、今はそれより任務の遂行が優先だ。晩ばん餐さん会かいが始まる前に、コレクションルームで鍵を見つけなくてはならない。

　館の造りが幼い頃に来た時のままだったおかげで、ハーモマイアは二人を早く案内することができた。

「へえ。ここがコレクションルームか。広そうだな」

　五階の最さい奥おうの扉の前で、ラヴィ・ルウが立ち止まる。

　ギベオンは扉の前に着くやいなや、上品な紺のスーツの上着ポケットから、小さな革の工具入れを取り出した。時計修理に欠かせない工具やネジや部品やらをまとめたキットだ。

　彼は先が細くカーブした金テコのようなものを工具ポーチから選び出すと、しゃがみ込んで鍵穴にそれを差し込んだ。

　白い手袋の指先を器用に細かく動かしていたかと思うと、眼鏡めがねを輝かせ、工具を抜く。

　ものの一分もかからず、ピン！　というバネがはじける小気味いい音が中で響いた。

「開きましたよ」

　開け放した扉の奥には薄暗い空間が広がっていた。その薄暗がりの中に、チッチッチッという生き物の鳴き声のような、呼吸音のようなささやかな音が無数に響いている。

　いや、音が空間を埋め尽くしていると言ってもいい。少しの音の差が、それぞれの時計の差だ。

　大きな柱時計が壁際に支柱のごとく並び、中央に据えられた天文時計は天井を突き抜けんばかりにそこにある。赤い樫かしとガラス張りのショーケースが、広く長い部屋の中に川のように流れ、長いそのケースの中には整然と懐中時計と腕時計が並んでいる。

「腕時計のコレクションもある……これは珍しいですね」

〝時の魔王〟の信頼するギベオンが唸うなるほどだから、確かにすごいコレクションなのだろう。

「ラッセル時計。バルティエ……。この懐中時計は……ショーン・ロウ……」

　ラヴィ・ルウは首の黒い毛皮をゆっくりと撫でつけ、ショーケースの中を眺めながらぐるぐる歩き回っている。

「ラヴィ。物色はあとにして。君、鼻も利くでしょう。早く問題の鍵を探しなさい」

　ハーモマイアも、持参した懐中時計が昔飾ってあったとおぼしきショーケースを探し当て、その扉から引き出しまでさらってみる。が、なにもない。

　三人は、ちょっとした食堂ほどはある室内の、すべてのケースというケースを開け、引き出しを開け、懐中時計の鍵を探す。

「どうしよう。ないわ。ここじゃないの？」

　探す場所がなくなって、三人が動きを止めた頃、ぴくんとラヴィ・ルウの金の巻き毛が跳ねた。

「───し！　誰か来る！　早く隠れて！」

　開け放していた扉を、ギベオンが音も立てず素早く閉めていく。そして、どこに隠れていいのかわからないまま立ち尽くすハーモマイアの腕を摑つかんで、壁際のショーケースの下に潜り込ませた。

　ガチャリとノブの捻ひねられる音がして、扉が開いた。誰か人が入ってくる。

　ズボンと革靴だけが見えた。男だ。杖をついていないから、リチャードではない。

「鍵は……鍵はどこだ？　もうここにはないのか？」

　男はそう低い声で呟きながら、コレクションルームの中を歩き、昔、あの懐中時計が入っていたケースの前で足を止めた。そして諦めたのか無言で出て行ったようだった。

「なに？　まさか今の人も、あの鍵を探しているの？」

　先にショーケースの下から這はい出たギベオンが、ハーモマイアの手を引き出してくれた。

「ひとまず出ましょう。暗くなってきましたし、これ以上ここにいては色々と不都合が出る」

　ギベオンの言うとおりだった。もうハーモマイアには細かなものは見えにくく、かといって忍び込んでいる立場上ランプを灯すわけにはいかない。窓の外から、明かりを持ってうろつく人影が目撃されたら、もう二度とこの部屋に忍び込むチャンスは失われてしまうだろう。

　ハーモマイアは後ろ髪を引かれる思いでコレクションルームをあとにする。

「それにしても、他にもこのタイミングであの部屋のものを奪おうと画策する者がいようとはね。これは面倒なことになりそうです」

「そういえば、白ウサギさんは？　どこに？」

「彼は先に部屋から出ましたよ。さっきの男を尾行したのではないでしょうか。我々は一度一階の大広間に戻り様子を見ましょう」

　ハーモマイアとギベオンは、人目につかないように階段を下り、他の客でにぎわう大広間へと入った。

「ねえ、もしあのコレクションルームに、鍵が置いてないのだとしたらどうしよう」

　あそこで見つからないとなると、ハーモマイアは自分の身に起きるタイムリミットが気になってくる。

「あとはリチャード様のお部屋を探すしかないですね」

「頑固で怒りっぽくて横暴なリチャード様の部屋なんて、怖くて私は入りたくないけど……」

「ハーモマイアさん」

　大広間で他の貴族と一緒にいたマリアンヌが、ハーモマイアに声をかけてきた。

「マリアンヌさん」

「ハーモマイアさん、ちょっとこちらに来てくださる？」

「ええ」

　いつもなら、彼女を見ると卑屈な気分になりかける。でも、廊下の巨大な金飾りの鏡に映る今日の自分は、着飾った彼女にひけをとらない美しい金髪の立派な令嬢だ。

　ハーモマイアの手をひいて、広間の隅にきたマリアンヌは、厳しい口調で告げた。

「申し訳ないけれど、あの時計を返していただける？」

「え？　どうしてですか？　まだ鍵が見つからなくて、修理も……」

「ええ、それでかまわないわ。というのもね、大事な時計を預けるにはあなた方の時計店が怪しいと、チューダーが忠告してきたのよ」

　マリアンヌは他者を威圧するような青灰の大きな目で、ハーモマイアを見つめてくる。

「調べたら、ハルの街に、あなた方が言っていた時計店はなかったそうなの。あなた方、私に噓を言ったのね？　もしかしたら貴族でもないんじゃなくて？」

　ハーモマイアは凍りつく。

　今、ここで貴族を騙かたったというレッテルを貼られて館を追い出されたら、もうここに鍵を探しに来ることはほぼ不可能だ。カリストルを助けられない。

　ハーモマイアは隣のギベオンの顔を窺う。彼は動揺も見せずにシャンパンを飲んでいるし、こんな状況というのにラヴィ・ルウはまだいない。

　大広間の向こうではリチャードが杖をつきながら現れて、今夜の宴を祝う言葉を口にしている。

　白い髪、白い口くち髭ひげを長く伸ばし、やせぎすの男。その性格を表しているように気むずかしげな口元は口角が下がり、太い餓眉は怒っているかのようにつり上がっている。

　その性格が災いして、息子のクリスとも、嫁であるマーガレットとも折り合いが悪いのだ。

　この場にクリスも見当たらないところを見ると、もしかしたらクリスはマリアンヌとカリストルの婚約に反対なのだろうか。

　リチャードの乾杯で会場がわっと沸き、正式に晩餐会が始まった。

　いつしか大理石の床が見えないほどの人混みになっていた大広間には、美お味いしそうな料理がそこかしこのテーブルに置かれ、いい香りを放っている。

　シャンパンをトレーに載せた白服のボーイが、客人たちの間を泳ぐように行き交っている。

「マリアンヌさん。今のお言葉はあまりにも失礼……ですわ。時計店は確かにあったわ。調べ方がお悪いのよ。それに私はれっきとした貴族ですから」

「本当に？」

　マリアンヌの横にチューダーが立っていた。

「まあ、ラヴィ・ルウ男爵というのも昨年の紳士録にはお名前が載ってないようですので、今、さらに念入りに調べさせていただいていますが、爵位の詐さ称しようは重罪ですよ。そのような人物にあの時計は預けられない」

　チューダーが、いまだ鋭い疑惑の視線を向けてくる。

　ハーモマイアたちの周囲に、何事かと人が集まり始める。

「私……は、貴族だわ」

　ハーモマイアの唇が震える。どうしたらいいかわからない。

　ここでこの男にバラされたら、カリストルを助ける望みが絶たれてしまう。

「私は……」

「彼女はこの私の姪めいだよ。失礼な振る舞いはやめてくれないか」

　低く、だが周囲を威圧するような声がチューダーの背後から響いた。

（え……）

「到着が遅くなってすまなかったな。ハーモマイア」

　男らしい声がかかって、ハーモマイアとマリアンヌを取り囲んでいた野次馬的な貴族たちの輪が壊れた。

　目元に黒いマスクをした、黒づくめの男が現れた。その圧倒的な威圧感に貴族たちは注目し、何者なのかと囁ささやき合う。

　撫でつけられた青銀の髪は、うなじで黒いベルベットリボンで結わかれ、首元の白いタイを留めているピンは巨大なエメラルドの宝石。差し出してきた指先には巨大なダイヤの指輪が輝き、ベストのボタンには金の鎖が覗いている。懐中時計のアルバートだ。その鎖の先にもチャームとして巨大な一粒のダイヤがぶら下がっているのだ。

　どの宝石も親指以上はありそうな大きさだから、偽物じゃないだろうかという疑念を抱くのだが、本物のエメラルドやダイヤであることは間違いない。

　宝石はチャームに留まらず、手指のいくつかにも、タイピンにも、燦さん然ぜんと輝いている。派手すぎるように思える大粒の宝石を身につけながらも、男は洗練された風ふ情ぜいだ。

　とてもスリムな体型なのだが、その所作がひときわ優雅で上品だから、これだけ着飾った大勢の貴族が集まっている広間の中でも、注目を一身に浴びることになる。

「どちらの方ですの？　今までどのパーティーでもあのように素敵な殿方のお姿は、拝見したことがないように思えますけど」

「ええ、本当に。他国からいらした方かしら。アーカイン家は顔が広いから」

「素敵ですわね。あの仮面がまた魅力的……」

　女性たちが、頰ほおを染めて褒めちぎる一方、男性たちは面白くないらしい。おおっぴらにけなし始める。

「バカな格好だな。仮面舞踏会はあさってで、今夜ではないだろう」

「ああ。しかもあんな若さで財を成したのだとしたら、ろくな商売じゃないだろうしな」

　悔し紛れに囁き合うが、黒マントに仮面をつけた本人はまったく意に介していないようだ。

「ああ、初めましてマリアンヌ・スイズル嬢。このたびはお誘いいただきありがとうございました。クラウド・タイム・シュヴァルと申します。事業の忙しさと生来の出不精のため、なかなかこのような華やかな場に出てこられず、今回もお断りせざるを得ないかと思いましたが、間に合ってよかった。このような素晴らしいパーティーにお招き頂き限りなき光栄」

　威風堂々たるクラウドは優雅に手を回して一礼した。

「私の身元も疑わしくば、どうぞお調べを。二百年ほど前に同じ名の先祖もいた、由緒正しき家系ですよ」

「初めまして、クラウド様……。いえ、私はお客様を疑うようなことは……。ハーモマイア様にはとんだ失礼をいたしましたわ。申し訳ありません」

　マリアンヌはクラウドの登場で取って返したように平謝りだ。

　チューダーも分が悪そうに一礼して、慌てて円柱の陰で名鑑をめくっている。

「これはこれはクラウド伯爵」

　マリアンヌが突然現れたクラウドを本物の貴族なのか迷い、決めかねているとき、白髪頭で恰かつ幅ぷくのいい老紳士が割り込んでくる。彼はいかにも金持ちそうで、手には十を超える指輪、アルバートにも宝石をジャラリとつけている。

　そしてクラウドに手を差し伸べて握手すると、嬉しそうに笑った。

「城中にこもりがちのあなたが、晴れやかなパーティーに来るなんてのはいつぶりかな」

「アフリカのダイヤモンド鉱山とインドのルビー鉱山の入札を競ったとき以来ですか」

「あのときは連敗してしまったが、今度は負けませんよ」

「お手柔らかに、クールベ卿」

　この会話を聞いていれば、誰もクラウドを偽の貴族だなどと思わない。そして同行者であるハーモマイアも、ラヴィ・ルウも、それなりの貴族であるに違いないと思うだろう。

　クールベ卿と簡単ながらも豪快な挨あい拶さつをかわし、別れたクラウドは、啞然としている周囲の視線をものともせずにハーモマイアに手を差し出した。

「さあ、ハーモマイア。美しき我が愛しの君。待たせたね」

〝美しき我が愛しの君〟───。

　なんて耳当たりのいい言葉だろう。

　優しさと気遣いに溢れた言葉。これがあのつっけんどんで愛想のない、クラウドだろうか。それともクラウドの外見を取り繕つくろった他の人物？　魔法で現した替え玉？　そうかもしれない。だって、彼はあの城から出られないと言ったのだ。彼だけでなくギベオンもそれを認めていた。

「さあ、手を取りたまえ」

　紳士的に促すが、だが、それはしっかりとそうするべきだと命じている声。

　仮面の奥の瞳からもその命令が感じ取れる。

「──クラウド……様？」

「一曲踊ってくれないか？　ハーモマイア」

　周囲はひとまず空腹を満たし、歓談に花を咲かせていた貴族たちが、広間の中央に集まりだし、オーケストラに合わせて軽く踊り始めている。

「あなた本物のクラウド様？　どうしてここに？　お城から出られないんじゃ……」

「そんなことはあとだ。おまえを助けにきたんだぞ」

「ちょ、ちょっと待ってください！　私、あなたの姪のふりをするんですよね!?　姪にこんなふうにダンスを誘う人なんて、いません……っ」

「ここにいる。それでいいんだ」

「よくないですってば！」

「私がいいと言えばいい。命令だぞ」

　クラウドとちっとも話が嚙み合わない。

　クラウドはハーモマイアの手を引きながら、広間の中央に連れ出すと、手にしていたシャンパングラスをボーイに渡し、ハーモマイアの唇にシャンパンの中にあったサクランボを差し入れてくる。

　甘くて少しぴりっとした、大人の味のサクランボだ。

　大粒のそれを口の中で転がして味わう間、ハーモマイアは自然と口を閉じることになった。

「あの」

「踊りながら、うるさいチューダーとマリアンヌから逃げるぞ。さあ」

　素早く唇に唇を重ねて、ハーモマイアの〝なぜ〟と〝あの〟を封じ込める。

　やはり彼の突然の登場は、ハーモマイアを正体がばれる危機から遠ざけるためだったのだ。

「でも、私ダンスは本当に一度もしたことがなくて……」

　おずおずとハーモマイアが差し出した手を、クラウドは優しく、力強く取り、自らの身体に引き寄せる。

　彼の息づかいを感じるほど近い距離。

　見上げる仮面の下から覗く群青の瞳は、やはりクラウドのものだ。

　これほど鮮やかで深みのあるアイリス色の瞳を、ハーモマイアは彼以外に見たことがないからだ。

「任せたまえ」

　クラウドは小声で告げて、もうハーモマイアの腕を高く上げ、くるくると左回りにリードしている。

　踊れない。それは本当だ。言葉遣いは、貴族の館に出入りしていたから、気をつければなんとかなる。マナーも然しかり。でも今まで村祭りの荒っぽい踊りしかしたことのないハーモマイアは、一度もこんなふうに大広間で、貴族たちの衆しゆう人じん環かん視しで踊ったことなどないのだ。

（う……そ……噓だわ。こんなの……）

　ステップを踏むたび、足を床に滑らせるたび、ふんわりと膨らんだ幾重にも重なるドレスの裾すそを、何度も踏みつけそうになる。

　だがつまずきそうになると、クラウドがさりげなく回転する速度を調節したり、脇に腕を添えてくれたりして、より華麗に優雅に踊らせてくれる。見事にフォローして支えてくれるのだ。

　くるくると回転しながら、知らず大広間の中央に進み出ている自分の姿に、信じられない思いが募る。

（これが私？　ダンスもやればできる少女だったっていうことなの？　それともこうして踊っている私自身も、クラウド様の魔法が作り上げたものなのかしら）

　わからない。どこからが魔法で、どこまでが自身の素質なのか。

　とにかく、この大広間中が今ハーモマイアとクラウドに目を惹ひきつけられており、マリアンヌもチューダーもすっかり蚊か帳やの外だった。

　マリアンヌは扇をきつく握り締めながら、ハーモマイアを燃えるような視線で見つめる。

　手袋をはめていなければ、その指先まで真っ赤に染まっているのがすぐにわかってしまっただろう。そしてそんな彼女を、チューダーが思惑ありげな視線でじっと見つめていた。

「あの、ねえ、もういいんじゃないかしら」

「何がだ？　我が花嫁」

「こうして踊ること」

「まさか。これから別の曲も流れる」

「どうしてわかるの」

「そういうものだ」

「〝そういうもの〟ってどうして知ってるの？　だって、クラウド様はあの城から出られないんでしょ？　どうして」

　彼が、あの城に貴族たちを呼んでパーティーを開いているとも思えない。でもさっき、他の男と親しげに話していた。

「〝時〟に制限があるから出ないだけだ」

「制限？」

「おまえの魔法の失効時間と同じく、私もあの城から離れるには刻限がある。それを超えるとまずいから、極力外には出ないことにしているのだ。ああ、もうしばらくで切れる」

　彼が周囲には聞き取られないような囁き声で言う。

　オーケストラの演奏が変わった。それまでの豪華で華麗なワルツから、もっとシックなムードの曲になる。柔らかなしっとりとした踊りの場へと、空気が一変した。

　ハーモマイアの腕はいっそう近く引き寄せられ、頰がクラウドの胸に密着させられる。

　ドキドキする。その胸の鼓動を彼には気づかれたくなくて、ハーモマイアはできるだけ身を離そうと力を込めるが、クラウドの力にはかなわない。

　背の高い彼の胸元に頰を寄せ、両手を合わせ、片方の手を広間を華麗に可憐に舞うため白鳥の首のようにすんなりと伸ばし、彼のリードに合わせて踊り続けるしかない。

　周囲の雑音はもう聞こえなかった。

　ただ、踊りの上手な貴族の令嬢として振る舞うだけ。

　そして窮きゆう地ちを救ってくれたクラウドに恥をかかせないよう、自分とドレスを最高に美しく見せられるよう、願うだけだ。

　その願いが通じたのか、ハーモマイアはいつしか自身心のぎこちなさが緩んで、溶けていくように感じていた。きっと綺麗に踊れている。だって、私が心地よくなっているもの。周囲は美しいカップルの柔らかな甘いステップに感嘆し、賞賛の声がちらほらと聞こえてくる。

「あの……クラウド様。実は……コレクションルームに鍵が見つからなくて。多分あそこにはないと思うんです。なので……」

「〝次はリチャードの部屋を調べるつもりだ〟。そうだろう？」

「え、ええ。どうしてそれを……」

「私はおまえのことはお見通しだ。おまえが思っている以上に、おまえのことは知っている」

「え？　どうして……」

　ハーモマイアがクラウドの顔を見上げようとしたとき、ぐうう、とお腹が鳴った。

「あ」

　最初は何の音か分からなかったハーモマイアだが、たて続けに同じ音がお腹の辺りで響き、それが空腹を訴えている自分のお腹が発したものだと気づく。

　恥ずかしさで俯うつむいたとき、曲が変わった。美しく物哀しい、ピアノ曲になったのだ。これぞ、男女が静かに頰を寄せ合って、たゆたうように踊るべき調べ。

「こ、この曲……なんていう曲でした？　私、なんだか懐かしく感じます。知っている曲だわ」

　なのにクラウドは微妙に顔をしかめた。

「〝別れの曲〟だ。有名だろう。知らないのか？」

「〝別れの曲〟？」

「……そろそろ休むか。疲れただろう」

　クラウドは、ハーモマイアの問いが聞こえなかったのか、答えず、壁際に視線を向ける。

「だ、大丈夫です」

「気を使うな。おまえは、初めて踊ったにしては十分によくやった。美しかったぞ」

　二人はいつしか踊りながら広間の中央から外れ、人の波を抜け、壁際へと抜けていた。

　ハーモマイアは、改めてクラウドを見上げる。こうして腕を取られ、肌が接するほど近くにいると、本当に背が高く、凜り々りしい姿をしているのだと実感する。

　出会いが出会いだったから、彼にはつい恐怖心と警戒心を抱いてしまうのだが、彼が不思議な力を使える〝時の魔王〟だからこそ助けに来てもらえたのだ。

　それに比べて、自分はなんて非力なのだろう。

　二人は踊りの余よ韻いんを残しながら、滑るように大広間を出てホールへと抜けた。

　ハーモマイアが、荒い息をして、今にもへたり込みそうだったためか、クラウドが一人どこかへ行こうとする。

「あ、あの……？　時間ですか？」

「──いや、まだだ。飲み物を取ってくる」

「私でしたら大丈夫ですから！　そんなコトさせたら私ラヴィ・ルウに殺されます」

　クラウドは常に周囲にかしずかれるべき一城の主だ。自分は本当ならただのお針子で、こんなところにいていい身分じゃない。無論、クラウドに食べ物を運ばせるなどもってのほかだ。

　突然、花嫁になれと言われたのだって、やはりラヴィ・ルウやギベオンいわく、〝生け贄〟か〝使用人〟のつもりだろうという、その言葉のほうが信しん憑ぴよう性せいがあるし、どこか安心できる。自分は誰かの花嫁に選ばれるような器量も才能も、可愛げもないとわかってるから、優しくされると戸惑ってしまう。困ってしまうのだ。

　だが、ハーモマイアが止める隙もなくクラウドは人混みをすり抜け、料理人がサーブしている前菜のテーブルに行くと、すぐ白磁の皿に美しいカナッペなどをいくつも載せて戻ってきた。

「す、すみません……は……花嫁として……私がやらなきゃいけないのに……」

「どうした？　薬が切れたのか？　いつもはもっとずうずうしくて高飛車だろう。不気味だぞ」

「不気味!?　高飛車？　そこまで言うのは失礼すぎるわ。それはあなたのことだと思います！」

　つい声が高まって、ハーモマイアは慌てて口を押さえた。

　だが、口を押さえるより先に、クラウドの突き出したカモのペーストとパセリの載ったカナッペが差し込まれていて、結局それを飲み込むまでハーモマイアはそれ以上口を開くことはできなかった。

「口にものを入れているうちは開くな。食べながら喋しやべるな。飲むな、笑うなよ。下品だからな。下町のお針子風情ではそういうマナーは習ってはいないのだろう？」

　紳士的で親切な人かと思えば、いちいち気に触る言い方をする。

「廊下も走るな。特にこんな豪華な膨らんだドレスを着てキャノティエをつけているときはな」

　正論だから、反論はしないでおく。

　いくら踊っていないとはいえ、クラウドはとても目立つ存在で、こうして壁際で話しているだけで貴婦人方の視線が突き刺さるようだ。

　ハーモマイアは、ここに来てから何も口にしていなかったことを改めて思い出して、今しばらくは運ばれてきた皿を大人しくいただくことにした。

　まだまだこれから懐中時計の鍵を探し回ることになるのだから。

「──おい。私が持ってきたとはいえ、よく喰うな」

『あなたが私のために持ってきてくれたから、残さずに食べているんですけど』

　そう言いたかったが、むっとしたからあえて言わない。

「魔王様もいかがですか？」

「クラウドでいいと言っただろう。それに〝時の〟が抜けている」

　クラウドは〝時の〟に強いこだわりを見せる。

「それにおまえは我が花嫁になる身。男は対になる女性に優しく尽くしてやるものらしいしな。十年ぶりのパーティーは色々と勉強になる」

　クラウドのこういう的はずれな紳士的態度が、人を機械の動力にしてしまえる冷酷な部分とちぐはぐで、ハーモマイアにはうまく理解できない。

「仮面……」

「なんだ」

「仮面をつけて来てしまおうなんて、よく思えましたね。誰もつけていなかったのに。はずすのはいやなんですか？」

「なぜだ」

「私だって、クラウド様の素顔を拝見したいと思います。も、もしかしたらこのまま……あなたの花嫁になるのですし、夫の顔を知らない花嫁なんて」

　自分が何を言っているのかわからなくなった。

　このままクラウドの花嫁になるということは、金剛石の入手を諦めるということだ。

　そしてそれは、カリストルの命を諦めること。

（ううん。そうじゃないの。そんなつもりじゃなくて……ただの仮定よ。ほんの少しでもその確率はあるっていうだけの。そうよ）

「私の素顔や過去など、知ってどうする？　意味のないことだ」

「ずっと添い遂げるかもしれない相手の素顔や、年齢や、どのような過去を持っているかくらい、知る権利があると思います」

「今のおまえに権利などないから安心しろ」

「は？」

　あまりにも傍ぼう若じやく無ぶ人じんで暴力的な発言にハーモマイアは呆れて紫の目を見開いた。

「おまえがきちんと花嫁となり、この私と結婚すれば、初夜にはだいたいすべてがわかる。私のありのままの姿を見せてやれるからな」

　そういうことを聞きたかったわけじゃなかったハーモマイアは、むっとして吊り上げていた眉を困った表情にして、それから頰を真っ赤に染めた。

「そう言う意味なら、わ、わからなくて……結構です」

「そうか？　なかなか興味深いと思うのだが。〝時の魔王〟の肉体を知っていて損はないぞ。私の体のしくみは興味深いはずだからな」

「どういう意味ですか!?　こんな場所でそういうお話は……っ」

　小声でたしなめるが相手は全く意に介さない。

　いつものハーモマイアだったら、ここで失神するところだ。

「おまえ、顔が赤いがどうした？　ワインを飲みすぎたのか」

「違います！　これからまだリチャード様のお部屋にも行かないといけないのに。あ、あの、クラウド様のお力で鍵を探していただくのは無理ですか？」

「ああ、無理だ。私にはもう時間がない」

「そんな……！」

「今日はおまえの危機を助けられたのだから、私としては満足だ」

　喧けん嘩か腰ごしになりかけていたハーモマイアは、クラウドの物静かな口調に言葉を吞んだ。顔を改めて見上げれば、そこには仮面の奥から、親しみさえ帯びた、湖面のような穏やかな瞳も覗く。

（わけわからないわ。この人……）

　ハーモマイアが自分なりの分析をし、好評価をしようとすると、すぐ真逆のことをしてくれる。そこで彼に対する信頼も評価もぐるっと覆くつがえされてしまうのだ。

（信用していいのか。頼っていいのか。そうじゃないのか……）

「クラウド様！　まさかこのような場所で、クラウド様の麗うるわしいお姿を拝見できようとは！」

　突如クラウドに駆け寄り、抱きついてきたのは、ラヴィ・ルウだ。

　年がいもなく愛らしさと人なつこさをアピールする青年は、クラウドが抵抗しないのをいいことに抱ほう擁ようの時間を満喫している。

「ラヴィ・ルウ。酒を飲んだからには、ちゃんとご夫人方から情報を得られたんだろうな」

「もちろんですよ。いいことを聞きました」

「話してみろ」

「リチャード卿の一番大事なコレクションは、別の場所にあるらしいです。最近何者かがコレクションルームに侵入したらしく、警戒したリチャード卿はいくつかのコレクションをそこに移したとか。場所まではわからないそうですが、多分、ご自身の部屋じゃないかって」

「〝多分〟？　あの侵入者を追っていったのかと思っていれば、女性とワインを飲んでいて。そんな薄い情報とは、がっかりですね」

　後からやって来たギベオンは銀に光る丸眼鏡を指先でちょっと上げ、呆れた表情をしてみせるが、それほど根に持っていないのはあきらかだ。

「あの男には巻かれたんだよ。あいつ、絶対この館にくわしいと思う。それで、もう一晩かければ、もっと上手に聞き出せるんだけどなあ。ねえ、クラウド様」

　ラヴィ・ルウは今度は妙に色っぽい目で懇願している。

「もしちゃんと鍵が見つかった暁には、時計の内部をばらして直すのはギベオンだ。遅くなるほどおまえの負担は大きくなるが、それでいいと言うのなら、私はかまわない」

　ギベオンが頷くのを見ると、クラウドは山吹色のシャンデリアから光の粒が舞い散る中、マントを颯さつ爽そうと翻ひるがえして踵きびすを返す。

「クラウド様。どちらへ？」

「部屋に行って休む。我が花嫁の部屋でいい。タイムリミット。もう限界だ」

「えっ!?　ちょっと待ってください。どうして私の部屋なんですか!?」

　思わず叫ぶハーモマイアの声など聞こえないかのように階段を上がり、左翼の三階へ迷うことなく上がっていくクラウドは、やはりこの館中の鏡からも状況を観察していたのだろうか。

「毛娘をクラウド様と一緒の部屋に!?　そんなのダメだ。だってそれじゃバレてしまう！　クラウド様の秘密が……」

「構わない。私と結婚し、あの城でずっと共に暮らす花嫁だ。本当は初夜まで待つつもりだったが、今夜我が肉体を見ておくのもいいだろう。夫婦時計を交わした仲でもあることだしな」

「──そ、そうですよね」

　クラウドの言葉にラヴィ・ルウがあっさりと同意して、ハーモマイアは冷や汗ものだ。

（うそ……うそでしょ？）

「あの、メイドに言って、クラウド様のお部屋をすぐ用意させましょうよ。そのほうが絶対に……！」

「いや、いい。面倒だ。かまわない。数時間どこかで動きを止めるだけでいいのだから」

　クラウドは廊下を歩いてすぐハーモマイアの部屋を当て、そして扉を開いて入っていく。

　焦るのはハーモマイアだ。

「あの、でもベッドは一つしかありませんよ？」

「当然、毛娘がソファ。クラウド様がベッドで寝るだろ」

　ラヴィ・ルウは、二人が同じ部屋で寝ることには渋々同意したものの、そのへんの仕切りには鼻息が荒い。

「それはいいけど」

「ベッドには天てん蓋がいもカーテンもあるんですから大丈夫ですよ。寝顔は見られずに済みます」

　繊細な心の持ち主であるギベオンも、案外的はずれだ。血のつながらない男女が部屋と一夜を共にする場合、寝顔よりもっと重大なことがある気がする。

「ラヴィ・ルウはこれからが本番なんだろう。早く行け。明日、成果を楽しみにしている。なんだったら一人で鍵を手に入れていてもいいからな。早すぎて悪いことなど何もない。ただ遅刻は厳禁だ。厳しく罰せられるからそのつもりで」

「──はい。クラウド様」

　クラウドに冷たく言われ、ラヴィ・ルウは死にそうな顔で部屋から飛び出していく。

（あれ？　そういえば……）

「どうかしましたか？　クラウド様はああ見えてお優しい方ですから大丈夫。恐いことも痛いこともありませんよ」

　ギベオンが不審そうなハーモマイアに気がついて訊きいてくる。

「そ、そうじゃなくて、ラヴィ・ルウのクロヒョウの毛皮。コレクションルームでは巻いてたでしょ？　今はなかったから、どこかで落としてしまったんじゃない？」

「いえ。それは大丈夫です」

　即答だった。

「そうなの？」

「ええ。あなたは案外色々気がつく繊細な方ですね」

「そうでもないわ。子供の頃からレスマイアに、不器用で大ざっぱで何もできない上に気が利かないって怒られてばかりだったもの」

「大丈夫です。あなたはあのクラウド様に選ばれたのですよ」

　ギベオンは、ちょっと微笑ほほえんでから背を向けた。

「では、お休みなさい」

「そうね。ありがとう」

　できれば、二人きりの部屋には戻りたくない。それで戸口で話し込んでいたのだが、この扉を閉めればもうそこにはクラウドとハーモマイア二人きりだ。

「花嫁。うるさいぞ、早く閉めろ。もう寝るぞ」

　あと十センチが閉めきれず躊ちゆう躇ちよするハーモマイアの背後で、怒ったようなぞんざいな声。

　もう眠いのか疲れたのか、そんな声だ。

　館でのハーモマイアたちのピンチを知って急いで駆けつけてきて、そしてひとしきりあのきらびやかな広間でダンスを踊っていたのだから、普段薄暗がりの城の中にしかいず、しかも大勢の人との接触もない引きこもりの魔王様には厳しい一日だっただろう。

　ハーモマイアは仕方なく、覚悟を決めて扉を閉めた。

　その音が妙に大きく感じられて、泣きそうになる。

　振り返って部屋の中を見れば、クラウドはもうベッドにだらりと横になっていた。マントもつけたまま、靴も履いたまま、服も着たままだし、あめ玉のように大きな指輪もすべてはめっぱなし。もちろん仮面もつけっぱなしだ。

「あのおおお……。マントとか服とか脱いだ方がよろしいのでは？　堅かた苦くるしいと眠りに悪魔が出てきます」

「眠りに悪魔が出るのより、動く方が面倒だ……いい」

「せめてマントくらい……あと靴と……仮面……顔に食い込みますよ。跡がつきます」

「───いい。食い込むくらいが……気持ちいい」

　そんなことってあるだろうか。言い逃のがれにしか聞こえない。

「お顔を洗いませんと、あと歯も磨きませんと虫歯になりますよ」

「───虫は……それほど好きではないが飼ってやらないこともない」

　虫歯の虫は飼わないほうがいいと思う。

「お風呂……とかも、どうしましょうか」

　段々と面倒くさくなって、ハーモマイアは部屋の中に踏み込んだ。ソファの横に外したキャノティエを置き、靴を脱いで裸足になり、そんなふうに身から外したものを次々と置いていく。

「バスルーム……」

「──おまえと……一緒でいい。私はこのまま休むから……おまえが好きなように使えばいい」

「一緒はちょっと困りますけど……その様子ではお使いになりそうにないですね」

「いちいちいちいち細かいことにうるさすぎるぞ。娘。また私に口を塞がれたいか？　そうなのか？」

「───っ」

　恥ずかしさで全身が真っ赤に染まった。

（そういえば、最初のときはのるかそるかの事態だったから忘れるように努めてたけど、あれって私の初めてのキスだったわよね。さっきもまたキスしちゃったんだ……魔王様と……）

「クラウド様？　では私が先にバスルームを使わせていただきますよ」

「───」

　返事はもうない。ベッドの上からすぐに寝息が聞こえてきた。

　美しい銀の髪がベッドの上でクシャクシャになっている。

　仮面を外してみたい気持ちが湧き上がったが、ぐるっとベッドを回り込んで、彼の顔のほうを覗き込むと、マントで全身を覆ってしまっていて、頭さえ見ることができなかった。

「まあ、いいか……タイムリミットっていってもクラウド様の場合、あの美しい外見は変わらないのね」

　本人が隠す秘密をこっそり見るのはマナー違反だ。彼の体に布団をそっとかけてやった。

　ハーモマイアはドレスを脱ぎ落としながらバスルームの湯を張った。

　クラウドは、この館の鏡からも好きな場所を観察することができるのだろうか。さっきも迷うことなくこの部屋にたどりついた。そして、広間でピンチに陥っていたハーモマイアを助けに飛んでくるのは、状況を知っていなければ無理だ。

「───クラウド様。また鏡の中から私たちを覗いてましたか？」

　バスルームにかけてある金縁の鏡を見ながら問いかけてみる。

「───」

　返事はない。反応もない。

　ハーモマイアはクラウドがぐっすり寝入って動かないのを確認してからバスタブに浸った。

　白く清潔なバスルームに湯気が踊る。

　浴槽用の粉石けんを入れてあったから、金の猫足のついた陶器のバスタブは、真っ白なシャボンが埋め尽くしている。

　首まで浸かり、足を投げ出して、ほっと息をつく。薔薇の甘い香りに包まれて、今日の疲れが一気に出てきた。

　慣れないヒールの靴でずっと歩いたり走ったりダンスをしたりで、足ももうぼろぼろだ。

（疲れた……）

　でも、まだ仕事はまったく終わっていない。何も前進していない。カリストルの命は今もあの〝時の間〟で刻々と削られているだろう。

「カリストル……あそこにいたら、マリアンヌさんと……婚約発表だってできないのに……ごめんね。私、まだ何もできてない……」

　小さく呟つぶやくと、口の中に泡が入り込んでくる。

「にが……」

　咳き込んで、そしてまたいっそう深くバスタブに身を沈めた。
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　メロディーが聞こえてくる。

「……ハーモ……マイア……」

　誰かが呼ぶ声がする。

「おい」

（あのメロディー。聞いたことがある。なんだっけ……哀かなしげなピアノの音。ううん、あれはピアノじゃなくて……オルゴール……？）

「おい」

　はっとして気がついた。それと同時にぶるっと全身が震える。なぜこんなに寒いのかわからない。そして金色の髪は燃えるような赤毛に戻って見える。

「あ……？　どう……して……？」

　ハーモマイアは慌ててバスタブから立ち上がり、そこにある鏡に自らを映し込む。

（やっぱり……戻ってる……！）

　寝ぼけているせいでも、ロウソクの光の加減でも見間違いでもなかった。そこに映るのは魔法をかけてもらう前の、赤毛でそばかすがあって、どこか冴えないやせぎすの少女だ。とても貴族の令嬢には見えない、貧相な少女。

（戻っちゃった。戻っちゃった。ここってまだあの館よね？　まだ鍵も見つかってないはずよね？）

「どうしよう……」

「おい。開けろ」

　バスルームの外から激しいノックの音が聞こえてくる。声はもちろんクラウドだ。ロウソクの丈がずいぶん短くなっていた。お湯はすっかり冷えきって水になっている。どうりで寒かったわけだ。

「───ど、どうしよう……」

「おい。開けろよ。命令だ」

「い……いやです」

「なぜだ？　ここのバスルームは共同で使うと約束しただろ」

「そ、そんな約束していません」

「したさ」

「し、してません」

「使いたいんだ。入れろ」

「い、いやです。我慢してください」

「───おい。なぜおまえが一晩中その空間を我がものにして私が我慢しなければならないんだ？　不公平だぞ」

「と、隣のラヴィ・ルウのところで借りてくださいっ」

「あいつはまだ自分の部屋に戻ってない」

「じゃ……じゃあ、なおさら勝手に入って使うのにもってこいじゃないですか」

「ここのほうがいい。近い。部屋から出ずに済むのとそうでないのとは差が大きい」

　クラウドはこういうことになると案外細かい。

「おい。どうしたんだ？　おかしいぞ」

「───どうもしていませんてば。早くもう一度眠りについてください」

　ハーモマイアはドレスをベッドルームに全部脱いできてしまったことを激しく後悔する。

　鏡の中の自分を改めて見れば。チビでがりがりのさえない赤毛娘だ。

　まだまだこの館で鍵を探し続けなくてはいけない。それにカリストルのために金こん剛ごう石せきを集めなくてはいけないのに、この姿では泣きたくなってくる。

（それにもしかして……）

　絶対、性格を変える薬のほうもタイムリミットがきているのだろう。

　今またおどおどして引っ込み思案な赤毛の少女に戻ったら、マリアンヌやチューダーの前に出ることすらできなくなる。

「おい！」

　小さな鍵が弾け飛び、扉が荒々しく開いた。

「いや！　入って来ないで、私を見ないで！」

　冷たい水の中に深々と浸り、俯うつむいて、今にも窒ちつ息そくしてしまいそうなハーモマイアをいつの間にか強引に押し入ったクラウドが摑つかんで引き起こす。

「おい。水死してるんじゃないだろうな。いや、今まで大声で喋っていたか」

「───」

　ハーモマイアはできるだけ身を小さくして、顔を俯ける。

「風呂というのは温かいものだと思っていたが、冷たい水に浸かるのが、今の人間たちの流行か？」

「───ち……違うと思います。間違った認識はしないほうがいいと思います……」

「ハーモマイア。どうした？　具合が悪いか？　腹が減ったのか？　そうなのか」

　どうしてこの状況を見てそんなふうに心配できるのか。でもあのぞんざいで他人に対して興味も抱かない、人間の命を機械の餌にして当然と考える時の魔王にしては、これは大変人間的な優しさと受け取るべきなのかもしれない。

「お……お腹は減ってません」

「本当か？」

「本当です。なので用事が済んだらベッドルームに戻ってください」

「おまえはよく噓をつくから始末が悪い」

「う……噓じゃないです。もう少ししたら、ここから出ますから、先にベッドに戻っててください」

「ああ、そうだな。それがいい」

　クラウドはハーモマイアの肩からそっと手を外し、そして立ち去るのかと思った。

　だが彼はハーモマイアの涙が落ちる頰をそっと掌てのひらで覆ったのだ。

「な」

「なんで泣く？」

「わ……私泣いてなんか……」

「これは涙というものだろう？　それくらい私が引きこもりでもわかる」

「た……立てないので、放して」

「立ちたいのか」

「た……立ちたいです。だってここからだっていつかは出ないといけないし、あなたも用を足したいんでしょ」

「ああ、そうだな。だが私の用は……今足したから急がなくていい」

　ハーモマイアの顔をそっと指先で仰あお向むけると、クラウドはハーモマイアの涙を唇で吸い取ってやった。

　一粒一粒ぽろぽろとこぼれる涙を、ゆっくりと優しく、甘く唇で受けとめていく。
















　その指先も唇も、以前よりはほんの少し温かい気がした。

　もしかしたら、今冷水に浸かっているから、そう感じただけかもしれないが。

「───どうだ？　立ちたかったら、支えてやるぞ。濡れた陶器は案外滑りやすい」

　クラウドは、驚きすぎてすっかり涙も止まったハーモマイアの胸元に、今度は指を滑らせてくる。

「きゃ」

　くすぐったくて悲鳴を上げて身を捩よじった。

「なんだ？　どうした」

「く……くすぐったいです！　触らないで」

「支えてやろうとしただけだぞ。面倒な奴だな」

「くすぐったいんですってば！　クラウド様はくすぐったいとか思わないんですか？」

　クラウドは背後でマントを開いたようだ。

「ためしてみるか？」

「結構です……っ！　いいです！　やめて！　脱がないで！」

「まあ、笑ったからいいのか」

　はっとして、向こうに覗く鏡を見た。確かに、さっきまであれほど憂ゆう鬱うつだった気分は少し晴れやかになっている。

「泣くな。まだ諦めるには早いからな。ラヴィ・ルウがきっともっといい情報を持ってくる」

「諦めるって？」

「鍵のことだろう。鍵を見つけてあの時計を修理して返す。依頼主から金剛石を報酬として受け取る。それが叶いそうにないから泣いていたんじゃないのか？」

「ち……違います。まだそこまで諦めてません」

「そうなのか。では何を悲しんでいた？」

「き……気づかないんですか」

「何にだ」

「わ……私の魔法……かけていただいた魔法が……解けちゃってるんです」

「ああ、そうだな」

「そうだなって」

「およそ二十四時間で解けると言っただろ。忘れてたのか」

「わ……忘れてはいませんでした。でも、まだこの館で鍵を探さなくてはいけないのに、堂々と喋れない赤毛でそばかすのお針子のハーモマイアでは何もできません」

「何もできないとは思わないがな。この赤毛はすごく綺麗なニンジン色だ。美う味まそうな色だ。そばかすは色白だから目立つだけだろう」

「ニンジン色なんて最悪です！　〝美味そう〟だなんて言ったって、クラウド様、ニンジンなんて召し上がったことないくせに！」

「食ったことはある」

「え？」

「遠い昔だ。百年くらい昔だな。いや十年前にも一口くらい……」

「そうなんですか」

「ああ。そう嫌いな味じゃなかったと記憶している」

　そう言う表情が、ふと真面目で哀しそうに見えて、ハーモマイアは押し黙った。

「朝、部屋を出るときに、また魔法をかければいいことだろう」

「え」

「だめなのか？」

「か、かけていただけるんですか。魔法」

「ああ、当然おまえが望めばそのつもりだったが」

　クラウドのその素っ気なさが嬉しくも悔しかった。

「では出て着替えろ。昨日のドレスはもう消えてしまったからな」

　ハーモマイアは立ち上がろうとして愕がく然ぜんとした。

　泡がすっかり消えているのに気がついて、戦せん慄りつが走った。

　裸体だ。今、ハーモマイアはクラウドの前に肉のない裸体を晒さらしている。

「あ、あ、あ、あの……あの」

「どうした？　ああ、薬が切れて言語障害が復活したんだったな」

（そういう問題だけれどそういう問題じゃない）

「あの、ここから出て行って……く…くだ……さ」

　クラウドは珍しく飲み込みよくバスルームから出ていった。だがほっとして、胸を隠して押さえつけていた両腕を緩めた途端、またクラウドが入ってくる。

「これを飲め」

　薬を持ってきてくれたのだ。

「あの、そ、そこに……置い……」

　この人間の常識を超えた人物をなんとかしてほしい。

「なんだ？　違うのか？　いらないのか？　そうか、なら」

「あ、ち、違う……」

「ああ、もういい。うっとうしい。言語障害は自力で治す努力をしろよ」

　クラウドは小さな緑の小瓶を開けて自分で飲み干すように傾ける。

「あ……！」

　とっさに手を伸ばしたが時すでに遅し。液体はすべて彼の口の中に入ってしまった。

　啞あ然ぜんとして、バスタブの縁を両手で握り締めるハーモマイアは、だがすぐまたクラウドが近づいてきて顔を持ち上げるのに、何をしようとしているのかわからなかった。

「ん」

　クラウドの銀の髪が頰に滑る。彼の唇がハーモマイアのびっくりして半開きの唇に重なる。ぴったりと。

　そして彼の唇から液体が流れ込んできた。

　仰向けにされていて、そして不意打ちのように液体を流し込まれて、ハーモマイアは無防備にそれを飲み込む。

「んっ」

　前に飲んだ薬と同じような甘くて苦い強烈な味がした。

「やはり効く薬とは苦いものだな。どうだ？」

　唇を離して、クラウドはハーモマイアの変化をじっと見つめる。

　こんなときにも仮面をはずしていないのは少々場違いすぎて、おかしささえこみ上げてくる。

「どうだ？」

　ハーモマイアはせっかちに訊いてくるクラウドに、微笑ほほえんだ。

　この魔王様はちょっとおかしい。そしてやはり案外親切らしい。

「大丈夫そうです」

「それはよかった。では次はその髪とドレスだな。我が城の〝時の鏡〟では、現在・過去・未来を自在に見ることができる。今から一カ月後の都会では山やま吹ぶき色が流行のようだが、希望はあるか？」

「時の魔王様は、未来のことも分かるんですか……？　山吹色は、素敵ですね。ドレスの形は、他の貴族の人たちに負けないようにお洒落しやれで、いざというとき走って逃げられそうなもの」

「ああ、そうだな」

〝そんなものできるか〟とつっけんどんに怒られると思ったのに、クラウドは素っ気ないまでに簡単に承知した。

「大丈夫なんですか？」

「ああ、もちろんだ」

　疑わしい思いだったが、彼はハーモマイアの身体からだにバスタオルを巻き、水気を取ると、そのまま手にしていた王おう錫じやくを振った。

　消えかけのロウソクのほのかな明かりしかなかったバスルームに、金色の淡い光が放たれる。

　王錫の先端から光の粉がハーモマイアに降り注ぎ、くるくると螺ら旋せんを描いて全身を包み込む。

　ちらちらとした金の光がまばゆくて、きゅっと目をつむる。

　期待と不安でいっぱいだ。本当にまたあの魔法が効くのだろうか。そんなに何度もシンデレラにはなれないのではないか。もしかしたら大失敗するかもしれないし、魔法が効くのは一回きりというような魔術の掟おきてがあるかもしれない。

「どうだ？」

　クラウドの声に恐る恐る目を開けた。

「あ……」

　鏡に映っていたのは、もう赤毛でそばかすの浮いた、やせっぽちの少女ではなかった。

　金色の髪はツインテールでくるくると巻かれ、大きなオーガンジーのリボンが幾いく重えにもついている。

　ドレスもきらびやかすぎるほど豪奢なものだった。

　花の地模様入りの山吹色の生地で、コルセットのような形の胴部分。スカートはふんわりと薔ば薇らの花のように幾重にも生地が重なり合って、裾すそがちょっと絞られている。まさしく開きかけの薔薇の花の形そのものだ。

　そのドレスの上に光の角度で色が変化するシルクオーガンジーがふわりとかけられている。甘くて儚はかないお菓子のような、花咲く直前の蕾つぼみのような、素晴らしいドレスだった。

　首には黒いベルベットのチョーカー。赤い生花がつけられて、胸元まで雫しずくのように下がっている。

　手首には金の腕輪。足下には大きな山吹色のバックルがポイントとなっている尖とがった靴。

「とても素敵……」

「ああ、そうだな、ドレスはな」

「ええ、そうですね。ドレスは」

「似合うぞ」

　その言葉が一番嬉しい。

　さっきまで冷水に浸かって髪を濡らし、途方に暮れて独り泣いていたのが噓のように、ハーモマイアは今は鏡の前でくるりと回って全身を映している。

「それで満足か？　幸せか？」

「はい。ありがとうございます。これで、早く鍵を手に入れて沢山の金剛石を集められたら最高なんですけど」

「カリストルのためか？　奴は……おまえの初恋の相手か？」

「初恋……そうかもしれないし、そうじゃないかもしれません。でも彼は私と一緒にドレス屋を開こうって言ってくれた優しい友達です。だから、助けたいんです」

「そうか。おまえは昔から他人を助けるのが趣味なのか？」

「趣味じゃないです。どうしてですか？」

「いや、なんとなくそう思っただけだ」

　クラウドは真顔で言って仮面の下からハーモマイアをじっと見つめた。

　ハーモマイアはダンスの前にお相手の殿方に一度会え釈しやくをするように、ドレスを片方大きくつまんで姿勢正しく礼をした。

「おまえが幸せなら、それでいい。おまえが寒さで震えず、幸せに城で暮らすのなら、それがいい」

　クラウドは、また潑はつ溂らつとしたハーモマイアを見て意味深に呟いた。

（寒さで震えず、幸せに城で暮らす？　それって……なんだか……それって……）

　いつかどこかで聞いたことがある気がする。でも何だったかは思い出せない。

　クラウドがマントの裾を翻ひるがえしてバスルームを出ると、ノックの音が聞こえてくる。

「クラウド様。お目覚めですか」

　ラヴィ・ルウの声だ。

「ああ、入れ」

　鍵がかかっていないのだろうか。ラヴィ・ルウとギベオンが部屋の中に入ってきた。




　早朝の光が差し込む中、クラウドの姿を見てギベオンは、どことなく安あん堵どの表情を漂ただよわせた。

「お身体に異常はございませんか？　クラウド様」

「ああ、なんとかな」

（そういえば、クラウド様が〝時の城〟から外出できるタイムリミットは、約六十分だと言っていた。絶対にオーバーしているはずだけど、大丈夫だったのかしら。私がバスルームで寝てしまっている間に一度城に帰られたとか？　それとも……）

　ハーモマイアが彼を見ながらそんな心配をよぎらせているうちに、クラウドはギベオンに髪を整えさせ、うなじでリボンを結わえさせる。

「それで？　情報は入手できたのか？」

「はい。クラウド様。リチャード公爵が特別に気に入っている時計は、二十点ばかりご自身の部屋に持ち込んだそうです」

「自室か……」

「そのリチャード様ですが、昨夜から、旧友の貴族たちと街の賭と博ばく場じように出かけられたそうですから、もしかするとまだ戻っていない可能性もあります。今がよい機会かと」

「善は急げだ。今から行くぞ」

「はい。クラウド様」

　四人は、まだ召めし使つかいですら起きている者はまばらだという早い時間に、人気のない薄暗い廊下を歩く。

　全員が周囲に耳を澄ませながら歩き、長らく無言だったが、ラヴィ・ルウが我慢できないという風に隣を歩くハーモマイアに近寄ってきた。

「おい。毛娘。昨日の晩、クラウド様と同室で、何もなかっただろうな」

「ないわ」

「ちゃっかりまた新しい魔法のドレスを着せてもらってるしさ。なんか疑わしいな。それにどうせ寝ている間に赤毛に戻ったところをまた綺麗な金髪にしてもらったんだろ」

　ラヴィ・ルウは〝お見通しだぞ〟という表情で、ねめつけてくる。

「だって、そうじゃないと私……働けないもの。あの赤毛の姿ではマリアンヌさんと会えないし、チューダーさんとも会えないし」

「チューダーか。あいつもなんかインケンな奴だよな。うたぐり深そうだしさ」

　それは言えている。今ではもう、彼とマリアンヌに好意を抱けそうにない。

「そういえば、昨日のコレクションルームへの侵入者も我々と同じ鍵を狙っていそうでしたよね。さて、何者でしょう」

　冷静なギベオンにさらりと話題を変えられて不満げなラヴィ・ルウは、自分の懐中時計と、アルバートに下げてジャラジャラ言わせている宝石ばかりのチャームを弄いじりながら口を尖らす。

「何者でもいいわ。鍵は渡さない。だってカリストルの命がかかっているんだもの。マリアンヌさんにたくさんの金剛石を貰わなくちゃ」

「赤毛娘。お前のその報酬の金剛石って、どうやって採とるか知ってるのか？」

「依頼主に請求して、支払ってもらうんでしょう？　マリアンヌさんに」

「そうだけどさ、金剛石ってフツーのダイヤと違うんだぞ。それは、人間の……」

　ラヴィ・ルウが声を潜めて言いかけたとき、ギベオンが立ち止まった。リチャードの部屋の前に着いたのだ。左棟の最上階。時計のコレクションルームの真向かいの部屋だった。

　人ひと気けのない廊下を突き進み、正面にあるどっしりした赤茶色の扉がリチャードの部屋だ。

　その隣の扉は、中で続きの間となっている寝室だろう。

　ギベオンはすぐにぎっしりと小道具の詰まった七つ道具のポーチを取り出し、鍵穴の形状を見ながら一本の針金状の工具を取り出した。それを鈍く光る金の鍵穴に挿入すると、耳を近づけカチカチと音を確かめる。指先はその音を頼りに小刻みに動き、ほどなくカチャリと回された。

　鍵の内部でバネがはじける音が響く。鍵が開いたのだ。

　リチャードの豪華な私室は、暖炉の赤々と燃える色に染まり、そしてその薪まきのはぜる音以外、聞こえてくる物音もない。何者かがいる気配は全くなかった。

「クラウド様はこちらでお待ちください」

「ああ」

　ギベオンはクラウドを戸口すぐに待たせ、自分は手袋をキュッと締め、室内に突入する。

　クラウドの格好ほど、侵入し、動き回り、何かを探し出すのに不適切だと思うものはない。足下まで覆って広がるマントコートなんて、近くにいる人間だって躓つまずいて転びそうだ。

　ハーモマイアのドレスもなかなか動きにくいものだが、今は大きく膨らんだ裾は後ろで大バッスルになるよう、リボンでくくっていっそう可愛く動きやすくなっている。これも魔法で出してもらったドレスならではのデザインだ。

（私ももしお針子稼業に戻ったら、こんな素敵なドレスをもっともっと作りたい……）

　ハーモマイアは、呟きながら中に入る。中には誰もいなかったが、暖炉は赤々と燃えていて、ランプも煌こう々こうと灯されている。老人の部屋のことだ。夜明け近くの冷えを防ぐため、毎日暖めておくよう命じられているのだろう。おかげで中を捜索するのに不自由はない。

　机の引き出しを開け、周囲のキャビネットの扉も開け、その中の引き出しも開ける。

　ハーモマイアはともかく、ギベオンは本当に手際がよく、次々とそれらしい場所を開けては元通りに戻している。

「おい早く探せよ。毛娘。おまえの受けた仕事だろう。外見ばかり弄る魔法じゃなくて、もっと性格とか頭もよくしてもらえ。そして探し物の一つくらい、ひとりでびしっとわかるような勘をだな……」

　ラヴィ・ルウは、まだハーモマイアの新しいドレスがうらやましいのか、それとも敬愛するクラウドと一夜を過ごしたことを根に持っているのか、ぶつぶつ文句を連ねてくる。

　そしてギベオンは、リチャードの書斎机の上や引き出し、書棚周辺を丹念に探していたが、ややあって声を上げた。

「ここに隠し扉がありますよ」

　書棚の一本が動き、その奥に隠された扉を発見したのだ。

「すごいわ！　こんなところに隠し扉があるなんて。あなた、よくわかったわね」

　駆け寄りながら、扉の向こうを覗きかけたとき、ハーモマイアは、ギベオンが何かに耳を澄ませているのに気がついた。

「隣の続きの間に、何かいます」

「───そうだわ！　きっと犬がいる！　すごく大きなリチャード様の黒犬が、放し飼いで」

　扉を搔く爪の音。老公爵が狩りに出掛けるときに連れて歩いている大型犬が四頭いるのを思い出した。

「犬？　放し飼い？」

　ギベオンが眼鏡めがねの奥で生真面目な目を見開いたとき、扉が音を立てて開いた。驚くハーモマイアの前に巨大な黒い犬が次々飛び出してくる。

　ラヴィ・ルウなど、蒼白になって、我先にとリチャードの部屋から飛び出していく。

　まさしく〝脱だつ兎とのごとく〟とはこのことだ。

「待って！　待って！　私たち怪しくないの……！」

　ハーモマイアは潜めた声で必死に懇こん願がんするが、巨大な犬たちは敵を排除する金の目をギラギラさせ、鋭い牙を赤い口の中から尖らせる。侵入者は皆殺しにしていいと、常日頃リチャードに教え込まれている犬たちだ。怪しくないと言ったって通用するはずがない。

「逃げて！」

　ギベオンもハーモマイアも必死になって部屋から逃げ出す。

　かつて、館に入った泥棒を嚙み殺したという逸話を持つ獰どう猛もうな犬たちが、猛スピードでハーモマイアたちめがけて追ってくる。

　廊下を走りながら、どうしたって追いつかれるのではないかという恐怖にとらわれたとき、背後からひときわ大きな唸り声が近づいてきた。

　大理石の床を搔きながらジャンプする大きな犬の爪音。

（いや！　ダメ!!　追いつかれるっ）

　ドレスの裾に躓いて、ハーモマイアが床に思いきり転がった。

「ハーモマイア。避けろ！　しゃがめ！」

　冷静な声が響き、ハーモマイアの身体の上に黒い影が覆い被さる。

　その黒い影の向こうに真っ赤な口と真っ白な鋭い牙が見え、ハーモマイアは気が遠くなる。

　ハーモマイアの前に大きな黒い背中が見える。銀の髪が尾っぽのように激しく揺れる。

　黒いマントの男の手から、飛びかかってくる犬に向け、小さな光が投げられた。ハーモマイアはまぶしさに目をつむる。

「キャウン！」

　もうもうと煙が立ち上がる。一頭の犬が、その図ずう体たいと恐ろしい形ぎよう相そうに似合わない可愛らしい悲鳴を上げた。

　すぐそこの廊下で煙えん幕まくが張られたように向こうが見通せなくなった。犬たちはその煙幕の向こうで足止めを喰らい、そして鼻を頼りなげに鳴らして、それ以上追ってはこなかった。

「大丈夫か？」

　廊下に転がったままのハーモマイアをねぎらうようにクラウドが振り返った。

「え、え……なんとか」

　啞然とした。今の素早い動きはクラウドのものなのだろうか。普段ゆったりとした構えの〝時の魔王〟様だ。クラウドが走ったり、空を飛んだり、目にも留まらぬ動きを見せるなんて信じられない。

「あれは何？　犬を全部撃ってしまったんですか？　銃で？」

「まさか。あれは火薬を使った目くらましです。以前クラウド様に差し上げていた玩おも具ちやです」

　立ち上がったクラウドの乱れたマントをギベオンが直し、そして今の生死のかかった大騒ぎが噓のように落ち着き払った表情で語った。

「───玩具……」

「ええ。趣味の発明品ですよ。あなたの薬と同じにね」

「───私の飲んでいるあの薬は、ギベオンの趣味なのね」

「ええ」

　悪びれずににっこりと微笑まれると、困る。

「とにかくあの部屋にはなさそうですね」

「リチャードを拷ごう問もんにかけるしかないようだな。そのあと、せっかくだから城のための養分になってもらってもいい。老人はあまり金剛石への変換効率がよくないのだが」

「そんな！　拷問なんてダメです！　カリストルのおじい様ですよ!?」

「──あなた方、どうかされましたか」

　抗議の声をあげていたハーモマイアが身をすくめて振り返る。

　廊下の向こうから現れたのは、整然とした姿と面立ちの執事見習いチューダーだった。

「いえ、なんでもありません。少し道に迷ってしまって」

「そうですか。この左翼棟の五階には、リチャード様やアーカイン家のご家族のお部屋しかありませんから」

　さりげなく、この階には近寄るなと警告しているようだ。

「あの」

「なんでしょう」

「この館は骨こつ董とうのコレクションが豊富なはずですよね。時計のコレクションは特に有名で。拝見させていただけませんか。確かとても美しい太陽時計や、ニワトリの鳴く黄金時計もあったはず」

　ハーモマイアはチューダーに親しさと、館に関する知識をアピールしてみる。

「コレクションはリチャード様名義のものがほとんどですので、リチャード様に直じかにお願いされてはいかがでしょう。でも先日、時計のコレクションルームに侵入者があったらしいということで、リチャード様はかなりのご立腹でしたから、今はたとえお客様でもお見せにならないかもしれません」

「じゃあ、リチャード様に気に入られれば拝見できるのかしら」

　すべてをリチャードが握っている。もしかすると、鍵は常に身につけているのかもしれない。

　だとしたらもう、探す範囲は一気に絞られる。

「クラウド伯爵様はずいぶん前向きな方ですね。まあ、若じやく輩はい者ものからの意見などお気になさらず、お客様が直にリチャード様にお願いなさってください。ただついさきほど、一晩で城一つ分、ギャンブルで負けられたと聞きましたので、一週間は近づけないくらいには機嫌がお悪いかもしれませんが」

　ハーモマイアはぞっとして、後ずさった。

「そうですか。それは大変そうですね」

「ええ。それでももしかしたら、今夜のカリストル様とマリアンヌ嬢との婚約式で機嫌が一気によくなる可能性もありますよ」

　チューダーはそう言いつつも表情は厳しかった。それはそうだ。カリストルはまだ館に戻ってはいないのだから。

「ああ、そうですね。それで侵入者というのは最近ですか」

「二週間ほど前です。マリアンヌ嬢がグリーンスノウの別館にいらしたその晩だったと思いますので……では」

　執事として完璧な一礼をして、チューダーは忙しそうに去っていった。

　そして、その現場を近くの階段の踊り場で、マリアンヌが見つめていた。







「マリアンヌ嬢が来たその晩にコレクションルームに侵入者か。誰だろうね。彼女に時計が手渡されることを知った者が我先に奪わねばと侵入したとかね。そうしたら、既にリチャードがマリアンヌに手渡してしまった後だったということで？　まあ、あの全身宝物って時計じゃあ、狙われるだろうけど」

「昨日の侵入者も同じものを求めていたのでしょうか。すでにＲ・Ｃの時計がマリアンヌ嬢に手渡されていることを知らない人間かもしれません。普通、婚約の証は婚約発表のときに手渡すものですから」

　思えばギベオンの言うとおりだ。しかもその約束の品を婚約者の祖父が勝手に渡すなんて、あり得ない。

「どうしよう……私……なんだかもう無理な気が……」

　思わずハーモマイアの口から弱音が出た。

「───リチャードに無理矢理吐かせるのが駄目なら……仕方ない。手遅れになる前に、二週間前に飛ぶしかないな。よし。おまえたち、飛べ」

　クラウドが潔く決断を下し、王錫を床で突いた。

「あの……、〝二週間前に飛ぶ〟ってどういう意味ですか、クラウド様!?」

　三人には通じているというのに、また、ハーモマイアだけ意味がわからない。

「文字通り、過去に飛んで事態を見極め収拾をつけるってことだ。毛娘には無理な任務だよ」

「な……なに……？　ラヴィ・ルウにできて私にできないことはないわ」

「でも、この時計を使うんだぞ！　時空跳躍は」

　そういって黒のジレの金ボタンを外し、白いシャツを開き、ラヴィ・ルウが見せたのは、左胸から飛び出した金の鎖。懐中時計のアルバートだった。

「それ……」

　胸の中から金の鎖が生えている。

　じっと見ればカチカチと微かすかな音さえ聞こえてくる。彼の胸の中には懐中時計が埋め込まれているらしい。

（これは……これは……私、前に見たことがある？　ううん、見たことがあるどころか、花嫁の契約のとき、私の胸にもクラウド様が懐中時計を……！　あれは夢じゃなかったの!?）

　ハーモマイアが鎖を引こうとしたとき、ラヴィ・ルウが大あわてでその手を払い落とした。

「なにするんだよ。抜くな。触るな。絶対にいじるな」

「中に懐中時計が埋まっているの？　どうして？　どういうことなの？　死なないの？」

「試してみるがいい。おまえも時空跳躍をするのだから」

　怯えるハーモマイアにクラウドが手を伸ばした。

「おまえの身体に、時の隷れい属ぞくを与える」

　クラウドはやおらハーモマイアの腕を摑み、自らに引き寄せると、もう片手をハーモマイアの胸元に押しつけた。

「や……」

　クラウドの左胸が内からぼうっと輝き、ハーモマイアの左胸も同様に輝いた。

　クラウドの輝く胸からもいつしか金の鎖が垂れている。そして彼の手が胸の鎖を引き出すと、そこには小さな懐中時計がぶら下がっていた。

　クラウドは、その懐中時計をハーモマイアのぼうっと金に輝く左胸にあてがった。

「ひ」

　思わず悲鳴を上げて目をつむる。気持ち悪い。恐い。身体の中で何かが蠢うごめく。

（きっとあの金の懐中時計も──!!）

「二週間前のこの場所へ」

　クラウドの時計が長い爪先で調律される。三つの竜りゆう頭ずが次々と回り、日付が動き、長針と短針がぐるぐると逆回転した。ぼうっとした輝きはハーモマイアの胸からもクラウドの胸からもいつしか海が凪なぐように消えている。

　チッチッチ……。

　ただ、胸の中から心臓の鼓動以外の音がしてくる。時を刻む時計の音。胸に挿入された懐中時計が体内に確かにあるのだ。今、はっきりとその音が聞こえてくる。

（うそ……）

「〈対なる時計〉は、刻を合わせるときにのみ引きずり出せ。それ以外のときに迂う闊かつに取り出せば生命の危険に陥おちいるからそのつもりで。おまえはもうこの時計と一心同体なのだから」

　冗談のような事態。冗談のような言葉。だがクラウドの声も眼まな差ざしも真剣そのもの。ラヴィ・ルウですら、今の儀式をとても神聖なものだと認識しているようで、無駄口一つ叩かない。

「今の……これは……なんですか？　時計が胸に？」

　恐る恐る胸に触るが、時計の形はわからない。胸の下には骨がある。いわゆる肋ろつ骨こつがあるのに、その下に時計が埋まっている。

　これは魔法だ。そう、魔法だから、なんでもある。そう思わないとおかしくなる。

「今、おまえたちの中の時空時計を二週間前のこの場所に合わせた。この竜頭スイッチを押せば、おまえたちは二週間前のグリーンスノウ館に飛ぶ。そこでまだリチャードの元にある時計の鍵を探すんだ。もしくはマリアンヌに渡されるところを狙ってもいい。ただし、タイムリミットがある。五時間五十五分二十秒。約六時間だ。その時間になると強制的にこの時間に連れ戻されるから気をつけろ。その空間の人間の目に触れないところで時を待て。いいな。過去の人間の記憶にできるだけ残らないよう。多くの人間に接触せず、感情も平静を保ち、大人しく任務を遂行せよ。感情の荒波は時空の波動に強力に作用し、思わぬ災害をもたらすから、そのことを肝に銘じよ。では行くぞ」

　クラウドは食事にでも出かけるように、こともなく言い放つ。

「行くって……行くって……そんな！　過去に？　過去の人になんて言えば？」

「いいな。他の何が壊れ、こじれてもかまわないが、Ｒ・Ｃの貴重な懐中時計が破壊され、未来へ継承されずに終わるのは、限りない損失だ。私が時の魔王を務めているときに起こってはならない、認めがたい失態だ」

　クラウドはハーモマイアの動揺をあっさりと受け流した。そしてその鋼こう鉄てつの輝きに包まれた手が、自身の金の懐中時計の竜頭を押した。

　ハーモマイアの周囲の空気が、風景が、ぐにゃりと大きく歪んで見えた。

（気持ち悪い……）

　ラヴィ・ルウの姿も、ギベオンも、クラウドの姿も歪んで見えた。
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　グルグルグルグルグルグル周囲が回っていた。

（二週間前のグリーンスノウ館へ……過去へ飛んでる？　私なんでこんなことになっちゃったの。あんなものを身体の中に挿そう入にゆうされて……）

　内臓の中が上に行ったり下に行ったり、かき混ぜられたり。身体からだもボールのようにぐるぐると渦うずに翻ほん弄ろうされているよう。全身がねじれそうだし、吐き気が体じゅうを侵している。死にそうに気分が悪い。灰色の世界と白の世界がねじれている。ウェールズにある海峡では巨大な渦潮が巻くというが、その中に巻き込まれたような気分だ。

（誰か助けて……）

　寒い。ぶるぶると震えるほど寒くなった。がちがちと歯の根が合わないほど冷気が寄せる。

（誰か助けて……）

　幼い頃にも、こんな寒さを味わったことがある。あれは冬の雪の日だったか。

　誰かに助けを求めていた。

　柔らかいけれど哀しいメロディが流れる中。誰かと出会い、そして別れた。

　このメロディを聞いたことある。繊細なオルゴールの音色で。いつだったろう。懐かしい。そしてすごく……。

　ハーモマイアの耳の奥にそのときのメロディーが流れている。

　微かに。そして次第に大きく、でも柔らかな曲なのだ。

（ああ、この曲、館でのダンスのとき、最後に流れた曲。この曲で踊りたかったな……）

『───さよなら、今……永久の別れ　緑のまばゆい庭で……』

　オルゴールの調べに乗って紡がれる、悲しくも美しい言葉。

（そう。そんな歌詞が……あったのね……）




「───お……い……。───お……い」

　美しいメロディーに水を差す呼び声。

「うるさいわ……せっかく……気分が悪いのを……忘れているのに……」

「おい娘」

「いや。もっとゆっくり……寝かせて」

「目覚めのキスがないとダメなのか？　人間の花嫁は。しかたがないな」

　その声だけ妙にリアルに耳に届いて、ハーモマイアは飛び上がった。

　ゴツンと何かが顔に当たった。軽い火花が視界に散る。目の前に、青銀の髪の流れるクラウドの顔があった。

　そしてハーモマイアの唇に、彼の唇が形を変えるほどしっかりと押しつけられている。

（な？）

　これも夢かと思った。さっきまで渦の中で揉もまれていた、あの夢の続きかと思った。

　だが違った。クラウドの冷たい唇は、ハーモマイアにそれが夢なんかじゃなく、何度目かの現実のキスであることを思い出させる。

「ひあ……っっ!?」

「ああ、彼女、やっと起きましたね。悪酔いしたままダメかと思いましたよ」

　クラウドの脇から冷静なギベオンの声が聞こえてくる。

「ダメって……何が？　どういう意味？」

「時空を超えるとき、脳に障害が起きたり、二度と目覚めることがなかったりするんです」

　ハーモマイアは今のことはなかったことにしようと一度身体をゆっくりと沈め、顔の位置をずらしてもう一度身を起こした。クラウドの背後にラヴィ・ルウのとてもむっつりとした不機嫌顔と、ギベオンのいつも通り物静かな取り澄ました顔がある。

　そこは屋外。グリーンスノウ館の庭の広大な緑の芝の上のようだった。

「なんだか今のキスは衝撃的だったな。おまえ、今私にむさぼりついたな。驚いた。喰われるかと思ったぞ」

「ちょ……」

「──腹が空いているのか？　なら先に……」

「違いますっ」

　この人は、なんて恥ずかしいことを言うんだろう。今のは百パーセント事故だ。むさぼりついたのではなくぶつかったのだ。クラウドの顔と唇がそこにあったから。偶然、唇と唇がぶつかった。

　でも今は、あまり細かなことで反論するのはやめておく。

「あの、ここはどこですか？　ものすごく気分が悪いんですけど」

　眼がちかちかして、頭がガンガンして割れそうだ。胃の中も気持ち悪くて仕方ない。身体の節ふし々ぶしも痛む。きっとあの夢の中で、身体が絞られる雑巾のようにねじれたせいだ。

「夢……ですよね？　あの時計も、雪の世界も、さっきのメロディーも」

　肩に掛かる髪を見る。日の光を浴びて煌きらめく金色だ。ドレスもちゃんとしていて靴も履いている。太ももを探れば、あの大事な時計とカリストルのくれたパース。大丈夫、ちゃんとある。

「やっぱり夢よね。さっき時空を二週間遡さかのぼれって言われたのは……」

　周囲の反応は冷ややかだった。これは夢ではなかったようだ。周囲の芝生と向こうに聳そびえるグリーンスノウ館はいつもどおりに見えたが、少し違和感を覚える。どこか、何かが違うのだ。

「さあ、とぼけた毛娘はここに放置だよね。置いていこう。手がかかるだけだから」

「そうだな。少しここで休んでから来るといい」

　自分で〝二週間前〟に連れてきて、それはないと思う。胸の中の時計が微かすかに時を刻んでいる。ハーモマイアはとっさにクラウドのマントを摑つかんでいた。

「待って……！」

　クラウドは驚いた顔で振り向いた。

『───待って。お願い。幸せになりたいの。私をこのお城に入れて。あなたのことを助けたいの……』

　あれはいつのことだったろう。誰に言った言葉だった？　カリストルとしたおままごと？　もう遙か子供の頃の記憶で、とても曖あい昧まいだ。

「この手は……なんだ？」

　マントを摑んだハーモマイアの手をまじまじと見下ろして、クラウドが訊たずねる。

「えっと……」

　なぜだろう。クラウドに、以前にもどこかで出会っていたような気がしてくる。

　どうしてだろう。改めて彼の顔を見つめて、ハーモマイアは重大なことに気がついた。

「ちょっと待って……！　クラウド様！　仮面がないです。仮面、どこかに落としてきてます」

　そこにいるクラウドは、鋼こう鉄てつの仮面をつけておらず、甘い色気を帯びたとてもハンサムな青年だったのだ。

「仮面は落としてないよ。それが異時空に潜入するとき用のクラウド様の仮面。どこかで見たことある顔だろ？　誰かと似てないか」

「そう？　わからないけど……カリストル？　カリストルと少し似てるわ。彼が五つくらい年をとったらきっとこんな……」

「ラヴィ・ルウ。バカな冗談を言っているヒマはないぞ。すぐにコレクションルームへ入り込め。もしそこに見つからなければリチャードを捕まえて鍵を時計ごと奪え」

「はい！　クラウド様」

「バカな冗談って……じゃあ仮面じゃないの？　それはやっぱり素顔なの？」

　思わず見とれてしまうほど甘いマスクだ。この言葉で素敵な愛の言葉でも囁ささやかれたら、誰でも参ってしまうだろう。

「カリストルと似てるだと？　ブサイクで悪かったな。おい。置いていくぞ。時間制限を忘れず、いつも時計を気にしていろ。もし失敗したら、また同じ場所と時間に戻るのは困難になる」

「はい。クラウド様」

　ハーモマイアは、彼に対するもやもやとした気持ちを切り替える努力をしながら、三人のあとを走っていく。

　ここは、二週間前のグリーンスノウだ。

　二週間前の自分は、いつもどおり朝から晩まで狭苦しく、糸や生地の切れ端や、埃ほこりの舞う屋根裏部屋の仕事場でミシンを踏んでいたはずだ。毎日代わり映えのしない生活。

（まさか、二週間後には心臓に懐中時計を埋められて、時を遡るなんて想像もしてないわ）

「いいか？　ここでのおまえたちは未来を知っている。リチャードが他の者の賛同も得ないまま、避暑先で知り合い、気に入ったマリアンヌをカリストルの別館に住まわせることにした。そのマリアンヌがやってくるのが今日だ。もうやってきているようだが」

　別館の前に馬車が止まっていた。

　この周辺はまったく雨が降った様子はなかったのに、栗毛の馬も馬車も泥水を跳ね上げていたから、天気の違う遠方からやってきたに違いなかった。

「マリアンヌ……様」

　彼女はこの町に来てすぐ、ハーモマイアのいるドレスメーカーに豪華なドレスを三着依頼した。とても急ぐと言って、代金を奮発したのだ。

「馬車は……冴えないね。金持ちの馬車には見えないな。地方貴族の典型かなってところ」

　ラヴィ・ルウが毒を吐くと、すかさずギベオンが救いようのある言葉を継いでくる。

「地方貴族でこの馬車なら、まあまあでしょう。そりゃあ、アーカイン家とは比べるべくもないですが」

「あれ？　あの人たち客人かな。一緒に入り込んじゃえ」

　ちょうどそのとき一台の馬車が森を抜け、館へ向かって走っていくのが見えたのだ。

「え？　ちょっとラヴィ・ルウ」

「好きにさせろ。彼の人なつっこさは格別だ。才能だな」

　クラウドも止めないで彼の好きにさせている。

「あ、でももし私がお針子としてマリアンヌ様に会うのなら、赤毛の姿に戻らなくちゃ」

「大丈夫なんですか？　クラウド様。こちらではどんな小さな魔術も使えないはず。時の波動を乱してしまいます」

　珍しく、ギベオンがクラウドの魔術を心配している。

「時空跳躍をした先では、我々〝旅行者〟の些さ細さいな力が増幅してここに関与してしまうので、激しい感情の変化もその他の行動も慎つつしまなければなりません。ハーモマイアにもそれは徹底させなくては。彼女はかなり直情的です」

「ああ。確かに。さて、ラヴィ・ルウが結果を出したかな」

　貴婦人方が乗っている馬車を追いかけて丘まで走っていったラヴィ・ルウが、こちらに向かって大きく手を振っている。

　ラヴィ・ルウに近寄っていくと、馬車の中から美しく着飾った貴婦人方が降りてきた。

「この近くでパーティーがあって、馬車がぬかるみで横転したのですって？　それはさぞ大変でしたでしょ？　どうぞ我が館の中へお入りになって」

　優雅で穏おだやかなぽっちゃりとしたご夫人。カリストルの母、マーガレット・アーカインだ。

　クラウドは、麗うるわしいほどの素顔でマーガレットのほうに歩み寄り静かな笑みを向けている。

「荷物も何もなく……お見苦しい限り。幸いこうして現金だけは持ち合わせているので、新しい馬車を調達するつもりですが、それまでの間しばらく置いていただけますか？」

「ええ。もちろん。馬車が着くまでこちらの館でいくらでも逗とう留りゆうなさいませ。再来週にはパーティーもありそうですし、その頃まででもよろしくてよ」

　さすがマーガレットは、気前がよくて親切だ。

　幼い頃、カリストルと遊ぶときも、いつもこっそり彼の部屋に通してくれたのは彼女だったのだ。

「このお館のご主人にもご挨あい拶さつに伺うかがいたいのですが、どちらに？」

「私の夫のクリスは息子と今、領地を見回っていますの。義父のリチャードならおりますわ」

　マーガレットの馬車に四人は乗り込みながら、小声で囁き合う。

「さて、これでいくらでもいていい理由ができた。もちろんこちらにはタイムリミットがある。肉体に及ぼす反作用も含め、早めに帰るに越したことはないからな」

「あの、こちらにいる自分と出会うことってありますか？」

「あるかもしれないな。だが可能な限り避けるべきだ。たいていは相手の記憶が後につじつまを合わせるために消去されているようだが」

「ここにはまだカリストルもいるんですよね？　私と会って気づかないかしら」

「───またカリストルか。我が花嫁」

「だって、私は」

『カリストルの命を救うために頑張っているんです』そう言おうとしたハーモマイアは馬車の向こう、別館の入り口にマリアンヌを見つけた。彼女の見事な黄金の髪が見えたのだ。

「ああ、彼女は今日から別館に滞在することになった地方貴族のご令嬢ですわ。義父が気に入って息子のお嫁にと考えているようですけど、肝心の息子がまだその気じゃないようで。実は私もね」

　気さくにそんな話をして、マーガレットは向かいに座るハーモマイアの顔を見つめる。

「お嬢様のお名前は？」

「ハーモマイアです」

「まあ可愛らしいお名前。私のお気に入りのお針子さんと同じ名前よ。それにお歳も十五、六歳ね？　マリアンヌさんも同じくらいだわ。彼女は一人でこちらに出てきていて、まだお友達もいらっしゃらないようだから、どうぞ仲良くしてあげてね」

「はい……ああ、では今あの別館へお邪魔してもいいでしょうか」

「ええ、もちろんよ。行ってお茶でも飲んでらしたら？　その間に本館であなた方のお部屋を用意させておくわ」

　マーガレットの気遣いに、ハーモマイアはにっこりと微笑んだ。







「これでマリアンヌに近づく口実もできたな」

　マーガレットは本館へ。その途中でハーモマイアたちはマリアンヌのいる別館へと続く小道で降ろしてもらう。

「女って怖いよな。金の髪と豪華なドレスでこうまで大胆になるんだから」

「───それって私のこと？　私への当てこすりかしら？　ラヴィ・ルウ男爵様？」

「それは僕への嫌味だな」

「別に嫌味じゃないけど。できればリチャード様はあなたにお任せしたいもの。リチャード様はきっと〝貴族とは金の髪で、青い瞳であるべきだ〟って思ってる」

「マリアンヌはそうだしね。男はみんな金髪碧眼が好きなんだな」

「男とひとくくりにしないで下さいよ。クラウド様だって違うでしょう」

　ギベオンが苦笑をこらえながら、前方を歩くラヴィ・ルウに忠告する。

「違うんですか？」

「髪の色など、何色だってどうということはない。それに……」

「それに？」

　ハーモマイアは、クラウドが自分を見つめてくるのが気になって訊きき返した。

　少しだけ、変にときめく。

「私は赤い色は好きだ。全ての生き物に活力をみなぎらせる血の色だしな」

「──血の色だからですか？」

「ああ、そうだ」

　むっつりとまたそっぽを向くクラウドの横顔を見て、ハーモマイアはなぜか落胆した。

　大きな湖の畔ほとりをぐるりと回りながら、ハーモマイアは美しい白鳥を目に不思議な気分にとらわれる。

　こんな優雅なドレスをまとってここを歩ける日が来るとは思わなかった。

　いつもくたびれた革靴で、荷物をかかえ、落とさないようにとこの館から通用門までの小道を歩くのに、必死だった。

　なのに、今気にすることはドレスの裾すその高級レースを汚さないかということと、ヒールの高い絹張りの靴を埃だらけにしたくはないという、恵まれた悩みだ。

　湖に映る自分の姿は優雅で美しい貴族の令嬢そのもので、金髪は湖面でもキラキラ輝く。

　でもここにいる三人は金髪にもドレスにも大した好感を抱かない、どこか変わった人たちだ。

　そのうえ、クラウドは自らの素顔がここまで美しく整っているというのに、それさえどうでもいいという変わり者。

（それに……）

　彼は赤毛のハーモマイアのほうに、より親切なような気がしてくる。

　本当に赤毛が好きなんだろうか。

「ハーモマイア。ぐずぐずするな。もう入るぞ」

　クラウドに呼ばれ、ハーモマイアは急いで彼らの方へと駆け寄った。

　別館とはいえ、緑の屋根に白い石造りの五階建ての立派な建物。その玄関口に男性二人はもう立っている。ギベオンは本館のコレクションルームへの侵入を試みるため姿を消していた。

　ノックをしたが、中から反応がないので、ラヴィ・ルウが勝手に扉を開け放った。

「ピアノが……聞こえる……。この曲ってさっきの……〝別れの曲〟？　またこの曲なの？」

　偶然だろうか。それとも、クラウドの告げた曲名が本当なら、何かと別離することの暗示なのだろうか。

　美しく、もの哀しいメロディーが、またハーモマイアを包み不安にさせてくる。

「あの。お邪魔します。ご挨拶に伺いました。入ってもいいですか？」

　返事がないので、ラヴィ・ルウがそのまま足を踏み入れる。もちろんそのあとに皆が続く。

「綺麗な曲ですね。それにとても上手だ。マリアンヌ」

「あなただって練習すれば、すぐ弾けるわ。とても筋がいいもの。じゃあ、あなたがこちら側で弾いてね。ほら。どう？　連れん弾だんよ。ああ、上手よ。とっても上手」

　玄関ホールのすぐ奥の部屋から、若い男性の声と楽しそうな彼女の声が聞こえてくる。

〝友達がいなくて気の毒なマリアンヌ〟というのは、マーガレットの取り越し苦労だ。

　ピアノの連弾のメロディーと声がしてくる広間の中が垣かい間ま見えた。広いサロンに置かれた白いグランドピアノ。そこに腰掛けるマリアンヌと、ぴったりと寄り添って親しげにピアノを連弾しているのは、あの生き真ま面じ目めな栗色の髪の青年、チューダーだった。

　チューダーは扉の隙間から三人の視線を感じたのだろう。すぐ振り向いてピアノの鍵けん盤ばんから指を離した。

「どちら様ですか？」

　それまでの打ちとけた口調とはうって変わって、警戒の色を含んだ声こわ音ね。

「ああ、ご挨拶に伺いました。こちらの本館に数日ご厄やつ介かいになる予定のクラウド・タイム・シュヴァルと申します」

　クラウドが一礼してから自己紹介の挨拶をする。ラヴィ・ルウもそれに続いた。

「玄関ベルを鳴らしたのですが、故障ですか？　勝手に失礼しました。私は、クラウド伯に随ずい伴はんして参りましたラヴィ・ルウ男爵。そしてこちらは伯爵の姪めい御ごさんの」

「ハーモマイアと申します」

　ハーモマイアは逡しゆん巡じゆんしたのだが、ありのままの名前を告げた。マリアンヌはきっとこの空間にいる自分と出会っているはずだったが、二週間後の様子を思えば、それほどお針子の顔になどこだわりはないようだ。

　案の定、チューダーもマリアンヌも、ハーモマイアを初対面の相手として会え釈しやくしてきた。







　こぽこぽと、銀のティーポットから鮮やかな色の紅茶が注がれる。

　クラウドのカップだけコーヒー用のもので、そこには砂糖もミルクもなしの黒々とした液体が注がれた。客の立場であっても、クラウドはブラックコーヒーしか飲む気はないらしい。

　ギベオンは一足先に一人でこの場を抜け出して本館のコレクションルームへの侵入を図っているはずだった。そこで懐中時計の鍵が見つかれば、すぐにも元の時間に戻れるのだ。

「そうですか。皆様の馬車が横転して。それは大変でしたね」

　マリアンヌは事情を聞くと、まるで判でついたようにマーガレットと同じことを言う。

「私、マーガレット様に、お友達になったらいかがと言われたんです。ここは本当に素敵な館ですね。執事やメイドなどはお連れになってないんですか？」

　ベルを鳴らして出てくるような執事やメイドも見当たらなければ、今、この優雅なサロンのティーテーブルを囲む四人にお茶を淹れてくれているのもチューダーだ。

「恥ずかしながら私の家はそれほどの身分と格式のある家柄でもないんです。御者つきの馬車を一台お父様に出していただけただけでも十分。ここでは彼が何不自由なく私の面倒を見てくださるし」

　チューダーがマリアンヌを見つめて微笑み返した。

「あの……」

　ラヴィ・ルウに赤い瞳で急せかされて、ハーモマイアは単刀直入に切り出した。

「マリアンヌさんは、リチャード様の勧めでこちらに逗留しているのですよね。カリストル様とのご婚約が噂されていますけど、本当ですか？」

「あら。やだわ、もうそんな噂が？」

　困ったように視線を逸らすが、案外噂を心憎く思っていない気配は透けて見える。

　まあ、地方貴族がこの由緒正しき大貴族アーカイン家と姻戚関係を結べるとしたら、どんな家だってもろ手を挙げて大喜びするに違いない。

「そういうお話をいただいてはいますの。でも、まだカリストル様がお帰りでないらしいので」

　カリストルがリチャードに説き伏せられたら、結婚式もすぐに決まってしまいそうだ。

「そうですか。とてもおめでたいお話ですね。もう何かお約束のお品とかは……」

「そんな。まだですわ。どうなるか、本当にカリストル様次第ですから」

　嬉しそうにはにかむマリアンヌは、指輪ひとつつけていない手を重ね合わせる。

　裕福でない地方貴族が、家名を上げるために見み初そめてくれる男性を求め、都会に出てくるというメイドの話は本当だろう。

　貧乏なお針子であるハーモマイアにも、そんなシンデレラストーリーを夢見る気持ちはわかる。応援したくもなるのだが、カリストルが相手の場合は別だ。とにかく、タイムリミットまでに鍵を手に入れなくては。二週間後にはもっとひどいことになる。

「マリアンヌ様。リチャード様がお呼びです。本館のコレクションルームに来るようにと」

　一度玄関口に姿を消していたチューダーが、折を見て声をかけた。

　マリアンヌがリチャードに呼ばれたということは、きっとあの懐中時計のことに違いない。

「ではちょっと失礼させていただくわ。皆さんは、どうぞくつろいでいらして」

　マリアンヌは落ち着き払った所作でドレスの裾を捌さばきながら、部屋を出ていこうとする。

「あ、あのマリアンヌさん。伺っていいですか？　先ほどピアノで弾いていた曲は……」

　実は気になって仕方なかったのだ。だって、あまりにこの数日、この曲に縁がありすぎる。

「ああ、ショパンのピアノ曲……〝別れの曲〟ね。私の好きな曲」

「そう……ですか」

　マリアンヌが出ていっても、ハーモマイアはまだティーカップを手にしたまま動かない。

「おい、毛娘。時間がないんだぞ？　僕とクラウド様は念のためここを調べてから行くから、おまえは早く……！」

「行くわよ。でも」

「───あの曲が、どうかしたのか？」

　クラウドも、ブラックコーヒーのカップを下ろし、立ち上がりながら訊ねた。

「いえ。ずっと昔にも聴いたことがある曲だって思って。それにそのとき私、なんだか誰かと……」

「あの曲はクラウド様の懐中時計の曲じゃないか。それに聞いたことのない奴なんていないだろう。貧乏人以外はさ」

「悪かったわね。じゃあ私、行ってくるわ。皆様失礼」

　ハーモマイアは言葉はかなりぞんざいでも、立ち居振る舞いには優雅さを心がけ、ドレスを上品に捌いてみせる。そして足早にマリアンヌを追って部屋を出た。

（〝クラウド様の懐中時計の曲〟？　それってどういう意味なのよ。時計なのに曲って何？　せめてベルじゃない？）

　ハーモマイアは本館に入り、階段を上がり、時計専用のコレクションルームに入るマリアンヌとチューダーのあとをつけて、そして締め切られた扉に耳をつけた。

　だが室内の会話はそう簡単に聞こえるものじゃない。そうっと扉に隙すき間まを作って覗き込む。

　わずかに開けた鎧よろい戸どの隙間から差し込む光にあの懐中時計を透かして、リチャードは傷の有無を確かめているようだ。手には指紋がつかないように白手袋がしっかりとはめられていて、その手から懐中時計を手渡されたマリアンヌは石のように緊張していた。

　ギベオンのいる気配はないから、今はどこか近くに身を潜め、成り行きを見守っているのだろう。

「マリアンヌ。そなたを我が孫カリストルの婚約者と認めよう。再来週には婚約を発表する。アーカイン家に縁ゆかりのある貴族を呼び盛大なパーティーを開かせるぞ。三日間夜通し楽しむパーティーだ。楽しみにしていなさい」

「はい……ありがとうございます。あの、カリストル様はこのことはまだ……」

「婚約者を決めたことも、そなたがここにいることも、手紙では知らせてある。あいつも近くの街まで来ているようだ。今日か明日には一度帰ってくるように言ってあるのだが」

「そうですか……カリストル様も私を気に入ってくださるといいのですけど」

「家柄もよく容姿端麗、従順な性格のおまえにこの私が決めたのだ。気に入ろうと入らなかろうと、おまえたちは必ず結婚させる。では、これを託すぞ。パーティーの時にはそれをドレスにつけ、皆に見せびらかすのだ。世界に二つとない絢けん爛らん豪ごう華かな懐中時計だからな」

「はい」

　不安で消え入りそうな声で返事をすると、マリアンヌはそれを手に一礼して部屋から出ようとする。彼らのそばに控えていたチューダーも、突然振り向いたので、ハーモマイアは慌てて陰に身を隠し、廊下を走って逃げ出した。

（今、鍵も渡されていたの？　文字盤は開けて見せていたわ。小さな鍵なら一緒に渡されていてもおかしくないけど……。ギベオンはどこ？　どこにいるの？　手遅れだったの？　鍵を手に入れられなかったってことじゃない？）

　そんなことを思案するハーモマイアのほうに、マリアンヌとチューダーがやってくる。

（どうして？　向こうの階段から戻った方が別館に近い出口に出られるのに！）

　ここで出会ったら、つけてきたのが見え見えだ。ハーモマイアはそばの扉に飛び込んで身を隠す。

「これが有名なＲ・Ｃ作の懐中時計ですか。本当に豪華な作りなんですね。購入当時、城五つ分に相当したと聞いたことがあります」

　マリアンヌの手にあるそれを見て、隣で歩きながらチューダーが感嘆して呟つぶやく。

　細く扉を開け、まるでヒヨコかなにかと同じ目線に腰を落とし、様子を窺うハーモマイアの目にも、オレンジ色のなめし革から覗いたその金無垢とダイヤの輝きがちらりと見えた。

（本当に綺き麗れい……）

　ハーモマイアはドレスの上から、足につけたパースに手をやってみる。ふと心配になって中に入っているはずの懐中時計の手応えを確かめたのだ。時計は今もそこにあった。今、この二週間前の世界には、二つのＲ・Ｃの懐中時計が存在している。もしこれを自分が向こうの時間に持ち帰ったらどうなるのだろう。

「そこの娘！　何をしている？　どこの誰だ？」

　身を隠していた扉をいきなり開け放たれて、ハーモマイアは飛び上がって驚いた。

「何者だ」

　目の前に、リチャードが杖をついて立っている。ハーモマイアは慌てて立ち上がり、動揺を鎮しずめ、毅き然ぜんとした態度でリチャード公爵の前に立つ。ここでおどおどしては負けだ。

「私、馬車の事故に遭い、本館にしばらく泊めていただくことになったタイム伯爵の姪です。ハーモマイア・タイム・シュヴァルと申します。リチャード様にご挨拶に伺いました。よろしくお見知りおきを」

　焦りまくっている心とは逆に、所作は優雅に、ドレスをつまんで一礼した。

　リチャードは、その優美さと流れる金の長い髪に見とれていたが、ハーモマイアが再び顔を上げてにこりと微笑むと、ますます気をよくしたようだった。

「マーガレットが招待したのか。美しい令嬢は大歓迎だ。好きなだけ滞在するがいい」

　白髪の険しく太い眉が、上機嫌に緩んだ。白髪の老紳士は機嫌がよくても気むずかしく見える面差しのまま、杖をつき去っていった。

「上手く切り抜けたものだな」

　背後で声が響いた。

「クラウド様！」

　今までどこに潜んでいたのか、影も形もなかった彼が今、ハーモマイアの前に立っている。

「よほどリチャード公爵の前に飛び出そうかと思ったぞ」

「出てどうなさるおつもりですか？　まさかリチャード様を捕まえて鍵の在あり処かを吐かせるおつもりだったんじゃないですよね」

「無論、私の婚約者だと紹介しておまえの身の正当性を証明する。ただの娘がコレクションルームの近くに忍び込んでいたなどとばれたら一巻の終わりだからな」

「───よかったです。飛び出て庇かばっていただかなくて」

「なぜだ？」

「ここでは〝姪〟でしょう？　婚約者だなんて紹介されたら、困りますから」

（だって、カリストルが今日明日にもここに戻ってくるって……そりゃあ、今の私を見ても彼が私と認識しないのはわかってる。チューダーもマリアンヌさんも、マーガレット様ですらそうだもの）

「ふん。カリストルの前で紹介されたくないと言うのか」

　冷ややかな目で、あっさりと見透かされた。

「だがおまえはもう私の花嫁だからな。そう言われると意地でも紹介したくなるな」

「やめてくださいってば」

「ムキになるところがどうにも怪しいよな。おまえまさか本当にカリストルに恋心を抱いてるんじゃないか」

「違いますっ！」

　クラウドがハーモマイアの手を押さえ、美しく整った仮面のような顔を近づけて、冷静に訊たずねてくる。

「おまえが初恋の男のために必死に懐中時計の鍵を探してるのなら納得できる」

「必死は必死ですけど、でも！」

　反抗しかけて、でもクラウドの冷たい手の感触になぜか気勢をそがれてしまう。

「初恋じゃないですから。そういうんじゃ……」

（だって。私の初恋は…別の人だったはず。もっと大人で…もっとすごく心配で…）

「おまえを見ていると、そうとしか思えなくなってくる」

「でも違います。だってカリストルのそばにいても、胸が熱くはならないし、こんな風に不安にもなりませんから」

（私は、何を言ってるの？　これじゃまるで……）

　でもクラウドは自分の〝時の管理者〟としての能力をハーモマイアの初仕事のために使ってここに来てくれている。彼にとっては本来不必要な労働だ。彼にとってはカリストルが鎖に縛しばられたまま、あそこで〝いにしえ時計〟の餌となるだけでいいのだから。

「──助けてくれるのは、私のため……ですか？　私が望んだから？　私が〝花嫁〟だから？　可哀相だからですか？」

「──どうだろうな。私にもよくわからない」

　鋼鉄の仮面のない、甘い美貌のクラウドが、群ぐん青じようの瞳で見つめてくる。ハーモマイアは顔を赤らめて俯いた。胸の動どう悸きが息を苦しくさせるほど気恥ずかしい。

「クラウド様の手が冷たいのは、いつもですか？」

「ああ。この数百年はそうだろうな。怖いのか？　すまなかったな」

　クラウドはハーモマイアの手首を放した。

「怖くなんてないです。そうじゃなくて……」

　そう言いかけてハーモマイアははっとした。

『怖いのか？』『怖くなんてないです。そうじゃなくて……』

　いつかどこかで今と同じ会話をしたことがある。そう。まるで同じ会話だ。

「クラウド様……以前私と今の会話をしたことってありますか？」

「──どうしてそんなことを訊く？」

「だって……だってなんだか……」

　おかしい。クラウドといるようになって、なんだか色々なことに既き視し感かんを覚え、色々なことが懐かしく思えてくる。〝時の魔王〟などという怪しい人物と一緒にいると、安心感さえ覚えるようになっている。

「今の会話、私、ずっと昔にクラウド様としています。そうでしょう？　クラウド様。私に何か隠していますよね？　教えてください」

「──私は何も言うことができない。おまえを、ちょっとした時間旅行に誘いざなえるだけだ」

　クラウドはカリストルに似た眉目秀麗な顔から色を消して答えた。

「──わかりました。では、私がここで鍵を手に入れたら、私の疑念が解決する時と場所へ連れていってください」

「たて続けに飛ぶのは無理だ」

「日にちが空いてもかまいませんから！　約束ですよ！　私はマリアンヌさんの所に戻りますね！」

　ハーモマイアは、ドレスを両腕にかかえると、金のうねる髪を風になびかせ走り出す。マリアンヌのいる別館へ行くつもりだった。

「ハーモマイア！　この時間の人間にはできるだけ関わるな！　いいな、あとで時空の調整がききにくくなるからな！」

　走るハーモマイアの背中で、クラウドの声がかすかに聞こえた。




　ハーモマイアは再び別館に入り込んだ。鍵はかけられていなかった。別館に入ることを咎とがめるメイドもいなかった。

　だから、誰にも見つかることなく人の声がする部屋に行く。一階の奥の間で、若い男がマリアンヌに何か詰め寄るように喚わめくのが聞こえてきた。ピアノのあるサロンにいるのだ。

「マリアンヌ。私の言うことを聞いてください。婚約式の取りやめをリチャード様にお願いしてください！」

「ごめんなさい……だって……お話を断わることはできないわ。アーカイン家の花嫁になるなんて、カリストル様と結婚できるなんて、貴族のほとんどの令嬢が願うことよ。その親族たちだってどれほど家名を上げることを切望しているか……」

「でもマリアンヌ。あなたはかつて郷きよう里りで私と結婚してくると約束してくれた。あれは噓ですか？　本気ではなかったのですか？」

　サロンを入口からそっと覗き込んだハーモマイアの目に映ったのは、マリアンヌに向って激げつ昂こうを禁じえないといった表情のチューダーだった。

（チューダーとマリアンヌさんが同郷だったの？　そして結婚を約束していただなんて……！）

「本気だったわ。でも十才やそこらの子供だったの。今でもあなたのことは好きよ。でもアーカイン家はとてつもないお金持ちだわ。裕福で名家で、誰もがその家名を知っている。家柄こそ長く続いているけれど財政的に追い込まれている私の家とは大違い……」

「わかりました。あなたを金と血族の拘束から解き放てばいいんですね？　そうすれば心のままに行動してくれるんですね？」

　チューダーが唇を嚙みしめた。

「ま、待って。チューダー、あなた何する気で……」

　ガタン！　と、激しい物音がして、チューダーがサロンから飛び出した。廊下の角に消え、しばらくののち玄関から走り出ていった彼にハーモマイアは驚き、サロンの中を覗き込んだ。

　チューダーに突き飛ばされでもしたのだろうか、マリアンヌはピアノの下に倒れ込んでいる。

「───マリアンヌさん。お怪け我がはありませんか？」

　逡巡したが、ハーモマイアは駆け寄ってマリアンヌを助け起こす。

「ええ……ごめんなさい……もしかしたら変なところを見せてしまったかしら」

　マリアンヌは、乱れた金の縦ロールを手で軽く整えながら恥ずかしそうに俯いた。

「変……というより、マリアンヌさんとチューダーさんは郷里が一緒なんですか？」

「ええ。でもこのことは誰にも言わないでほしいの。アーカイン家の人にも誰にも。わかったら困るの」

「でもチューダーさんは飛び出していってしまいましたよ？　放っておいて大丈夫ですか？」

　なんだかよからぬ気配がする。マリアンヌをソファに座らせ振り返ると、そこには黒い大きな影があった。

「変なことになっているようだな。今、チューダーが血相を変えて湖のほうへ走っていったぞ」

　クラウドが戸口から入ってきて、サロンの中を見回している。

「湖ですか？　チューダーさんが？　なんのために……」

　綺麗な男前の顔がすぐ背後にあって、目にした途端ハーモマイアの胸がドキンと高鳴った。

「自殺とか」

　ひょいっと二階から降りてきたラヴィ・ルウが冗談交じりに口を挟む。

「ラヴィ・ルウ！　いつからいたの？」

「さっきからいたけどさ。ちゃんと労働していたよ」

　この別館のすべてを家捜ししていたに違いない。そしてその表情からすると、ここには鍵はないらしい。

「自殺？　自殺だなんてまさか、そんな……」

「ああ。自殺はまだないだろうな。それよりも金を作ろうとするだろう。コレクションの時計やマリアンヌ嬢がリチャードから受け取った懐中時計を盗んで売れば相当な大金が簡単に手に入る。結婚資金にもなるしな」

「コレクションの時計を盗む？　私の懐中時計も？　そんな」

　マリアンヌのにわかに顔が青ざめる。

　そして彼女はおもむろに廊下の奥の自分の寝室へ駆け込むと、ドレッサーのスツールへ近寄り、そのビロードの座面を手で押し上げた。その中には小物が入るように空洞になっており、彼女は中に手を入れて見る間に形相を変える。

「ない……ないわ」

「どうしたんですか？」

　恐る恐る訊ねるハーモマイアにマリアンヌは答えず、よろよろと立ち上がると続きの間の書斎へと入り、今度はその部屋のチェストやキャビネットの引き出しを次々と開けては中を搔き乱す。

「ない！　うそよ、そんな……私の大事な懐中時計。やっぱりそうよ私ドレッサーのスツールの下へ入れたわ。容れ物ごと。なのにどうしてなくなっているの!?」

　マリアンヌは、他人がそこにいることなど忘れたかのように慌てまくって金の髪を振り乱す。

「まさか、チューダー、あの人が!?」

　ハーモマイアとクラウド、そしてラヴィ・ルウが顔を見合わせる。あの金とダイヤの塊かたまりのような懐中時計が盗まれたのだ。ラヴィ・ルウはすぐさま部屋を飛び出してチューダーを追っていく。

「チューダーが……私からあの時計を盗るなんて……ひどいわ……。ひどすぎる。私……取り戻すわ。力ずくでも取り戻す……」

　マリアンヌは脱力したのかぶつぶつと呟きながらまだチェストの引き出しを開けている。

「懐中時計がなくなったんですか？　チューダーさんが……持って行ったの!?」

　こちらに背を向け、床にぺたんと座り込みながらチェストを搔き回していたマリアンヌが、びくっとして振り向いた。

（──え？）

　ハーモマイアは息を吞んだ。

　彼女の手に、鈍く輝く銃がぎこちなく握られており、その銃口がハーモマイアに向けられたまま、引き金が引かれたのだ。

「ハーモマイア！　危ない！」

　クラウドがハーモマイアを庇かばって身を翻ひるがえしたとき、激しい炸さく裂れつ音が響いた。

　花か瓶びんが割れて、床に飛び散る。大理石の床には鋭いクリスタルの輝きが、ランプの琥こ珀はくの色に染まりながらちりちりと輝く。

（───な……に……？）

　一瞬何が起きたのかまったくわからなかった。ハーモマイアは天井を見上げたまま床に倒れていたし、その上にはクラウドが覆い被さっている。横を見ればマリアンヌが銃を構えた姿で蒼そう白はくになっている。銃口からは白煙が揺れ、そして割れ散った花瓶でハーモマイアは指先を切っていた。ハーモマイアに覆い被さり倒れたクラウドは、低い呻うめきを上げたまま、起き上がろうとしなかった。

「ク……ラウド……様!?　やだ、クラウド様……っ！」

　床を紅い血が染めていくのを見て、ようやく思考がまとまった。マリアンヌがクラウドを撃ったのだ。

「あ、私……。私、ごめんなさい。撃つつもりなんて……なかったの。ただ……ただ……勝手に引き金が……」

　マリアンヌは銃を握り締めたままがくがくと震え、クラウドのマントの下に真紅の血が流れ出すのを見つめている。そして耐えきれなくなったように部屋から飛び出していった。

「クラウド様。傷を見せて」

　ハーモマイアは必死に彼の身体を起こし、そして仰向あおむけにし、マントを捲めくって傷を見る。

　黒のベストのボタンを外し、真っ赤な血が流れ染めるシャツのボタンを外す。脇腹に傷があって、指一本程度の傷がぴくぴくと震えている。深さはない。掠かすめたような傷だったが、出血がひどい。

「大丈夫だ……だから……な」

　苦しげに呻うめくクラウドの声が聞き取れずに、ハーモマイアは屈かがみ込んで彼の口に耳を寄せる。

「平気……だから……触る……な」

「───え？」

「これくらいの傷は傷じゃない。おまえには触られたくはない。怪我なんてしていない」

「何言ってるんですか。これは立派な怪我ですよ。早く消毒して手当て……そう、縫ぬわないと！」

「いい。放っておけば……治る」

　理解できない。この人はこんなに苦しげに冷や汗を流しながら、何を言っているのだろう。

「だって、手当てをしなくては。ああ、裸を見られるのが恥ずかしいんですね？　大丈夫。私、採寸のときや、仮縫いのときにも人様の裸は見慣れてます」

「──それは……女によ体たいのもの……だろう」

「ええ。そうですけど、それが何か？」

　男の羞しゆう恥ち心しんなどにかまっていられない。床の血ち溜だまりはどんどん大きくなっているし、今ここに医者はいないのだ。

「マントを……マントを早く……私に……かけろ……」

「手当てが済んだらかけてあげます。今は手当ての邪魔ですから」

　抵抗しようとするクラウドは、まるで魔法でもかかったかのように腕一本動かせなくなっている。

（タイムリミット……？　ううん。まだ五時間なんてたってない。向こうに戻される時間じゃない。となるとこれは、お城とクラウド様の間の決まりごとなの……？）

　ハーモマイアはクラウドの傷に厨ちゆう房ぼうから取ってきたウイスキーを吹いて消毒すると、足につけていたあの小さな銀の彫り模様の入った裁縫パースから針と糸を取り出した。

　チク……タク……チク……タク……チッ……チッ……。

　小さく聞こえてくるのはクラウドの左胸の時計の音だ。なぜか鎖の端が皮膚の中から覗いている。これも今彼に起きている不調の要因だろうか。

　ハーモマイアの胸からは鎖なんて出ていない。

「やめろ！　主の命令だぞ。おまえは私の花嫁だ。私の命令は絶対だ。逆らうなど許されない」

　クラウドは脂汗をにじませながらぎこちなく手を動かして、ハーモマイアの視線から自分の脇腹を隠す。

　本当にどうかしている。こんなときに主人風を吹かせたって聞けるわけがない。

「お願いだからじっとしていてください。縫いますから」

「縫う？　おまえがこの私の肉体を？」

「お裁縫は得意なので大丈夫です。これでも街で人気のお針子ですよ。痛かったら思い切り泣いてもしがみついてもいいですから」

　ハーモマイアは一度針ケースから取り出した針を眺めて急いでそれを交換する。見たこともない太い針だったのだ。しかも尖ってもいなかったから、針ですらない道具かもしれない。そして使い慣れた細さの針を出して白い糸を通し、ペロッとなめると脇腹の傷口を縫い始める。

　クラウドは顔をしかめ、そして脇腹の痛みに呻うめき声を上げかけたが、ぐっと歯を嚙みしめて堪こらえている。

「クラウド様、痛ければ泣いていいですよ。私の前では」

「───る……さいぞ。冗談は、休み休み……い……いっ！」

　縫う速度を少し上げたせいか、クラウドの脇腹の筋肉がぴくぴくと大きく震えた。

　出血はみるみる収まり、そしてクラウドの象ぞう牙げ色いろの肌に糸の玉を作るときにはもうすっかり止まっていた。

「ふう……」

　布地とは違う大きめの玉を作り、長すぎる糸を切った。

　大変な集中が途切れハーモマイアは床にどすんと尻餅をつく。

「終わりましたよ」

「だい……じょうぶ……だろうな」

「大丈夫です。とても綺麗に縫えました。十針程度ですけど」

「十針か？　十針もか!?」

　クラウドは意味もなく怒った表情を見せる。

「クラウド様的に十は縁起の悪い数字でしたか？　時計の文字盤と同じ十二にしておくべきでした？　でも治れば縫い跡も残らないと思いますよ」

「残ったら恨うらむぞ。傷ものにされたら、おまえに天文学的な賠償と請求を……」

　冗談だとはわかっていても、この魔王様はなんだかときどきすごく可愛い。

「クラウド様。時の魔王様。怪我をしているときくらい、もっと素直になるべきだと思いますの！」

「うるさい。私は十分素直だ。十分すぎるほどだ。マントだ。マントをよこせ。私にかけろ」

「床を拭ふいてからじゃないと汚れますから、ちょっと待っていてくださいね。動けるようならソファにお連れしましょうか」

　自分を庇かばって怪我をしてくれたのは痛いほどわかってる。

　だから、口では生意気を言っても、クラウドのことが心配だし、できるだけ痛みを和やわらげてやりたかった。

　ソファの上に横たえ、肩にマントをかけてやると、以前ベッドでそうだったように、蓑みの虫むしのようになって、もぞもぞと蠢うごめいてる。

「ギベオンは、まだ本館にいて懐中時計の鍵を探していますよね。私、呼び戻してきますね。彼ほどにクラウド様の体のこと、わからないので」

　なんとなく、彼の体温が高い気がする。

　立ち上がるハーモマイアの手をクラウドが摑んだ。

「私のことは放っておけ。ハーモマイア、もういいからマリアンヌを追え！　あの女、銃を持ったまま……チューダーを追っている。チューダーはおそらく時計のコレクションルームだ」

「でも、クラウド様を置いて行けません。ギベオンかラヴィ・ルウがここに戻ってくるまでは」

「いいから行け。きっとマリアンヌはリチャードのところに行くぞ。時計を盗まれたと、そして何者かがコレクションルームに侵入したと言いに行く……！」

　もぞもぞとマントの中で蠢うごめきながら、クラウドの声が言う。

「ダメです……。私あなたを置いていけない。とっても具合が悪そうです」

　だがもうマントに包まれたクラウドから返事はない。

「クラウド……様……？」

　ハーモマイアは不安を抑え切れずにマントをそっと捲って中を見る。

　黒いフサフサしたものが見えた。そして膨らみはとても大柄な青年のものと思えないほど小さく、まるでそこには何も入っていないかのようにゆっくりとしぼんでいく。

　ハーモマイアはばっと音を立てて黒いビロードのマントを剝がす。今までソファにいたはずの長身の美青年の姿はなかった。

「え」

　そこにはラヴィ・ルウの巻いていた豪華なクロヒョウの毛皮が、ゆるやかに置かれていただけだったのだ。

「これ、ラヴィ・ルウの黒い毛皮じゃない……。でもクラウド様のマントの中からなぜこれが？」

　ハーモマイアがその毛皮に手を伸ばす。触れたとき、

「むああっ」

　おかしな鳴き声がして、毛皮が動き、そして跳ねた。

「きゃ」

　そこに横たわっていたのは、毛皮でもない。黒い大型の猫科の生き物だった。

「クロヒョウ？　クロヒョウの毛皮だったはず。なんで生きて動いているの？　あのときから生きてたの？　これはラヴィ・ルウの毛皮じゃなくてもしかして……」

「にゃあ」

　その生き物は魔物のようなギラギラ輝く青い目を剝むき、そして両足の爪をにょきりと出してベッドの上で光らせる。そして、「にゃあああああああああ！」と、ハーモマイアが持っていた黒いマントの中に飛び込んできた。

　ハーモマイアは驚き、勢いよく床に転ぶ。

「クラウド様!?　あなたなんですか？　タイムリミットが来るとその身体になるんですか！」

「にゃあああああああああ」

　黒猫は黒いマントの中で暴れ回り、マントは床の上で生き物のように膨らみ移動する。

「どうしよう。どうしたら？　クラウド様。こんなときにそんな姿にならなくても」

　マントルピースの上の置き時計を見る。この時間にいられるはずのリミットまで、もう一時間もなくなっているのだ。

「誰か……来て！　ギベオン！　早くここに戻ってきて！」

　ハーモマイアは念じるように大声を出した。

「だから、大声を出したり、感情を激しく揺り動かしてはいけないといったはずですよ。ハーモマイア」

　冷静すぎるほど冷静な声がして、振り向くと戸口にギベオンが困惑の表情で立っていた。

「ギベオン！　よかった！　戻ってきてくれたのね!?　今まで一体どこにいたのよ」

「むろん、鍵を探してましたよ。そうしたらチューダーがリチャード様のところへ来て……いえ。今はそれどころじゃなさそうですね」

「そうよ！　大変なの！　ねえ！　お願い！　クラウド様をなんとかして！」

　ハーモマイアの大声がギベオンの指先を口元へと運ばせた。

「し！　お静かに。あなたの声と激しい感情が〝ひずみ〟を広げてしまいます」

「だって…!!」

「我々がここに来たために起きる時空の〝ひずみ〟が異常気象や地震、津波まで引き起こすこともあるんですよ。この時間の人間にも、時として大きな変化をもたらす。自暴自棄、自殺、放火、殺人、その他もろもろね」

「ギベオン！　お説教はあとで聞くから、クラウドをなんとかして！　猫に、黒猫になっちゃったの。私のせい？　私が傷を縫ったせい？　違うわよね？　戻らなかったらどうしよう……！」

　動揺を抑えきれないハーモマイアにギベオンは微笑む。

「鍵が見つかったかどうかを聞くのではなく、クラウド様のお体が心配ですか」

「だって、猫になっちゃったのよ!?　ケガもしてるの！　ものすごく出血してるし！」

「クラウド様は魔王ですから、それほどの心配は不要」

「ダメよ！　この人きっと案外弱いの。そして城の拘束で肉体的にいつも無理がかかってるわ！　だって前にも……！」

　そう言いかけて、ハーモマイアは口をつぐんだ。なぜだろう。前にもこんなことがあったのだ。そんな気がする。

「ならば、あなたからキスをして差し上げればいい。クラウド様は元の姿に戻りますよ」

「キ、キス!?　キスって……その、私からこの猫ちゃんに!?」

「ええ。あなたから、クラウド様に」

　考え込むハーモマイアをよそに、ふいにマントから黒猫が顔を覗かせた。そしてそのまま逃げるようにハーモマイアの腕を飛び降りる。

「待って！　待ってクラウド様！　傷が開いてしまうじゃないの！」

　黒猫はその声を無視して外へ飛び出し、本館へと走って行く。

　ハーモマイアも、またドレスの裾を抱え上げ、後ろのリボンで結わき上げるとグリーンスノウの本館に本気で走る。ヒールの靴が汚れることもいとわなかった。










[image: ]







「つかまえた！　いくわよ」

　黒猫のクラウドを追いかけ、ハーモマイアが追いついたのは本館の正面玄関の前だった。

　悲しいかな魔法も使えず、重厚な扉を開けることができない黒猫は、そこで立ち往おう生じようしていたのだ。

　ハーモマイアは艶つややかな大柄の黒猫を後ろからマントでくるんで捕まえると、抵抗されるよりも先にと勢いよくその唇に唇を押し当てる。

　これでもし、黒猫がクラウドに戻らなければ、一生ギベオンの言うことは聞かない、という決心のもとの深いキスだ。
















　ギュッと閉じていた紫の瞳をゆっくりと開けて、そこにいるものの姿を確かめる。唇にあった毛皮の感触はもうなくなっていた。

　柔らかで、ほんのりとした温もりの、人間の唇。

　青銀の長い髪がハーモマイアの鼻先をくすぐる。

　そしてぼんやりと映る、閉じられている瞼まぶたと長いまつ毛。通った鼻筋。微かすかな息づかいを覚えてハーモマイアはそっと唇を離す。

　澄んだ群ぐん青じよう色の双そう眸ぼうが、ハーモマイアを見つめていた。

　なめらかな人肌がハーモマイアの両掌に触れている。

「クラウド様……戻られましたね。よかった……」

「──私のことは放っておけと言っただろうが」

　吸い込まれそうな瞳で見つめたまま、彼はまたわざと冷淡な言葉を投げつけてくる。

「放ってなんておけません！　あなたのことは」

　なぜだかは自分でもわからない。

「初恋の男を救う鍵より大事なものはないはずだろう？　おまえはそれを探し出し、金こん剛ごう石せきを得ることにこの命をかけたはずだ」

　そのはずだったが、この冷淡なくせにナイーブで、どこか虚きよ勢せいを張っているような魔王様を放ってはおけない。

「そう……ですよね。でもそれはやっぱり、恋じゃないと思うんです。初恋ではないんです」

　ハーモマイアはそう言いかけて、クラウドをマントの上からぎゅっと強く抱きしめた。

　マントの中のクラウドが、今は全裸であると気づいたのは、思い切り抱ほう擁ようしたあとだった。

「──これを早く着てください。こんなこともあろうかと持ってきてよかったです」

　ハーモマイアは先ほど部屋に落ちていたクラウドの服を渡し、着替えを手伝う。ひどく血に染まったシャツだけは、代わりのをギベオンから借りてきた。ちょうどそこに玄関扉を開けてメイドが現れる。

　着替えかけの若い男性とそれを手伝う令嬢にぎょっとしたようだが、ハーモマイアはそんなことにかまってはいられなかった。

　滞在時間約六時間というタイムリミットも、刻々と迫っている。

「あの、リチャード様はどちらにいらっしゃるの？　時計のコレクションを見せていただきたいのだけれど」

「リチャード様はコレクションルームです。あ、ですが、お約束は……!?」

　メイドは仰ぎよう天てんして声を張り上げたが、ハーモマイアは聞かなかった。

　二人は最上階の踊り場まで階段を駆け上がり、ノックもそこそこにコレクションルームの扉を開けた。タイムリミットまであと一時間ない。

　タイムリミットが近くなったら、この世界の人に見られないようなところに行き、〝召喚の時〟を待たなくてはいけないと、クラウドが言っていた。

　だとすれば、ハーモマイアたちに残された時間は五十分ほど。

　しかも、一度時空跳躍を行ったら、肉体的にも時空的にもダメージが大きいから二度目はないと思わなくてはいけない。

「リチャード様」

「ああ、ハーモマイア、嬢……だったかな。いつもなら勝手にここまで来る者を私はこっぴどく叱りつけるものだがね。今日は孫が帰ってくるし、気分がいい。一緒にコレクションを見ていくかな？」

　リチャードはショーケースの前に車椅子をつけ、ゆったりと時計たちを眺めていたのだ。

「あの、ここに……マリアンヌさんは……」

「さて、彼女のことは知らないな。で、どうするね。一緒に見るかね？　世界でも傑作の美術品たちだ。もし興味があるなら、君たちには特別に、普段は誰にも見せないものを見せてやってもいい。強い秒針の音のせいで、気分が悪くならなければいいがね」

　リチャードはおかしそうに肩を揺すりながら苦笑する。

「どうだね？　行くかね？　二人共」

　彼に今、率直に鍵の在り処を訊いたほうがいいだろうか。拷問はあり得ないとしても、脅して訊き出すくらいしないと時間までに鍵を手に入れることができそうにない。クラウドの怪我も気になっている。

　だが躊ちゆう躇ちよするハーモマイアの背後で、凜り々りしくも決断する声が響いた。

「もちろん、喜んでお供させていただきましょう。私の従者たちも同行してよろしいですか？」

　クラウドが、多量の出血などなかったかのような清々しい爽やかさで、リチャードに微笑ほほえみかける。

　あの、引きこもりでむっつりで、無愛想で傲ごう慢まんな受け答えしかできなかった彼が、城の外で他人に微笑みかけるなんて、まったく思いもしなかった。

「許可しよう。君たちは運がいい。普段はよほどの客でも入れないほど高価なものが沢山ある場所なのだよ」

　リチャードは、車椅子を操り、部屋の一番奥の天文時計の前に車椅子をつけた。クラウドとハーモマイアもリチャードに付き従う。

　彼は皺しわだらけの指で、ベストのポケットに覗く懐中時計のアルバートをたぐり寄せると、金色の懐中時計を手にしていた。時計はその金の上うわ蓋ぶたのすべてに美しく十二の宝石がはめ込まれており、まさしくそれ一つで豪華な宝と言えるものだ。

　リチャードは、その時計の天てつ辺ぺんに二つある竜頭の一つを引き抜くと、天文時計の文字盤を装飾している月の目に突き刺した。

　唸うなるような音が響いて、天文時計そのものがせり上がっていく。それはまるで巨大な舞台装置のようだ。

　どこかで歯車が回っている。壁の中の見えない仕掛けが発動し、ロープか鎖かを巻き取ってそれを動かしているのだろう。

　針の先ほどのスティックの威力とは思えない有様に、ハーモマイアは啞然とし、その時計が頭上に上がっていくのを見ていたが、リチャードはその様を楽しそうに見つめている。

「さあ、中に入りたまえ。ここだよ」

　リチャードは、その天文時計の背後にぽっかりと穿うがたれた通路の中へ姿を消した。その奥に、部屋があるのだ。

　隠し部屋というには、その部屋は壮大すぎた。

「奥にまだお部屋があったんですね……」

「ああ、盗賊もここまでは入れまい。そしてこれが、私の本当のコレクションルームだ。どうだ？　まさに時を刻む宝石。時を超えた美術品。天然の歳月が作り出した、宝石と時との蜜月だ」

　おそろしく高い天井。

　見上げるほどの高さがある壮そう厳げんなドームが頭上に伸びている。

　そこはまるでクラウドの棲むあの時の城の〝時の間〟のようだった。

　巨大な水晶の結晶の中に、時計の機構がはめ込まれて動いている。金針が無数に走る水晶の中で、どうやってそれらの機械が時を刻んでいられるのかとても不思議だ。

　水晶以外にも、ウオーターオパールの虹の輝きの中で振り子を動かす不思議な時計もある。

　エメラルドの塊かたまりの中に機構が閉じ込められていて、短針と長針だけがゆっくりと回っているものなど、これぞコレクターの名にふさわしい珍品、貴重品のオンパレードだ。

（すごい……こんな時計があるなんて……）

　まるで空気のごとく透明に磨かれたショーケースの中を見て、マントルピースの上を見て、目が釘付けになってしまう。そしてドーム型天井には実はクリスタルが張られており、その透明なクリスタルの上にも時計の機構が息づいているのを見て、ハーモマイアは感嘆の吐息を漏らす。

　まるで、空中に十二の装飾的な金文字がぐるりと浮かんでいるかのような、この世のものとは思えない神秘的な時計なのだ。

　ドームの天辺に穿たれた明かり取りの小さな窓から差し込む光で、その金文字は煌きらめき、そして針は時として影に沈み、時として白銀のようにも輝く。

「どうかな？　とても美しいだろう」

　リチャードはハーモマイアたちを伴って幻想的な部屋の中を巡る。

「そして今、私は君らを大いに気に入っているのだよ。特にタイム嬢、この音に耐えられる女性には初めてお目にかかった」

「え？」

「この音だよ。数多あまたの刻ときの息づく音がドームの中に反響して全身に跳ね返ってくる。悠久の時を儚はかなく生きる我ら人間の身体からだを、そっと包み込んでいるとも言えるが、たいていの者たちはこの波動に耐えられない……」

　そう言われれば、周囲には無数の時を刻む音が満ちている。

　クラウドの城でもそうだった。あの〝刻ときの交こう差さ店てん〟でもまるで小さな虫たちが密かに鳴き続けているかのように、店の中は時計の声で満たされていた。

　そんな経験もあってか、ハーモマイアはこの空間に入っても何も違和感を覚えなかったのだ。

「ここはむしろ、私にはとても居心地がいいです。自分の心の音のようで」

　素直な感想だったが、リチャードは、その言葉をとても好意的に受け取ったようだった。

「お嬢さんは時計が好きなのと同時に、時計に好かれているのだよ。時を刻むものたちと共にあって然しかるべき存在だ」

「あ……りがとうございます」

　ハーモマイアは、クラウドの言いつけどおり、あまり感動したり、ドキドキしたり、気持ちを揺らさないよう心がけていたが、この広間ではその感動を抑えるのは困難だ。

　本当に美しいのだ。そして永遠にこの中に包まれていたい、おかしな気さえ湧いてくる。

（クラウド様はいつもこんな気持ちなのかしら……時の城にすべて束縛されながらも、どこか愛おしいような……苦しいような）

「あなたのような令嬢なら、我が先祖から引き継いできたコレクションを大事にしてくれそうだ。我が家にはもう、これら素晴らしい遺産を未来へ引き継ごうという者がいない。引き継げる素質のある者もいない……」

　リチャードは、それまで見せたことのない真面目な顔をハーモマイアに向ける。

「私は早まったな。あなたのような令嬢こそ我がアーカイン家にふさわしい。どうだろう、孫の嫁になってくれないか」

「え？　あの、私……」

『カリストルの花嫁になってほしい』と、あの魔王のごとく恐ろしいリチャードが自分に言っている。その嬉しさよりも、彼が自分を誤解していることのほうが重くのしかかってくるし、今のハーモマイアには懐中時計の鍵探しが重要だ。

「私には……無理です」

「何が無理なのだ？　家柄など気にすることはない。容姿も我がアーカイン家の嫁になるに申し分なかろう。コレクションを愛し愛される素質がある、それだけで十分だ。それとも他に結婚を約束している者がいるのか？」

「それは……いえ。そうではなく、アーカイン家にはもうマリアンヌさんがいらっしゃいます。リチャード様は花嫁に贈る懐中時計をもうマリアンヌ嬢にお渡しになりましたでしょう？」

〝いない〟といいそうになって、でもクラウドの顔が脳裏に浮かんだ。クラウドは自分を花嫁にするつもりだ。そしてハーモマイアも契約を承諾している。

「あの懐中時計はマリアンヌ嬢に返却を求め、タイム嬢に渡す。そしてタイム嬢がカリストルと結婚するのだ。彼女には別の貴族でも紹介してやる。それでいいだろう？　カリストルはよく知りもしない女性と結婚するのはいやだと言っていた。結婚するくらいなら大学を卒業しても、家には戻らないと。もちろん、私はそれを許さない。絶対に従わせるから安心したまえ」

　相変わらず、強引で傲ごう慢まんだ。自分がそうと思ったら他の者のことなど考えない。でも、もし今ここでリチャードの提案を承諾したら、未来は少しは変わるだろうか。カリストルは、自分となら結婚してもいいと思うだろうか。あの魔女の森にも行かず、ウサギも追わず、時計の鎖に巻き取られることもなく。悲劇的な未来はこの世界で変わるだろうか。

　あの時計をハーモマイアがここで受け取り、それに鍵がなかったら、自分は堂々と要求できる。そして鍵はすぐに手に入るだろう。ハーモマイアはマントをまとって傍らに立っているクラウドを一いち瞥べつする。

「我がアーカイン家の習わしで、婚約者の令嬢に渡される懐中時計は、世界でもっとも優秀な時計技師の手になるものだ。タイム嬢も是非手に入れたい逸品のはずだ。あれは金とダイヤの塊だからな」

　ハーモマイアは頷うなずきそうになった。あの時計を手に入れたなら、未来のカリストルは助かるのだから。

　そのとき。

「リチャード様。私、そのお話をとても怒りに満ちて聞いていますわ……」

　扉が開いた。そこには、マリアンヌが背後の部屋の明かりを背負って立ちはだかっていた。

　顔が蒼白になり、普段は人を魅了する大粒の碧へき眼がんは血走っている。美しい金の縦ロールは乱れたままだ。

　とても、厳格で気むずかしい老紳士の前に出ていい姿ではなかった。

　信頼し、かつては結婚を約束していたチューダーに罵ののしられた衝撃と、大金持ちで恐ろしい老貴族から託された時計が失われたショックに打ちのめされ、とても普通の行動を取れる状態ではなくなってしまったようだ。

　マリアンヌは美しい顔に妖気さえ滲にじませ、ハーモマイアを睨みつけながら部屋の中に駆け込んでくる。そしてハーモマイアを指差した。

「その人たちは泥棒よ！　泥棒猫だわ！　リチャード様、私は忠告に来て差し上げましたの。この部屋には盗ぬす人つとが現れますわ。いえ、もう現れているのかも」

「マリアンヌ。あの懐中時計をやったとはいえ、この隠し部屋への立ち入りは許していないぞ」

　リチャードが車椅子の肘掛けを握りしめて怒りを露あらわにするが、今の彼女はそんなことを恐れてはいない。

「この音は何？　虫がざわざわしているみたいよ。すごくすごく気持ち悪い……」

　マリアンヌが耳を覆い周囲をぐるぐると見渡しているとき、ギベオンとラヴィ・ルウが揃って部屋に現れた。二人はクラウドの顔を窺いながら成り行きを見つめている。

「私の大事な懐中時計……その人が盗んだんだわ……返してよ」

　マリアンヌはハーモマイアの顔を一心に見つめ、ずかずかと近寄ってくる。

「マリアンヌ嬢？　何かの勘違いでしょう。彼女は何も」

「あなたたちもどうせグルなんでしょ？　私の懐中時計を、早く返して！」

　彼女はすっと背後から手を抜いた。その手には黒光りする細身の銃がしっかと握られている。

「マリアンヌ……おまえは……我がアーカイン家の家宝をどうしたと？　失くしたと？」

　リチャードのこめかみに青筋が盛り上がり、暗がりでもわかるほどの怒りが全身に充みち満みちる。

「リチャード様。今のお話を伺いました。ハーモマイアさんにあの時計を譲るって……カリストル様とハーモマイアさんを婚約させるおつもりだって。そんなのはひどいでしょう？　だってもう、約束したんですもの。あの時計はもう私のものです。誰にも渡すつもりはありませんわ！」

　突然、マリアンヌはハーモマイアの頰を叩いた。

　少女のものとは思えない、すごい力だ。頰と目元に衝撃が来て、ハーモマイアは〝目から星が出る〟という現象を初めて体験した。

　ラヴィ・ルウとギベオンは急いでマリアンヌを背後から取り押さえようとする。

　だが、ハーモマイアやマリアンヌの感情の大きな揺れによる〝ひずみ〟の作用なのか、妙に力の強くなったマリアンヌは押さえきれない。

　ラヴィ・ルウがマリアンヌを拘こう束そくしようと隙すきを見て手を伸ばすが、凶暴なまでの反撃を受け、苦戦している。

「まずいな……。ここにきてこれか」

　クラウドが呟つぶやきながら、周囲の時計の変化に眉を顰ひそめた。

　さっきから時計の秒針が小刻みに震え、歯車やゼンマイも怪しい微動を見せているのだ。

「泥棒猫！　時計を返して！　カリストル様と結婚するのはこの私なのよ！」

　一度拘束しかけた彼女の利き腕が、再びハーモマイアに伸びる。

　さっきのような激しいビンタがまた襲ってくる。そう思ってとっさに身をかわそうとしたハーモマイアの身体をクラウドが庇い、そして別の誰かがマリアンヌの腕を摑み取ってくれた。

「お嬢さん、大丈夫ですか？」

「カリ……ストル……？」

　ハーモマイアの唇が驚愕しながらその名を呟く。

　金の髪。緑の輝く瞳。端正な顔立ちの幼おさな馴染なじみだ。彼も、ここに戻ってきていたのだ。

　カリストルも何か起きると予見したのか、この特別な隠し部屋に飛び込んできて、マリアンヌの暴挙を止めてくれたらしい。

「カリストル様……！　私の未来の婚約者。お願いです。時計を探して。あれがないと困るんです。おじいさまから受け取った……婚約の証の素晴らしい懐中時計を！」

「マリアンヌ嬢、落ち着きたまえ。もっと冷静にならないと怪け我がをする」

「落ち着けですって？　婚約者と初めてちゃんと会えたのに、もう私には〝婚約者の資格がない〟って、そう言われたのよ!?」

　マリアンヌが叫ぶたび、空気が震え、地震のように部屋が揺らぐ。

　ハーモマイアは天井の時計を見上げた。タイムリミットまであと十分もない。自分がカリストルとの婚約を受け入れたら、二週間後、きっとあの時計はハーモマイアのものになる。

　それを〝いにしえ時計〟の修復に使えば、彼を救えるかもしれない。

　でもそうしたら、マリアンヌの依頼はどうなるのだろう。

　そしてマリアンヌの時計を奪っていったチューダーはどこに行ったのだろう。

　いや、そもそもカリストルをあの場所へ行かせなければいい。その記憶がもしちゃんと残っていたら──。

「時計を返して、鍵を渡して。私のものよ。もう誰にも渡さない！」

　マリアンヌが叫ぶたび、周囲に異様な跫あし音おとがひたひたと迫ってくる。

（時空に異常が起きている？　天変地異をもたらすような大きな〝ひずみ〟が……）

　マリアンヌのたがの外れた感情が、この時計の部屋をおかしくしている。

（そんな、どうしよう……）

「マリアンヌ嬢。僕は最初から君とは結婚できないんだ。まだ誰とも結婚する気はなかった。だからもう、大人しく諦めてくれ」

　カリストルが珍しく言葉を荒らげた。

「カリストル。その女を黙らせろ。私をここから連れ出してくれ。時計たちが怖がっている。邪念の強さに時計が狂う。空間が狂ってしまう」

　車椅子のリチャードが、マリアンヌを自ら排はい斥せきできないのを悔しがるように、肘掛けを叩きながら足で床を蹴けった。

「───ハーモマイア。鍵を探せ」

　クラウドが、冷ややかな声でハーモマイアに告げた。

「え？」

　驚いて振り返るハーモマイアの横に、彼の真剣な眼まな差ざしがある。

「今、この空間に鍵の在あり処かを知る人物がいる。リチャード氏ではなく、もう一人のアーカインの名を継ぐ人物」

　そして彼の周囲を射るような瞳は、ある一点で釘付けになる。カリストルだったのだ。

「え？　クラウド様。カリストルがなんて、まさかなぜ？　そんなことは絶対に……」
















　ハーモマイアがクラウドの考え違いを諫いさめようとしたが、クラウドはもうつかつかと歩み寄り、カリストルの肩を摑んだ。そして顔を自分のほうに向けると、声こわ音ねをより低く強める。

「カリストル殿。あの懐中時計の鍵は、あなたが持っていますよね？」

「───それは、なんのことですか」

　自分によく似た面差しのクラウドの顔を見て、驚いたようなカリストルだが、すぐ努めて冷静に訊たずね返す。

「君が、あの懐中時計の鍵を持っている。あれ一本抜くだけであの時計は時を止める。蓋ふたも開かなくなってしまう。言い換えれば、あの鍵が挿入されているだけで、あの時計は永遠に時を刻み続ける。あの鍵は花嫁の時計にとって必要不可欠なものだ」

　カリストルに似たカリストル以上の美貌で、クラウドは彼を見つめる。自白を求め、促うながすような視線。

「───失礼ですよ、あなた。手を離して貰えますか？」

　クラウドを睨むカリストルの緑の眼差しが、今まで見たこともないくらい重く輝く。

　ハーモマイアの知っているカリストルじゃないみたいだ。

　クラウドはそんな鋭い視線にも怯ひるまず続ける。

「そう。あの時計技師Ｒ・Ｃの時計は、上蓋も裏蓋も鍵がなければ開かないようになっている。修理も鍵を持つものしか許されない。そういう特殊なものだ。今あの時計は鍵が紛失していて開かない状態。誰が鍵を持っているのだろうとずっと考えていたが──君だね」

「僕が時計の鍵を？　意味がわかりませんね。なぜ僕が、そんなものを盗まなければならないのです？」

「あの懐中時計が婚約のお披露目のときになければ、婚約式は開かれない。ただの豪華なパーティーに変わる。君の祖父は、大変厳格で気難しく、時計に対する執着はこの上ない。代々大切にされている懐中時計を壊したり、部品を欠損した婚約者を許しはしないだろう。そんなところだ。さあ、持っているね？　こっそりでいい。今少しだけ、この私に貸してくれないか」

　クラウドは確証があるのか、青い瞳をわざとゆっくりと伏せた。

「僕は残念ながらここに所持していませんよ。そしてあれは、一番信頼できる人にあげてしまうつもりですから」

　カリストルが静かに自白した。

　自分の身の不遇を叫ぶマリアンヌと、怒り心頭に発しているリチャードたちには、二人の密やかな会話はほとんど聞こえていない。

「カリストル……。本当に……懐中時計の鍵をあなたが抜いたの？　マリアンヌさんのところから？」

　彼は微かに、でもゆっくりと頷いた。

　ハーモマイアの声も、追求するクラウドの声も潜められた低いものだったが、聴覚のきわめて優れたラヴィ・ルウとギベオンには、マリアンヌの金切り声の中であってもはっきりと聞こえている。

　大騒ぎしていたマリアンヌも、もしかしたら何かを聞き取ったのかもしれない。

「もう……たくさんだわ……」

　突然、ラヴィ・ルウに摑まれた両腕から力を抜き、頭こうべを垂れた。

　興奮しすぎて、意識を失ったのかと思ったが、違った。

「もう、うんざりよ。両親の期待も親族の期待も、〝綺麗ね〟っていう周囲の声も、〝賢いお嬢様ですわね〟って言う賞賛も、もううんざり！　どうして？　ちゃんと努力してきたから認められた！　幸せになっていいじゃない！　お金がなくちゃ困るのよ！　どうして邪魔されなくちゃいけないの!?　あの懐中時計の……人生に見る最高の輝きが、与えられたと思ったら、どうして突然奪われなくちゃいけないの!?　チューダーだけはわかってくれてると思っていたのに、ひどいじゃない！」

　空気が、足下の床が、周囲のガラスが震え続け、ヒビが走る。時計の針は、ハーモマイアたちのタイムリミットまであと三分を指している。

　チッチッチッチ。

　幾重にも重なりながら、規則正しく刻まれていた部屋の刻が、どこかずれていくのを感じる。

「カリストル！　カリストル！　私をこの部屋から連れ出せ！　気分が悪い」

　リチャードが、この部屋に響きわたる不協和音に耐え切れずに、車椅子から転げ落ちる。カリストルは祖父をかかえて隠し部屋から飛び出した。

「クラウド様！　もうここから脱出しませんと、異常な空気です！　時の重圧がひどい！」

　ギベオンもラヴィ・ルウも、この恐ろしい事態に気がついていた。

「逃げろ。この部屋は危険だ……」

　クラウドが呻うめき、ハーモマイアの腕を摑んで引きずり出そうとする。だが、ハーモマイアは身体がとても重く感じて、足を動かすことができない。圧迫感が体じゅうを締めつけ、胸にも重くのしかかる。胸元に手をやっても、鼓動と重なる時計のリズムがおかしいのが感じ取れる。

「や……なに……これ……」

「〝ひずみ〟のせいだ。異空間の者を押し潰すつもりらしい。彼女の思念がそうさせている」

　怯おびえてクラウドのマントの端を摑むハーモマイアだったが、マリアンヌはその恐ろしい状況も把握してはいないようだ。

　呟きはさらに声量と熱を増し、マリアンヌは呪じゆ詛そし続ける。

「死んじゃえ！　私を知ってる人全部……。捨てていく人全部……みんな嫌い！　大……っ嫌いっっ！」

「マリアンヌ！　何をしているんだ！」

　驚きの交じった怒ど声せいが響き、部屋に飛び込んできた人物がいた。チューダーだ。

「──チューダー……？　まさか……よね。あなたじゃない」

　マリアンヌは蒼ざめた顔に引きつった笑みを浮かべて彼を見る。

「マリアンヌ、地震だよ！　早くここから逃げるんだ！　さあ、早く！　ここは危ない……!!」

「いやよ……いや！」

　飛び込んできたチューダーは嫌がるマリアンヌの腕を摑み、部屋の外へ引きずり出そうとしていたが、不意に彼女の全身を抱きしめた。

「や……なに……するのよ！　泥棒……！」

「君がここから逃げないというのなら、僕も逃げずにここにいるよ」

　チューダーの頭上に、ガラスの破片が降り注ぐ。

「きゃ……!!」

　マリアンヌは悲鳴を上げたが、チューダーは動じない。

「君が僕よりも、高級な時計が好きだというのなら、ここに一緒に埋うもれよう」

「チューダー、何言ってるの？」

　マリアンヌが初めて冷静な青い瞳を彼に向けた。

「僕が、盗った時計をリチャード様に渡して……君が婚約者から外されればいいと……そう思った。君は否いや応おうなしに僕のところに戻ってくると。すごく悩んだ。そして……リチャード様に渡すのをやめたんだ」

　周囲が激しく揺れる中、チューダーは掌を開き、あの懐中時計をマリアンヌの前に差し出した。

「すまなかった。これは君の時計だよ。君は……カリストルと……幸せになるべきだ……」

　驚くマリアンヌに、再びガラスの雨が降り注ぐ。それを庇ったチューダーの頰が、腕が、裂けて血を滲ませる。

「──逃げ……て……」

　マリアンヌが声を振り絞った。

「逃げて。チューダー、あなた……どうしてそんななの」

「君がいる場所に僕はいる。僕はこの館にずっと勤めて、そして君を……」

　マリアンヌがチューダーの手から懐中時計を叩き落とした。

「いらない。いらない。こんな時計、私はいらない！　あなたがいれば……あなたが無事で、いつもそばで、私のことを愛してくれれば……！」

　マリアンヌの双そう眸ぼうから、大粒の涙がボロボロとこぼれ落ちた。

　美しく輝く、宝石のような涙。その涙は床に落下しはじけるまでに、すべてダイヤのような輝く物体へと変わった。

　次の瞬間。

　ガタンッ！　と激しく周囲が揺れた。ケース内の置き時計が倒れ、ショーケースをぶち破る。マントルピースの上の振り子時計が投げ出されて中央まで飛んでくる。天井のクリスタルにもヒビが入るのが見える。

　周囲のガラスというガラスがすべてはじけ飛んだ。

　粉々になって周囲にまき散らされるガラスが、ハーモマイアを襲う。

　美しいウォーターオパールの時計もキャビネットから飛び出てくる。

「あ……」

　そのまま落ちるか、他のキャビネットに激突するか。いずれにしても壊れてしまう。

　ハーモマイアはとっさにその美しい虹色の時計に飛びついた。

　重力が普段の何倍もかかっているかのように重い足は、予想より踏み出せず、ハーモマイアは無様にもその場に倒れ込んでしまう。

　その身体の上に、更なる呪いと怒りの共鳴で砕け散ったガラスが降り注ぐ。

「おい！　バカ……！」

　ハーモマイアはクラウドの腕に強引に引き倒され、長いマントコートの中に包み込まれた。

　ハーモマイアの胸の中で、懐中時計が時を刻むのをやめた。

　最後に見たのは、世界が歪んだ光景だ。部屋から連れだって避難していくチューダーとアリアンヌの後ろ姿。舞い散るガラス片。時計の文字盤がぐにゃりと溶けたように曲がっていた。さっきまでうるさいほど聞こえていたマリアンヌの叫びやガラスの割れる音。空気が裂かれる音。そんな音が、もう何も聞こえない。

　何も見えない。手足も、動かない。

　すべてが闇に包まれた気がした。




　どれほど時がたっただろうか。




　チッ……チッ……チッ……チッ……チ。




　微かな音で気がついた。

　自分の胸の音だろうか。それとも、クラウドの胸の懐中時計だろうか。まさかあの、マリアンヌの止まった懐中時計が再び動きだしたのだろうか。

（身体……動く？　目は開く？　感覚は……ある？）

　マントの闇に包み込まれた直後から、すべての感覚さえなかった気がする。

　冷たくもなく、寒くもなく、熱くもなく、痛くもなかった。あの部屋共鳴音で気分が悪くなっていたあのむかむかする感覚もない。

　無だった。

　それが今はゆっくりと暖かさを取り戻しいる。

　自分の考えも、はっきりしてくる。

（ここはどこ？　やっぱり暗い闇だけど……私、死んだの？　クラウド様が、時空跳躍は危険がつきまとうって言ってたのはこのこと？　ひずみに潰された？　私たち殺されたの？）

　手を動かしてみようと思った。右手を顔に。ちゃんと右手は動いて、頰に感触がある。

（生きているみたい……だけど。なんで暗闇なの？　死んだと思って埋葬されちゃった？）

「おい。触るな」

（え？）

「おまえ、変態か？　くすぐったいからやめろ」

　ちょっとむっとするような、でもなぜかほっとするような、威圧的で傲ごう慢まんな声。

「ご無事なんですね。どこにいるんですか？　クラウド様」

　闇の中で手探りしたハーモマイアは、男性の引き締まった首筋と、胸元を思い切り触ったのを感じて手をぎゅっと引っ込めた。

「変態め……おまえはやはり変態だったな。それで公然と人の裸を見たり、服を脱がせたりできる服飾家になろうとしたな？」

「お針子です。服飾家なんて恐れ多いわ。それに私、お裁縫が上手になりたかった理由はちゃんとありますから」

「ほう、その理由を聞きたいものだな」

「それはですね……」

　ハーモマイアはこの闇が彼のマントで作られたものだと察知して、両手で闇を切り開く。マントの外には緑の大地と青い空が広がっている。そう信じきっていたのだが──。

「あの、ここは……どこですか？」

「わからない」

「え」

　ハーモマイアはぎょっとして、またクラウドのマントを身体にまとわりつかせる。

　外の光景は、不可思議なものだった。

　青味がかった白い空間。四角い狭い部屋。天井も壁も、石積みが剝き出しの無骨な部屋。

　目線より上の小さな窓には黒い鉄格子が見える。どうみても、牢ろう獄ごくだ。そしてその窓の外には何もなかった。薄曇りの空のような灰色が、ただ茫ぼう洋ようと広がっている。

「ここは……空に浮かぶ牢獄？　私たち、もとの時間に戻れなかったんですか」

「そのようだ。ずっと……もうずっとこのままだ。外の景色もこのまま。きっと時の狭間はざまに落ちたんだな。あの女の悪感情の暴走で、時空が均きん衡こうを崩してしまった」

「あの、ラヴィ・ルウとギベオンは？　彼らは戻れていますよね？　私より早くに避難していたし」

「ああ、大丈夫だろう。そもそも私だってもう戻れているはずだった。おまえが余計なことをしなければな」

　嫌味を言われて、ハーモマイアは首をすくめる。

「えっと、あの……褒めてくださってもいいのでは？　だって私、あの綺麗なウオーターオパールの時計を守ろうとしたんですよ」

「───守れたのか？」

「それは……ちょっと見届けられなかったですけど。でもきっと無事です。そう念じて飛びつきました。あの空間は感情が力として作用するんですよね？　じゃあ、きっと大丈夫」

「バカじゃないのか」

　クラウドは本当に怒っているのか、いまだに聞いたことがないほどの低い声で怒ど鳴なった。

「どうしてですか？　だって、時計は人命より尊いんですよね？　時計を守って死ぬことは当然だってそう言って前、怒ったじゃないですか」

「うるさい！　おまえが死にそうになったら、私が助けなくちゃいけないだろ？　その手間がうっとうしいんだ。煩わずらわしい」

「時計じゃなくて、私を助けるんですか？　〝時計王〟の、〝時の魔王〟のクラウド様が？　変ですよ」

「変じゃない。おまえは私の花嫁だ。大事な身だぞ？　傷がついては困るんだ」

「───そうですか……」

「ああ、そうだ。そんなこともわからないのか」

「今まで、あまり他人に大事にされたことがないもので……すみません」

　なんだか二人の間に奇妙な空気が流れる。

　同じマントに二人きりでくるまって、狭い石の牢獄で、抱き合っているからなおさらだろう。

「───いつになったら……もとの時間に戻れますか？」

「さあな。〝召喚の時〟とあの女の感情の爆発が重なったんだ。予測もつかない」

「───時計……マリアンヌさんの時計……ありますよ。ここに」

　ドレスの中に手を差し入れてまさぐると、あの金とダイヤでできた豪華な懐中時計が指先に触れてくる。

　消えてはいなかった。さっきの時空に取り戻されてはいなかったのだ。

「そうよね。向こうの世界でこれを修理して元どおりにして返す約束をしたことが先だもの」

「ああ。だがあの部屋のコレクションが二週間後に壊れてしまっているとしたら、惜しいな」

「壊れていないかもしれないんですか？」

　意外だとハーモマイアが目を見開く。

「我々が関与した空間や事件、接した人間たちは、我々がいなくなればもとの状態に自己修復しようという機能が働く。だから、接した人間たちはその記憶を薄れさせるし、壊れたものも元に戻っている可能性は高い。本来この能力は時の修復に使うのだしな」

（忘れてくれるならそのほうがいい……。とくにマリアンヌさんには忘れてほしい）

「人間の記憶というのはきわめて曖あい昧まいだからな。いやな記憶は忘れようと、心と脳が努めるものだ」

「───でもマリアンヌさん、最後はとてもよかったわ。とっても幸せそうだったもの。でももとを正せば、もっと過去に遡さかのぼって、マリアンヌさんをグリーンスノウに来ないようにさせればいいのよね。それか、リチャード様が彼女と会わないように細工するとか」

「そうだな。できることならな」

「〝愚ぐ案あん〟だ」とか、もっと痛烈な非難が来るかと思ったのに、とても気が抜けた声だったから、ハーモマイアはその名案を〝迷案〟だったのだろうと判断して話題を逸らす。

　もしくは彼の心からの賛同を得られたのかもしれないけれど。

「それにしても……」

　雪空のよう。ハーモマイアはそう思った。

　寒くはないが、暑くもない。

（ちょうどいい、柔らかな温もり……さっきのあの心地の悪さが噓みたい。さっきって言えるのかな。あれからどれくらい経ってしまったのかわからないけど）

　クラウドの秘密めいた微かな温もりがハーモマイアに伝わってくる。

「クラウド様。もう少し窓のほうに寄ってもらってもいいですか？」

「ああ」

　マントに包まれた二人は窓辺に寄った。ハーモマイアは背伸びして、ようやく外の景色が見渡せる。

　外はひたすら白とも灰色とも言い難い、ぼやけた色彩。

（吸い取られるような無音の中で、柔らかな温もりを感じる。この感じ、前にもあった？）

　寒い冬の日。雪の夕暮れ。

　そう思って、じっと何もない外を見つめていると、薄い翳かげりが森のようなものの形を取り始める。

　森が見えた。田畑が見えた。そして小さな煉れん瓦が屋根の家々が密集した街が見える。

（昔から住む私の町……あの時計店のある町……？）

　雪が降っている。もう夕暮れだ。

　小さな子供の影が、その灰色の世界にただぽつんとひとり座り込んでる。

　だがやがて彼女は破れをつぎはぎしたエプロンドレスで冷えた手を拭うと歩き出す。

（あれは私？　五歳かそのくらいの……どうしてこんな光景がここにあるの？　ここは、遠い昔の私がいる町なの？　私たちは、過去の世界をさまよっているの？）

　ハーモマイアは幻燈に映し出されているような幼い自分を食い入るように見つめてから、クラウドの顔を見返す。

　彼にも同じ光景が見えているようで、真剣な眼差しのまま無言で見つめている。

　それは子供の頃レスマイアに怒られて、凍いてつく雪の日に、外に放り出された日の光景だ。

　あのときも、すべての音がしんしんと降る雪に吸い込まれていた。

　街人たちは、大雪になりそうだというので早々に店を閉め、街を歩くのをやめ、皆赤々と暖炉の燃える自分の家に戻っていた。

　ハーモマイアはひとり、町はずれまで歩き、灰色橋を渡り、森の中に迷い込んだ。魔女がいる森だから入ってはいけないと大人たちは言っていたが、その魔女に願いを叶えてほしかったのだ。

　魔女に、幸せになれますようにと、お願いしようと思った。

　深く暗い森を進んで帰り道もわからなくなった頃、古城が前方に現れた。大きなまあるい塔の突き出た美しい城だった。

　きっとあのお城に魔女がいる。そう思って近づこうとしたとき。木々の梢こずえの向こうの塔に人の影が映ったのだ。

「誰？　そこに住んでいるの？　あなたが森の魔女？　私の願いを叶えてほしいの」

　窓の向こうの人影は、ハーモマイアを見下ろしていたような気もしたが、高い塔の中にいる人に、ハーモマイアのおどおどした声が聞こえているはずがない。

（もっと近寄らなくてはいけない。中に入る扉はどこ？　このお城が暖かいといいな。私の部屋はとてもとても寒いの）

　ハーモマイアがもっと城に近寄って、玄関扉を探そうとしたとき、突然前方の木陰が揺れた。

　背が高く、黒のマントコートをまとった人物がハーモマイアの前に立ちふさがった。

「入ってきてはダメだ」

「え？」

　荒ぶる声ではないとはいえ、突然高圧的に言われて、幼いハーモマイアは尻込みする。

「この城に入ってはいけない。この敷地から、この森からすぐに出ろ」

　男性か女性かわからないけれど、品よく整った風貌の人物。銀の長い髪が背を覆い、群青色の瞳は優しく、だが鋭く輝いている。

「あなたが〝森の魔女〟？　あ、あの……お願いします。私の願いを叶えてほしいの」

「───私は魔女じゃない」

「でもこの森に棲んでいるのは魔女だけでしょ？　いじわる言わないで……叶えてほしいの……寒いの。怖いの。おうちに……私の居場所がないの。叔母さんがイライラしていて可哀想なの」

「おまえの家は……貧しいのか」

「───」

　上目遣いに頷いた。こんなことを答えたとレスマイアに知られたら、また鞭むちで叩かれて一晩中外に出される。

「私、水くみと、お掃除はできるのに、もっと何かできなくちゃダメなの」

「───そうか」

「何かできるようになりたい。そうじゃなきゃ、私を産んだお母さんが欲しい……」

「───」

　ハーモマイアが切々と語るうちに、その人物はなんだか苦しそうに肩で息をし始める。

　マントの裾が地面についている足下を見つめて語っていたハーモマイアは、相手の顔を見上げた。

　真っ青だった。

「どうしたの？　気持ち悪いの？　病気なの？　ケガしているの……」

　その人物は、美しい横顔に長い青銀の髪を散らしながら地面にしゃがみ込んだ。

　胸の辺りを押さえている。その手から血が滲にじんできた。

「けが、しているの？」

「大丈夫……大丈夫……だ」

「でも！」

「おまえが……この城から離れればすぐよくなる。私が城の中に早く戻ればこの血は止まる。だからおまえはさっさと帰れ。この城に、この森に近づくな。早く行け」

「どうして？　手当て……しなくちゃ。よくならないわ」

「うるさいから出ていけ。ここには魔女などいない」

　そういう彼の手には、鳥の彫り物のついた魔女の杖とおぼしきものが握られている。

「私……普段はうるさくないの。でも今は……頑張ってお願いしようと思って来たからすぐには帰れないの。寿命や一番大切なものと引き換えに、なんでも願いを叶えてくれる魔女に会わせて」

「───」

　出血はよりひどくなったようだ。左胸を押さえる彼の手を、マントの下に覗く白いシャツを、鮮血が染めていく。

「私、傷口を縫ってあげるわ」

「出ていけ。それだけでいいから」

「このお城に入れてほしいの。住まわせてくれないかしら。そしたらあなたの傷口を縫うわ。私、縫い物は……上手よ」

「ああ、そのようだな……」

　彼を支えようとした小さな手を、大きな鋼鉄の手甲のはめられた手が握り取る。五歳の少女の手の甲にいくつもの赤紫の筋がある。せっかんのあとだ。

「これは……？」

「これは、時間通りにうまく縫えなかったから、叔母さんに叱られたの」

「じゃあ。おまえにこの私の傷は縫わせられない、下手だからせっかんされたんだろうが」

　痛ましい傷跡の残る少女の手をしばらく指先で握ってから、そっと離す。

「大丈夫。あなたの怪我の手当てはちゃんとできる。急かされていないもの。怒られながらじゃなければ大丈夫。心臓がどきどきして焦っちゃうとダメなの。でも今は平気。だから……ね、傷を治してあげるから願いを聞いて」

「───おまえの願いと、その半人前の腕前の処置とでチャラにしろと？　ちょっと図ずう々ずうしいんじゃないか」

　彼は生真面目な顔に、ごく薄く微笑を浮かべる。

「───ごめんなさい……お金はないの……だから、私の寿命と交換して。それか、体で……それしかないの」

　俯き、次第に声が細るやせっぽちの少女をしばらく見つめて、彼は言う。

「おまえは、帰るんだ。すぐに帰ればおまえの願いはいずれ叶う。おまえは忘れてしまうだろうが、必ず叶える。約束しよう」

「本当に？　あなたやっぱり、森の魔女なのね？」

「おまえの望み、〝時の魔王〟が聞き入れた」

　魔女なのか魔女じゃないのかは答えずに、彼は持っていた杖でハーモマイアの赤毛の頭をこんと叩き、そう言った。

「ありがとう……ほんとうにありがとう……」

　ハーモマイアは彼のうなじにためらいながら手を回し、最上級の〝ありがとう〟と〝嬉しい〟を表すものだと教わっていたくちづけを彼の唇にちゅっとした。

「───！　おい……」

　驚きで、彼の表情は引きつっている。立ち上がりたかったようだが、胸の傷が痛むようで、またしゃがみ込んだ。

「おい？　今おまえは何をした」

「あの、ごめんなさい……最大級の感謝の気持ちを……表すんですって……そう。近所の牛乳屋さんのおばさんに聞いたの」

「牛乳屋……？」

「ええ。お友達なの」

「そうか。わかった。おまえの最大限の感謝は伝わった。だからもう出ていけ。もうじきここには死の鎖がやってくる」

「死の鎖……？」

「ああ。だからすぐ帰れ。そうしたらおまえの家では温かい毛布が待ってる」

「そうかしら……」

「ああ、だから早くこの城の敷地から出るんだ。〝いにしえ時計〟がおまえに気づいた。もう来るぞ！」

「いにしえ時計？」

　答えはすぐわかった。背後で何かが動く気配がした。城の窓から金の蛇がにょろにょろと蠢うごめくのが見える。

「あれが鎖だ。刻の鎖。〝いにしえ時計〟の鎖。ここに侵入する者を全て巻き取り殺してしまう。おまえのような幼い子供でも！　さあ！　早く逃げろ！　振り向くな！　そして私のことは忘れるんだ」

　怖れるハーモマイアはよろよろと走り出す。そしてやはり気になって彼のほうを振り向いた。彼はハーモマイアを庇うように鎖に向かって立ち塞がり、そして鎖は彼のマントを突き破り、四肢に巻きつき、がんじがらめに拘束すると、獲物をぶら下げるようにして、また城の窓の中へと消えていったのだ。

「あなた……待って。大丈夫なの？　ねえ！　……大丈夫なの？」

　そのときだ。

〝別れの曲〟──あの曲がオルゴールの音色で流れたのは。

（そう。これ……この曲……やっぱり聞いたことがあると思った）

　哀しくて美しい、なんとも言えない曲だった。

『時間だ。タイムリミット』

　そう彼は呟き、そして血だらけのまま鎖に手足を拘束され、城の窓の中に引きずり込まれていった。その光景を今、ハーモマイアははっきりと記憶の中から呼び醒さましたのだ。

　格子の向こうの景色が、濃い霞かすみに包まれていく。

「いにしえ時計……森の魔女……あなた……クラウド様があの森の魔女だったの！」

　とても不思議な感覚だった。

　昔の幼い自分を、今の自分が窓越しに眺めているような感覚。

　そしてあの城で初めて出会ったときの光景を、今ここで、同じ二人で見ているなんてことは、まさしく奇跡的だ。

「何を言っているのか知らないが、私は魔女じゃないぞ。魔・王・様、だ」

　クラウドは目を合わせずにむっとした顔を見せる。

「あのとき私も時計に捕まりそうだったの？　侵入者として時計の鎖に捕まるところだった」

「───なんでこんな時空に立ち止まったんだ。早くもとの時間に戻らないと、また向こうで異変が起きる」

　クラウドは怒ったような顔つきで無理に話を逸らそうとする。

「大丈夫でしたか？　あのときのケガは……」

「忘れろと言ったろう。そしてあの森に入った者は〝いにしえ時計〟に捕まるか、全て忘れるかだというのに。どうしておまえは思い出すんだ。しつこい奴だな」

「しつこいって、私、あのときのあなたの傷を治せなかったから、立派な腕のお針子になろうって思ったんですよ。今、思い出しました」

「どうせなら医者を目指せ」

「そんな……！」

　ハーモマイアは〝あの時〟を垣かい間ま見られて、なんだかとても大切な宝物を屋根裏から救い出したような幸福感を味わったのに、クラウドは素っ気ない。

「あのときから、もうひねくれ者だったんですね。クラウド様、外見もですけど変わってませんね」

「覚えてないな」

「あの曲……。クラウド様のタイムリミットのときに流れる、胸の時計のオルゴールでしょ」

「───知らない」

「じゃあ、今その時計、私が取り出してもいいですか？　ラヴィ・ルウもオルゴールの機能がある時計だって言っていました」

　ハーモマイアはクラウドのほうに向き直り、突然、その胸元をまさぐった。

「やめろ。変態っ！　私はあんな曲は好きじゃない！　むしろ嫌いだ」

「嫌いなんですか？　いい曲なのに」

「私はかつて罰を受け、あの城から離れられない宿命を負った。あの城を訪れる者は皆、私が逃がすことに成功しない限りは、鎖に捕らわれ石に変えられてしまう。逃がすことができた者は、必ずあの城のことを忘れさせる。そう魔術をかけるのだ。あの曲は、私と外の者たちとの別れの象徴だ。私をすべてから引き離すことに城が成功し続けている勝利の証でもある。そんな曲を好きになれるわけがない」

　クラウドの染み入る声が、遠くを見るまなざしが、ハーモマイアの胸の奥の小さな時計を震わせた。

「──それで、嫌いなんですね」

「ああ、嫌いだ。それより、この部屋はおまえの望みを叶えるようだ。早くもとの時間に戻れるよう祈れ！　さあ！　力強く願うんだ」

　クラウドはもう過去の話題に触れられたくないらしく、わざと口調を強めてハーモマイアを急き立てる。

「私の……願いなんて関係あるんでしょうか」

「あるといったらある。おまえがいつか、あの曲を聞いたときのことを知りたがったからこの時空に立ち寄ったんだろう」

「そうですか？　でも私が望んでいたのは……」

　クラウドは文句を言い続けようとした口をつと閉じた。

「なんだ、それは。私に対する口ごたえか？」

　ハーモマイアはじっと、懐かしくクラウドの顔を見つめた。あれは、自分にすべてのきっかけを与えてくれた人との邂かい逅こうの場面だったのだ。

　カリストルとの出会いではなく、あの城であの人に出会ったことが、すべての始まり。

（昔のクラウド様に……会いたかったんだわ、私。きっとあれが、私の本当の初恋だったから……）

「そんなのは知らん。とにかくだ。気を取り直して願え。〝時の魔王様〟の命令だ。従わないと、もう豪華な魔法のドレスはないものと思え」

「───はいはい……」

「───態度が悪いぞ。花嫁」

「はい。旦那様」

　クラウドが、頰を微かに染めた気がした。

「は、早くしろよ」

　ハーモマイアはクラウドのマントの中に包まれたまま、目を閉じて祈った。

『もとの世界に戻れますよう。早く戻って時計を直して、金剛石を山ほど手に入れられますように。カリストルを鎖から解放できますように』

　どれだけ祈っただろう。クラウドの手がハーモマイアの腰を摑んだ。

「きゃ？」

　そのせいなのか、ぐっと、重力がおかしな方向にかかった気がする。

「な、な、な、なんですか？」

　倒れそうになっても、背後のクラウドがしっかりとハーモマイアの華きや奢しやな身体を支え摑んでくれているのだから、怖いことはない。ただ驚いたのだ。

「窓の外を見ろ」

　ハーモマイアは格子窓の外に視線を向ける。

　くっきりとした蒼い空。緑の木々。手入れのされた色とりどりの花々。

　そんな鮮やかな光景が眼下に広がる。

　耳鳴りもない。目め眩まいもしない。馴な染じんだ空気。柔らかな風が小さな窓から入り込み、遠くで鳥のさえずりも聞こえてくる。ほっとするようなこの感覚は間違いなく〝今〟だ。

「クラウド様……私たち、もとの時間に戻ったの？」

「そのようだな。何か向こうに取りこぼしてきたものがないといいが……」

「〝取りこぼしてきたもの〟？　たとえば？」

「ああ、遠い昔、時空跳躍して戻ったとき、同行者の腕がなかった」

　ハーモマイアのぼうっとした重い頭が、クラウドの恐怖語りにみるみる正気を取り戻す。

「ひずみができて大事故が起きる上に、安全に戻ってもこられないんですか？」

「それ以前の問題だ。二度と戻ってこられないケースも多々ある。だからおまえに勧めなかった」

「そうですか。それよりここはどこでしょう。外は森と丘なんですけど、この空間は相変わらず鉄格子入りの窓と石壁、石の床で……」

　ハーモマイアは、クラウドのマントから出て周囲を見回す。

　時空をさまよっていたときと変わらない、殺風景な部屋というのはどうだろう。冷たい石造りの壁。天井。床。壁の厚みは何メートルもある、戦用の城のレベル。

「時間も戻った。場所も、あのアーカイン家の館であることは確かだ」

「グリーンスノウ館に、こんな牢獄のような場所が？」

　建物の中の一室だろうに、扉の外にも窓の外にも誰かがいる気配はない。

　クラウドは、中には取っ手のない頑丈そうな扉を見つめる。

「出られないな。外から頑丈な閂かんぬきがかけられている」

「見つめるだけでわかるんですか」

「ああ。おそらくグリーンスノウ館の塔の上の隠し牢だ」

「牢？　あのお館にそんな物騒なものはありません。中世の戦城じゃあるまいし、貴族の住居なんですよ？　牢獄なんて必要ないじゃないですか」

「金と欲にまみれがちな金満貴族の住居には必要なシステムだ。〝邪魔者は消せ。もしくは閉じ込めろ〟。マリアンヌやおまえの幼馴染の本性を見たら、そんなのは一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃないか」

「う……」

　ものすごく陰険な嫌味だが、確かにあの鍵を盗っていたのはカリストルだったのだ。

「そうだ。肝心のあの懐中時計はちゃんとあるんだろうな」

　ハーモマイアはドレスのスカート部分に手を差し入れて、中からなめし革に包まれた金の懐中時計を取り出した。

「よしあるな。次は鍵だ」

「この時間のカリストルに聞くつもりですか？」

「いや。奴には訊かない。今ここで。おまえの身体に訊くだけだからな」

「え？　ちょ？　待って……」

　突然、クラウドが豹ひよう変へんし、ハーモマイアの上にのしかかってきた。

「待って！　クラウド様、私、まだ心の準備が！」

　クラウドの花嫁にならなってもいいと、いつしか自然に思っていた。

　引きこもりの寂しい時計守の魔王様。昔も頑固でつっけんどんで、でもどこかほんのり優しいところも見せていた。

（きっと、あれが私の初恋……。彼が私の大事な人。お裁縫の腕を磨こうと思わせた人）

　魔女の森の怖くてとても美しい人。

「脱げ」

「だから心の準備がまだ。それにこんな牢獄でなんてっ。ちょっとどうかと思います！」

「出せ」

「何をですか？　私まだいろいろ全然知らないの。だから……きゃ、くすぐったい」

　クラウドが、ハーモマイアのドレスをまさぐり、そして邪魔にならないよう太ももにベルトで止めていた銀のパースを探り当てる。

「───これか。これだな」

「え？　それは……カリストルから貰った裁縫セットが入ってますけど、何か？」

　クラウドはハーモマイアがカリストルから貰ったパースを開き、針ケースを取り出した。そのケースの中にはハーモマイアが一度はじいた太めの金針が入っている。彼はそれをつまみ示したのだ。

「これが、奴が一番信頼できる人に預けた懐中時計の〝鍵〟だ。針ケースの中にこっそり忍ばせてあったわけだ」

　ハーモマイアは啞然とした。

　まさか、探し物が最初から自分の体についているとは思いもしなかった。

「───バカみたい……ね」

「だから私はいつもおまえをバカだと言っている」

「本当ね」

「ああ」

　クラウドが、鍵をダイヤモンドに彩られた懐中時計の竜頭の真逆に差し入れた。

　かちゃりと優しい音がして、鍵を左に捻ると上蓋が開く。

　神々しいダイヤモンドの光の渦が放たれた。

　そして右に回してみせる。

　ごくごく小さな鉄てつ琴きんを弾くような、繊細なメロディーが流れてきた。

　あのクラウドの心臓にはめ込まれている時計のオルゴール。

　それと同じショパンの〝別れの曲〟だった。
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「本当に、ここだってば。声が聞こえた。絶対にクラウド様の声だった！　それに……」

　微かすかな人の声が聞こえてきた。

「それにすごく不吉な予感がするんだ。僕の聴覚を疑うなんて、ギベオンも焼きが回ったね。とにかく早くここを開けてみて」

　かちゃかちゃと金属の触れ合う音、そして何か細工をしているのが伝わってくる。

　扉の大きな錬れん鉄てつの錠がはじけた音が響く。

　ガチャン!!

　鈍い音を響かせて扉が開いた。

「あっ！　やっぱり、最悪。僕のいやな予感的中だ」

　二人が重なり合い、しかもクラウドがハーモマイアの上にまたがり、ドレスのフリルを捲めくり上げているさまに遭遇したラヴィ・ルウは、赤い目を両手で覆って大おお袈げ裟さに嘆く。

「何してるんだよ！　赤毛！　また赤に戻ってるぞ。クラウド様から早く離れろ！　貧乏がうつるだろ」

　そう言う彼だって、その金の巻き毛の中からまた白く長いフサフサの耳が突き出ている。

　不思議なことに、ハーモマイアは今自分がまた見事な赤毛に戻っていても動じなかった。ここにいる人たちは髪色なんて気にしていない連中だし、ハーモマイアの中でも金髪への強いこだわりはなぜだかすっかり消え去っていた。

「ねえラヴィ・ルウ。そういうあなたは耳……また出てるわよ。可愛いウサ耳」

「うるさい！　うるさい、うるさい！　でもよかった。クラウド様がご無事で」

　世界一の愛玩動物の喜怒哀楽はせわしないらしい。今度は覆った手の隙間から、片方の目だけでクラウドだけ確認して感涙している。

「ああ。私は無事だ。よくその扉を開けてくれたな」

　クラウドはそう言ってラヴィ・ルウに何かを手渡す。握っていた手を開くとその掌てのひらに一握り分の大きさのルビーが載っていたのだ。研けん磨まされ多面体にカットされたボール状のルビーだ。

　ラヴィ・ルウはそれをいそいそと自分の金の懐中時計に取りつけ、アルバートにくぐらせた。

　ほくほくと、またひとつ増えたチャームに顔をほころばせる。

「クラウド様、今ハーモマイアに襲われてたりはしませんでしたよね？」

「ああ、カリストルが預けていた鍵を返してもらっていた。懐中時計はもう直ったぞ。これでハーモマイアの初仕事は完了だな」

「ああ、さすがクラウド様。鍵を見つけられたのですね。では早くお城に戻りませんと、またお体から……時計から出血しますよ」

　ラヴィ・ルウもギベオンもクラウドの秘密を知っているのだ。

　そして──

　人生で初めての時間の旅は肉体的にとても酷こくなことだったらしく、ハーモマイアはそれから丸三日〝時の城〟で眠り続けた。

　気づいたときは何日たったかわからないような気け怠だるさで、あのなんとも物々しい食堂で、ギベオンの淹いれてくれたコーヒーを飲んでいた。

「赤毛ちゃんは本当に使えないねぇ。やっぱり街のお針子がお似合いだな」

　向かいに座るラヴィ・ルウがお洒落なチェック柄のベスト、黒のビロードのパンツに鮮やかな赤のサッシュベルトを巻いて、からかうように言う。

「──どう……なったの？　カリストル……。それに依頼されたマリアンヌさんの懐中時計！」

「おい。さっきも言ったぞ。やっぱり頭が変になったな」

「マリアンヌ嬢とチューダーはかけ落ちしてしまいましたよ。なので、依頼されたあの時計はアーカイン家に戻りました。本来の、正確に時を刻むものとしてね」

「ああ、そうだったわよね。何度聞いても信じられない話だから、つい」

「まあまあ、人生の心の旅路なんてそんなものです。〝灯台もと暗し〟この言葉につきますね」

　銀のポットから、花柄のカップに熱いコーヒーをそそぎながら、ギベオンがやんわり言う。

「マリアンヌさんやチューダー、それにリチャード様の二週間前の記憶はどうなっていたの？　私たちがいたときの記憶」

「夢のようにおぼろに、ところどころ記憶している程度です。それもすぐに忘れてしまいますよ。ああ、あの隠し部屋見事な時計たちも無事だったようです。不思議ですね」

「カリストルは、まだ気づいていないの？　マリアンヌさんからの金剛石をあんなに積んでもらったってのに？」

　結局、〝いにしえ時計〟の動力となる金剛石は人の心臓でも血でもなく、普段泣いたことのない気位の高いマリアンヌの流した〝真実の涙〟だった。グレードとしては高くないらしいが、雫しずく形の大粒の金剛石は時計の好物ということで、なんとかカリストルを対価として鎖から解き放つことができたのだ。

「きっともうじき気づくでしょう。昨日見に行ったら、だいぶ血色が戻っていました」

「あの〝いにしえ時計〟も前よりまともな時計に戻っているの？」

「〝いにしえ時計〟に〝まとも〟とか言うなよ。クラウド様が烈火のごとく怒るぞ」

「何か言ったか？　ラヴィ・ルウ」

「えっと。クラウド様。僕は何も……」

　ちょうどそこにクラウドが現れる。いつもながらの雄々しいマント姿だが、今日は仮面はつけてはいない。幼いハーモマイアが出会った頃のままのクラウドだ。

「おまえ、もう〝刻ときの交こう差さ店てん〟を開ける時間だろう。遅刻は厳禁。重く処罰するからな。さあ、行け。すぐ行け。時は金なりだぞ」

　クラウドはラヴィ・ルウを急せき立てる。

　ラヴィ・ルウは椅子からぴょんと跳び上がって、そしてシルクハットを被かぶり、上着を羽織ると慌てて部屋から飛び出した。

「ラヴィ・ルウ。耳が出ちゃってるけどいい？　平気？」

「ラヴィ・ルウ。白ウサギに変身してますが、いいんですか？　ラヴィ・ルウ！」

　あまりに慌てまくったので、ラヴィ・ルウは頭からウサギ耳を突き出してしまい、そして次には全身白ウサギに変身してしまっていたのだ。

「まあ、誰に見られることもないからいいですかね」

　ギベオンが溜息をつきながら送り出すそばで、クラウドはテーブルの上の薔薇模様のミルクポットとシュガーポットに初めて興味を見せている。

「おい。ハーモマイア。それはなんだ？　その白い液体は」

「ミルク。牛乳です。まろやかで優しい味になるんですよ」

「それはなんだ？　その白い物体は」

「お砂糖です。ほんわか甘くなりますよ」

　ハーモマイアが答えると、クラウドは無言でミルクポットを傾け、そしてシュガーポットから綿のような砂糖をひとかけら、カップに落とした。

「クラウド様！　それはミルクと砂糖ですよ？　おわかりですか？」

「わかってる」

　珍しく眼鏡めがねをずり下げながら焦るギベオンに、クラウドは相変わらず仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

　ハーモマイアは、彼がきっと〝まずい〟とか〝口に合わない〟と言うと想像して彼の次の言葉を待つ。

　ギベオンも、はらはらした表情を眼鏡の奥に押し隠して、彼の反応をじっと見つめる。

　が、クラウドの表情は穏おだやかだった。湯気の立つカップに口をつけると、ほんのり優しい口元になった。

「───こういうのも、まあまあだな。たまに新しいことをやってみるのも悪くはない。美しい赤毛のおまえを花嫁にしたように」

「ではね、しばらくはいつもそうやって、仮面なしで生活してみるのもいかがでしょう？　花婿様」

　ハーモマイアのふざけた言葉に、素顔の魔王はちょっと照れた顔をした。

　ずっとずっと、同じような時を延々とくり返し刻んできていた〝時の城〟でも、芽吹きの香りがほんの少し感じられるようになった、かもしれない。

　そして、ハーモマイアが初恋相手の魔王様に次に伝えるのは、心からの〝願い事〟だ。

『ねえ、私をお城に住まわせてほしいの。幸せになりたいの。寿命と交換でもいい。体とでもいいわ──────』





…Ｔｉｃ♥Ｔａｃ…　













あとがき






　こんにちは。

　この本をお手に取って下さり、ありがとうございます。

　このお話は森の奥に閉ざされた城の主であり、時と時計を守る役目を負った時計王クラウド様と、コンプレックスのせいで、人前（とくに男性）の前だとすんなりと喋れないことの多い、ちょっと内気なハーモマイアが中心となってお送りする、ラブ＆ゴシック（？）なお話です。

　が、ハーモマイアのクラウド様弄り（そしてその逆も）が見所だったような気も……。

　ハーモマイアの幼馴染、大貴族の子息カリストルがきっかけで事件は起き、ハーモマイアは彼のために次々と決断を迫られるのですが、カリストル、なんだかんだで気だてのいい青年です。そう思ってます。性格のいい子だからこそ、重圧が降りかかってしまって気の毒です。

（カリストルとクラウドは、実は密かに関係しているのですが、この本の中ではあえてその辺りに踏み込んではおりません。クラウドはカリストルの先祖が所有してきている土地の城に、何百年も棲んでいたわけなので、まあ……勝手に入り込んだよそ者でなければ、あんな間柄なのかな？　とか、推測してみてくださいね）

　このお話のキーアイテムである時計ですが、私はとてもすごい発明品だと思います。時という絶えず流れているものを、一時的とはいえ目に見えるようにするだなんて、どうして思いついたのでしょう。

　このお話を書いているとき、アンティークとまでいかないのですが、とある海外の有名な腕時計でオルゴールがついているものがあると知り、とっても欲しくなりました。（かなーり高価なのでとりあえず物欲押さえ込みましたが）あの小さな風防の下でどんな風にメロディーが響くんでしょう。シリンダー方式のようですが、とても小さな部品が精密に仕込まれているんでしょうね。それこそ机にかじりついてセッティングしていくんでしょう。うちにも古いネジ巻き式置き時計があるのですが、針の動く音やベルの音は本当に癒されます。

　昔の懐中時計も、手触りといい、その秒針の音といい、人体によく馴染む素晴らしいものですよね。昔の技術と昔の部品、失われていってほしくない文化遺産だと思います。




　そういえば、私は密かに稀まれに（！）ブログなどしております。よろしければお暇なときにでもご来訪ください。〝ことりの空〟と検索していただければきっとすぐに見つかると思います。

　また、この本のカバー折り返しに、黒くろ裄ゆきさんのサイトのアドレスも載っていますので皆様是非、黒裄さんの素敵イラストを見に行ってくださいね。

　では、ここまでおつきあい下さった読者様と、携わってくださった編集部の方々、校正さん方に、限りない感謝を込めて───。





斎王ことり　　










著者

斎王ことり

Kotori Saiou




最近凝っているのは、自転車カスタムです。カスタムといっても、新しく買った自転車がＭＴＢタイプの上、デフォルトでなにもついていなかったから、必要なものをつけているだけなんですけどね。ベルもフラッシングライトも見繕って買いました。夜走行のための美しいネオンライトにも惹かれます。でも、それをつけても自分では見られないんですよね……。










イラスト

黒裄

Kuroyuki




洋風なものや少年少女を描くのがすきです。

私もＰＣも爆発しそうな部屋の暑さなので、そろそろクーラーが…ほしいです……。

http://nk-dk.skr.jp/
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